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　　　フェーズ０　「竜りゆう人じん誕生　─記録─」







『12月７日　×××１年

　……我々は、ついになし遂とげた。

　人の姿を模した竜型バイオテスタの製造。

　技術水準としては、現在二体の製造が確かく認にんされている天使型バイオテスタに匹ひつ敵てきする。ＳＩＲＥＮサイレンのあらゆるＡ級バイオテスタをも凌りよう駕がする最強の個体として、我々の「竜人」は広く世に知られることとなるだろう』




『12月10日　×××１年

　培ばい養よう槽そうでの成長経過は安定。体重およそ四五〇〇グラムまで成長。

　中セ央ン統ト合ラ樹ルへの報告は来年の夏を予定。

　万ばん全ぜんに培養を進めるとする。……報告が楽しみだ。特に、エルベルトという名の中セ央ン統ト合ラ樹ルの研究主任、あの小生意気な男を驚きよう愕がくさせる瞬しゆん間かんが今から待ち遠しい』




『12月11日　×××１年

　このバイオテスタ個体を「キリシェ」と命名。

　ある空想の物語に登場する、伝説の竜りゆう姫ひめの名前から拝借した。その名に恥はじぬ最強のバイオテスタに育て、我が研究所の名を広めるのが「竜人」計画の悲願でもある。

　しかし培養槽内で、時折不ふ審しんな行動を見せるのが気にかかる。我々が培養槽前で会話している時のみ、まるで会話を聞き取っているかのようにじっと動かなくなる。

　まさか人語を学習し始めている？

　製造後わずか数日で、バイオテスタが自ら人語を学習し始めた事例は過去に類るいを見ない。急激な成長加速による影えい響きようなのか？』




『12月28日　×××１年

　驚おどろくべき事態が発生した。

　キリシェが、自らの腕わん力りよくで特とく殊しゆアクリル製の培養槽を破は壊かいし、槽外へ。

　身長百四十センチ。体重三十五キロ。

　人間の十歳児程度しかない体格のバイオテスタが、狙そ撃げき用ライフルの弾だん丸がんにも耐たえうる大型培養槽を腕力だけで破壊してしまったのだ。

　暴走かと慌あわてたが、その場で暴れる気配はないことに胸をなでおろす。

　キリシェ、部屋の中心でじっとうずくまり続ける。

　しかし培養槽を破壊した腕力については、追って調査の必要がある。憶おく測そくではあるが、既すでにキリシェは自らの能力に目覚めている可能性がある。

　だとすれば、今後は不用意に近づくこともできなくなるかもしれない。

　研究総員に、耐電服を常に着用するよう指示をした』




『１月４日　×××２年

　キリシェが人語を発する。

　それも人間と遜そん色しよくない流りゆう暢ちような発音であり、我々からの問いかけも完全に理解したうえで応答することもできた。

　会話の中で、彼女が自らの能力について既に理解していることが明らかになった。

　期待以上の成長。

　いや、期待以上の性能というべきだろう。

　想定スケジュールより早いが、キリシェの本格的な能力訓練を開始することとする』




『２月７日　×××２年

　製造に成功してからちょうど二か月。

　キリシェの身長百五十八センチ、体重五十五キロ。

　成長速度のピークは過ぎているが、現在もキリシェの肉体成長は続いている。特に、その背中の翼つばさと尾おの巨きよ大だい化は特筆に値あたいする。

　そしてその能力の成長ぶりもだ。我々の与えた課題を無表情に、そしていともあっけなく成功させる姿は、頼たのもしいの一言だ』




『２月10日　×××２年

　目を疑う事態が発生した。

　キリシェの発電量を調べるための大型測定器が炎えん上じようしたのだ。

　にわかには信じがたい。発電所の大型発電機用に開発された測定器が、キリシェ単体の発電量に耐えきれなかったということになる。

　……告白しよう。

　……この結果だけは、測定器の故障であると願いたい。

　これがもし事実だとすれば、キリシェという竜型バイオテスタは誕生後二か月にして、既に我々の計算を上回る強さを得ていることになる。

　だとすれば、この個体が成体にまで成長した時、いったいどうなるというのか。

　はたして人間がこの次バ世イ代オ新テ生ス物タを制せい御ぎよできるのか。

　一いち抹まつの不安が頭を過よぎった』




『２月15日　×××２年

　予感は、最悪なものとして現実になった。

　新たに用意した二台の大型測定器もまた、キリシェの発電に耐えきれず炎上した。

　──だが真に特筆すべきは次の瞬間だ。

　炎上する二台の大型測定器が、突とつ如じよ、キリシェが何かを呟いた瞬間、砂のごとく分解して塵ちりの山となってしまったのだ。

　私を含ふくめ、誰だれ一人ひとり、監かん視しカメラ上の映像を信じることができなかった。

　何かが。

　何かが狂くるい始めている。キリシェというバイオテスタが、我々の想定とはまったく異質の存在であるような、そんな恐きよう怖ふすら感じた日だった。

　……いや。そんな私感はやめておこう。

　明日あしたはとにかく、今日の現象について解かい析せきを進めなくては』




『２月16日　×××２年

　今日は一日中、研究員による臨時会議が行われた。

　昨日の出来事については、監視カメラの映像を何度再生しても現象を解析することができなかった。キリシェ本人に聴ちよう取しゆしたが、何度尋たずねても要領を得なかった』




『２月19日　×××２年

　研究所の通路から悲鳴が聞こえ、私は仮か眠みん室から飛び出した。

　そこで私が目にしたものは──研究所内の通路を我が物顔で歩き回るキリシェだった。

　Ａ級バイオテスタ拘こう束そく用の手て錠じようが引きちぎられ、厚さ十センチ以上にも及およぶ監視室の、その壁かべが、まるで無かったかのように消失していたのだ。

　……あり得ない。

　あの個体に与あたえた能力は最強の発電能力であって、間ま違ちがっても手錠を引きちぎるような腕力は設計されてないうえに、監視室の壁を消しよう滅めつさせたことにいたっては、物理学上どうやってソレが行われたのかすらわからない。

　しかし、キリシェは自ら監視室へ戻もどって床ゆかに座りこんでしまった。

　暴走かとも慌てたが、我々にとっては彼女のその態度が逆に不安この上なかった。

　……怪かい物ぶつ。

　バイオテスタという範はん疇ちゆうにすら留とどまらない、我々の想定を凌駕する怪物。

　気分次し第だいでいつでもこの研究所を脱だつ走そうするどころか、壊かい滅めつさせることすらできる。今回の件は、キリシェによるそんな意思表示に思えてならなかった。

　──計画の破は綻たんの予感。

　──最強のバイオテスタを開発するという計画が、狂い始めている。

「あのバイオテスタを創つくったのは失敗だったかもしれない……」

　私の席の隣となりで、研究所長が青ざめた顔でそう呟いていたのが忘れられない』




『２月22日　×××２年

　プロジェクト「竜人」について、かねてより準備していた第二案へと移行する旨むね、所長より指令が出された。竜人キリシェは二十四時間体制で監視を続行。有していると思われる「もう一つの能力」の正体の解析を急ぐ。

　並行し、新たなる竜人の製造計画を着手する』




『３月２日　×××２年

　二体目となる竜人の製造に成功。

　キリシェと同じく、空想上の竜りゆう帝ていの名を拝借し、「カルラ」と名付ける。

　カルラの製造条件はキリシェとほぼ同じだが、あえて成長を抑よく制せいして発電能力および身体能力を抑おさえることとした。

　これは、現時点で既に危険すぎるキリシェに代わる案がカルラだからだ』




『３月14日　×××２年

　キリシェが監視室を脱走。

　再びコンクリートの壁を破壊しての脱走だが、そこで我々が見たものは、培養槽の中のカルラを、まるで自分の妹であるかのように見つめるキリシェの姿だった。

　──確かに、カルラはキリシェのデータを元に創つくられた。

　──妹と呼んでも差しつかえない。

　だが、キリシェにはカルラの存在を一いつ切さい伝えていない。

　なぜカルラの存在を感知したのか。

　なぜカルラが自分の妹であると理解したのか、謎なぞは深まるばかりだ』




『３月22日　×××２年

　キリシェとは別の意味で、想定外の事象が発覚した。

　竜人カルラについてだ。

　キリシェと同条件で製造したはずだが、有しているはずの発電能力すら持たないことが判明。培ばい養よう時点で何らかの調整ミスがあったのだろう。

　これではキリシェとの比ひ較かくができず、我々の「最強のバイオテスタ」計画の参考になりはしない。完全な失敗作だ』




『３月24日　×××２年

　竜人カルラについて、研究会議にて「廃はい棄き」処分および第三次の竜人製造計画が決定された。カルラの「廃棄」は３月末を予定。

　だが唯ゆい一いつの懸け念ねん点はキリシェ。

　カルラが製造されて以後、ほぼ毎日、カルラの培ばい養よう槽そうを眺ながめて過ごしている。

　キリシェが、妹カルラに対し特別な感情を持っているのは明らかだ。それを「廃棄」されると知ったキリシェが、いったいどんな行動に出るか予測ができない。

　所長は「またすぐに新たな妹を製造するのだから問題ない」と言うが、私を含め何人かの研究員は最後まで不安を感じていたようだった。

　何事も無ければ良いが…………』




『３月25日　×××２年

　……愚おろかだった。我々は、もっとも愚かな選せん択たく肢しを取ってしまった。

　竜の逆げき鱗りん。

　まさしく、絶対に触ふれてはならない逆鱗に触れる行こう為いだった。

　この研究所は間もなく壊滅するだろう。

　竜人キリシェ。

　あの個体は、もはや「最強のバイオテスタ」という範疇にすら留まるまい。

　ＳＩＲＥＮサイレンにおいて、キリシェを止められる者は存在しない。あらゆるバイオテスタも、理装執行者シミユレーターも、あの竜人の前には意味をなさないだろう。

　この日記は懺ざん悔げの手記だ。

　あの怪物を偶ぐう然ぜんにも創りだしてしまった責任者の一人としての告白であり、同時に、ＳＩＲＥＮサイレンにおけるすべての人間への警告でもある。

　キリシェという最悪のバイオテスタが誕生してしまった、その警告である』







　だが。

　この記録が後世に残ることはなかった。

　第四衛星都市のある私設研究所が炎上、一夜にして瓦が礫れきと化した怪かい事件とともに、そのすべてのデータもまた消滅したからだ。

　それが四年前。

　最強の放ほう浪ろうバイオテスタが誕生した瞬しゆん間かんだった。







　　　フェーズ１　「Ωオメガ指定種　─予兆─」







　　　　１




　夜の帳とばりが降りた第三衛星都市「碧へき陽よう」。

　住居から、一つまた一つと明かりが消えていく時刻。

　薄うす墨ずみで塗ぬりつぶしたような色の天上には小さく瞬またたく星がうかび、漂ただよう雲の合間からは、わずかに欠けた月が朧おぼろげに光を放っている。

　そんな空の下──

　賃借している居住用マンションの一室、そのリビングで。

「あー、もうこんな時間か」

　テーブル上の時計を一いち瞥べつし、ミソラは大きく息を吐はいた。

　紺こん色いろに近い髪かみに黒の双そう眸ぼうをした少年だ。思春期の少年らしい細身ながらも均整のとれた身体からだつきに、あどけなさを残しつつもそこそこに整った目鼻立ちと言えるだろう。

「かれこれ今日だけで十時間近く詰つめこみ勉強してるけどさ……」

　頰ほお杖づえをつきながら。

　ミソラが見つめるのは、四人がけ用のテーブルを挟はさんで向かいに座る少女だった。

「なあフィア、すげぇ眠ねむたそうだけど？」

「……ねむたいです」

　閉じかけたまぶたをこする少女。

　フィア・ネスフェリア・Ｃ４・アナスタシア。

　ＳＩＲＥＮサイレンでは珍めずらしい白銀めいた黄金プラチナブロンド。それも、陽光の触れた箇か所しよがそのまま光と同化するような神秘的な色味の長ちよう髪はつが印象的だ。

　さらには宝石のように蒼あおく輝かがやく双眸に、儚はかなさのなかにも愛らしさを湛たたえた面おも立だち。

　外見みためは、ミソラと同じ十七歳前後だろう。そんな彼女が、テーブルに両りよう肘ひじをつきながら、右手にペンを握にぎった姿勢で今にも机に突つっ伏ぷしそうになりかかっている。

「夕ご飯食べた後って……なんで……こんなに、ねむいんでしょう？」

「勉強のしすぎで疲つかれてるんだよ。朝からずっとこの調子だろ」

　手元にある生物学の教本をめくりながら、ミソラも漏もれそうになったアクビをこっそり嚙かみつぶした。

「でも実際、学園研究機関アカデミーの編入試験は大だい丈じよう夫ぶだと思うんだよな」

「ホントですか！」

「実際どんな試験なのかは明日あしたの本番次第だけど。問題範はん囲いが生物学とバイオテスタ工学だし、それはフィアの知識で十分いけるって」

「はい。バイオテスタ工学は自信ありますです！」

　眠たげなまなざしながらも、フィアが気き丈じように拳こぶしを握ってみせる。

　その姿勢のままじっとこちらを見つめてきて──

「ん？　どうかした？」

「この編入試験に合格すれば、ミソラと一いつ緒しよに学園研究機関アカデミーに通えるんですよね。なら、わたし最後までがんばります」

　子供のように無む邪じや気きで純心な微笑ほほえみ。

　それがあんまりにも愛らしくて、見つめられるこちらが逆に恥はずかしくなってしまう。

「……お、おう。だけど無理しないようにな」

「がんばります！」

　目をこすりながら応こたえるフィア。

　……その仕草もホント、人間の女の子と何一つ変わらないよな。

　……これなら学園研究機関アカデミーでも「人間」で通したって問題ないだろうし。

　フィアという少女は人間ではなく、次世代生命工学によって創造された次バ世イ代オ新テ生ス物タだ。

　世界最高権けん威いのバイオテスタ研究者であるミソラの師・アナスタシアが三年前に創りあげた「天使型バイオテスタ」。普ふ段だんは隠かくしているものの、その背中にはどんな海よりも深く美しい蒼そう碧へき色の翼つばさを有している。

　だが、何よりの特とく徴ちようである秘密を挙げるとすれば。

　──神性幻げん想そう種フィオラミリス。

　この世界では幻想上の生物に過ぎないはずの「本物の天使」。その精神体を宿している世界に一体のバイオテスタであるという点につきる。

　だがその稀き少しよう性は、決してフィア本人にとっては望んだ運命ではなかった。

　まずは、ここＳＩＲＥＮサイレンの統とう轄かつ機関である中セ央ン統ト合ラ樹ルの監かん視しだ。

　幻想世界の真天使フイオラミリスを宿したバイオテスタなど過去に例がない。中セ央ン統ト合ラ樹ルからしても、これほど価値ある研究対象は他ほかにいないだろう。

「…………」

「ねえミソラ、ここの論文問題って、この書き出しであってますか？」

「……あ。ああ、さっき教えた記述パターンで大丈夫だから」

　はたと我に返り、ミソラはフィアの手元にあるノートに目をやった。

　──真天使フイオラミリスの存在を知られるのだけは危ない。

　──中セ央ン統ト合ラ樹ルが、どれだけ強ごう引いんにフィアの引き渡わたしを要求してくるかわからない。

　とはいえ、それはしばらく前に杞き憂ゆうに終わった。

　フィアの管理者として、ミソラが正式に承しよう認にんされた。つまりＳＩＲＥＮサイレン全体で見れば、フィアは人間管理下の無数のバイオテスタの一体に過ぎない。フィア自身が何もしないかぎり、中セ央ン統ト合ラ樹ルがフィアの内部に眠る真天使フイオラミリスに気づくこともない。

　ゆえにミソラがもっとも警けい戒かいする相手は、すでに真天使フイオラミリスの存在を知っている組織だ。

　福音機関イスカリオテ。

　真天使フイオラミリスを追って、並行世界側からやってきた襲しゆう撃げき者たち。

　……福音機関の追っ手は、また必ずフィアを狙ねらってやってくる。

　……対策を打つなら今しかないはずなんだ。

　学園研究機関アカデミーへのフィアの編入も、その対策の一いつ環かんになる。

　今は自分が学園研究機関アカデミーにいる間、フィアを自宅に一人にさせてしまっている。それが福音機関に知られた場合、自分の不在時に襲撃を受ければ為なす術すべがない。

　しかしフィアが編入試験に合格すれば、彼女も一緒に学園研究機関アカデミーで講義を受けられる。ミソラからすれば、常にフィアの無事を確認できるというわけだ。

「ま……そういうこと抜ぬきにしても、こんなに頑がん張ばってるんだから合格できるといいよな」

「え？」

「ああいや、こっちの話」

　必死にメモをとり続けるフィアに、ミソラは苦く笑しようで応こたえた。

　学園研究機関アカデミーへの編入希望を出してから試験までの一週間。

　フィアはずっとこのテーブルで勉強漬づけだった。寝ねる時間も、食事も、大好きな入浴時間すら惜おしんで勉強に集中するその姿は、ミソラですら素す直なおに感心したほどだ。

　と──

『やっほー。どう調子は？　最後の追い込み、頑張れそう？』

　リビングの奥。

　エプロン姿のディーネがひょっこりと顔を覗のぞかせた。

　精せい霊れい型バイオテスタ『水精霊ウンデイーネ』。

　高分子化合物である形状記き憶おく液体ジェルに高度プログラム化された電子神経と判断中ちゆう枢すうを組みこみ、高度知性を宿すことに成功させた次バ世イ代オ新テ生ス物タ。身体のほとんどが水分で構成されていて、その外見を一言で喩たとえるなら「透すきとおった青い肌はだをした女の子」だろう。

　フィアも、そしてこのディーネもそう。

　次世代新生物『バイオテスタ』。

　幾いく世紀にもおよぶ機械文明にひとまずの成果と限界が訪おとずれた時代──

　人類が、世界規模でとり組んでいる研究がバイオテスタと呼ばれる次世代新生物だ。

　人間が見いだした、機械に代わる新たなパートナー。

　天使型であるフィアに水精霊ウンデイーネのディーネはもちろん、ミソラ家のリビングの隅すみっこで丸くなっている妖精猫ケツト・シーや、二体そろって食しよつ器き棚だなの上で寝ている花精フエアリーなど。

　これらバイオテスタは、すべてお伽とぎ話ばなしや童話に出てくる空想生物たちを原存在モチーフとして、次世代生命工学によって現代に再現したものだ。

『ねね、珈琲コーヒーでも淹いれよっか？　何か飲んだ方が目も覚めるだろうし』

「頼たのむよ。俺は砂糖抜きで。フィアは、少しくらい砂糖かミルクいれた方が──」

　再びフィアへとふり向いて。

『あらら？』

「……ま、こうなるよな。しょうがないか」

　テーブルに両肘をついた姿勢のまま寝ね入いる金きん髪ぱつの少女。それでもペンを離はなさないのは、もう執しゆう念ねんの一言につきるのだろう。

『どうしよっか？　起こすの？』

「いや、このまま寝かせていいと思う。もう十分すぎるくらい頑張ったし」

　可愛かわいらしい寝ね息いきを立てるフィア。

　その背中にタオルケットをかぶせるディーネを見守り、ミソラは席から立ち上がった。リビングの隅に置いてある自分の鞄かばんから小さな黒ケースを取りだして、そこに納められた数十枚の絵え柄がら入りカードを手元で広げる。

「さてと。俺は俺で、こっちの準備に取りかからないと」

　Novel-Age-World Life（次世代生物）。

　愛あい称しよう『ＮＡＷＬナウル』。

　現在ＳＩＲＥＮサイレンで大流行している対戦型カードゲームだ。そのテーマはゲーム名が示すとおり次バ世イ代オ新テ生ス物タだが、非常に幅はば広ひろい戦術を可能にするゲーム要素が採用されており、ＳＩＲＥＮサイレン全域でのプロ大会も行われるほどの人気を博している。

『あ、それ例のカードゲームでしょ？　学校でやるの？』

「そうそう。もうすぐ月に一度のクラス大会だし、今度こそ優勝してやるって宣言済みでさ。それに備えての準備中」

　扇おうぎ状じように広げたカードの束を見つめ、ミソラは決意に満ちた表情でそう言った。

　対して、一方のディーネは珍しくも苦笑の表情で。

『うーん。どうかなぁ』

「何が？」

『ミソラってば頭良いはずなのに、そのゲームだけは本当に弱いんだもん。あたしが練習相手になっても、あたし相手に毎回負けてるし』

「いいや、今回こそは勝つ！　ていうか、それでクラス全員と昼飯一回賭かけてるし」

『……健けん闘とう祈いのってるわね。あとフィアも』

　起きる気配のない天使型バイオテスタを見つめるディーネ。

『編入テスト、明日やってすぐ結果出るんでしょ？』

「その予定になってる。学園研究機関アカデミーも有望な生徒は一人でも多くほしいから、筆記試験を受けさせて得点が高かったらまずは編入させてみる方針なんだってさ。あとは、フィアがバイオテスタってバレないようにだけ気をつけないと」

　手元に広げたカードの束を机において、再び視線をフィアに。

「……むにゃ。あー、ミソラってばダメですよぉ。プリンにケチャップは邪じや道どうですぅ」

「どんな夢見てんだよ」

　小さな笑えみを浮うかべて微睡まどろむ少女。

　その愛らしい寝ね顔がおをぼんやりと眺ながめながら、ミソラは小さく呟つぶやいた。




　　　　２




　次世代新生物『バイオテスタ』。

　その単語がいつ生まれたかは諸説ある。

　既き存そんの遺伝子工学による品種改良種とは一線を画す、まったく新しい生物たち。

　たとえば高度知性やコミュニケーション能力に優すぐれた『水精霊ウンデイーネ』。

　大気中の窒ちつ素そガスを固定する根こん粒りゆう菌きんを宿し、大地に根をはることで地質を改善して荒あれ果はてた土ど壌じようの修復活動が期待される『樹木精ドリアード』など。

　既存の生態系とはまったく異なる生物。それが明確に次バ世イ代オ新テ生ス物タと呼ばれるようになったのは、ミソラの知るかぎりここ三十年ほどのことだ。

　だがこの三十年で、それを支える次世代生物工学は異様なほどの発展を遂とげた。そしてその研究をさらに飛ひ躍やくさせるために大陸政府の採さい択たくをへて設立されたものが──




　次バ世イ代オ新テ生ス物タ統合研究特区。

【the Special Integrative Research Enclosure of Novel-world-life 】

　略りやく称しよう『ＳＩＲＥＮサイレン』。




　広大な研究エリアの中央に位置する全権統とう括かつ機関『中セ央ン統ト合ラ樹ル』。

　それをとりまく四大都市が、第一衛星都市『紅こう楼ろう』、第二衛星都市『蒼そう河が』、第三衛星都市『碧へき陽よう』、第四衛星都市『黄おう蓮れん』。

　これら五エリアの総そう称しようがＳＩＲＥＮサイレンであり、エリア全域は巨きよ大だいな鋼鉄の壁かべで取り囲まれ、大そ陸ととの繫つながりは上空を除けば東西南北に四つの扉とびらしか存在しない。

　これらのうち、ミソラの居住地でもあるのが第三衛星都市『碧陽』。

　そして在ざい籍せきしている学舎が学園研究機関アカデミーだ。

　各都市ごとに規模は異なるが、第三衛星都市の学園研究機関アカデミーは四学年・計二〇〇〇人。

　そこには普ふ通つう科かや進学科はおろか、理系・文系といった区分すら存在しない。

　在籍する学生は、誰だれもが次世代生物工学の修得のため集まった者たちであり、分子生物学、発生学、培ばい養よう学、動物心療法アニマルセラピーにいたるまでバイオテスタ工学に関連する様々な分野を学びながら、教授の指導のもと新たなバイオテスタの開発にとり組んでいる。

　その学園研究機関アカデミー・二年生棟の教室で──

「あ、あの……明日あしたからこの教室で一いつ緒しよに勉強させていただきます。フィアです。ええと、よろしくお願いします」

　教室中の生徒の視線を一いつ斉せいに浴びて、恥はずかしげながらもお辞じ儀ぎするフィア。

　編入試験、合格。

　それをミソラが知ったのはつい昨日の夜のこと。早さつ速そく、今日の放課後を利用して、彼女の転入紹しよう介かいということになったわけだ。

　と──

　そんな挨あい拶さつもほどほどに。

「ミソラ、やりました！　これで一緒に授業受けられるんですね！」

「わっ!?　ちょっとフィア、嬉うれしいのはわかるけど落ちつけ。はしゃぎすぎだって！」

「だってだって、合格ですよ！」

　我が慢まんしきれなかったと言わんばかりの歓かん喜きの表情で。片手に入学用パンフレットを握にぎりしめ、教室の壇だん上じようからフィアが小こ躍おどりで抱だきついてきた。

「……ていうか、昨日の夜あれほど大喜びしてたけど、まだ喜び足りないのか」

「もちろんです！」

　力強くうなずく金髪の少女。

　そんなフィアを抱きとめて、ミソラはゆっくりと教室の床ゆかに降ろしてやった。
















「フィアちゃんよかったね。勉強頑張ってたもんね」

　そんな彼女に、和なごやかな笑顔で声をかけたのは奈な々なだ。

「ありがとうございます！　奈々さんが勉強見てくれて、ここ大事だよって言ってくれた場所、そのまま試験に出たんです！」

「よかった。勉強の甲か斐いあったね」

　三み咲さき奈々。

　ミソラのクラスメイトであり、小こ柄がらな背せ丈たけと愛あい嬌きようのある童顔の少女だ。

　将来の夢はバイオテスタ専門の獣じゆう医い。

　ミソラが初めてフィアと出で逢あった際、疲ひ弊へいしていた彼女を看病してくれたのが奈々で、フィアが天使型バイオテスタであることを知る数少ない者の一人でもある。

「そうだよな、奈々にもだいぶ勉強助けられたもんな。助かったよ」

「ううん。フィアちゃんが頑張ったからだよ」

　あっさりと笑顔で応える奈々。

　とはいえフィアの編入試験の話を聞いてすぐ、勉強用の参考書をわざわざ買いそろえ、さらに自宅で勉強合宿まで開いてくれたのも奈々だった。単純な勉強の教えという以上に、フィアにはそれが心強い精神的支えになったに違ちがいない。

　そしてもう一人──

「あら早かったわね、もう結果出たんだ？」

「そうなんです。合格できました！　これで京きよう花かさんと一いつ緒しよに学食行けます！」

「良かったじゃない。なら明日さっそく一緒に行く？」

　フィアの肩かたを親しげに叩たたく赤毛の少女。

　アリスベル・イア・京花。

　彼女もまた奈々と同じく、ミソラのクラスメイトである二年生だ。

　目鼻立ちの整った顔だちで、モデルもかくやという細身の体型は美しく均整がとれていて、すらりと伸のびた足は抜ばつ群ぐんの脚きやく線せん美びをほこっている。

　だが何よりの特とく徴ちようはといえば、彼女が理装執行者シミユレーターと呼ばれる特とく殊しゆな資格を有している、この一点に尽つきるだろう。

　バイオテスタの暴走を鎮ちん圧あつするための特務戦せん闘とう員。

　暴イ君ド──そう呼ばれたバイオテスタの暴走を止めるためにフィアと共きよう闘とうし、それ以来、フィアとの間に親交が生まれたことはミソラも知っている。

　三咲奈々とアリスベル・イア・京花。

　フィアの正体を知っている生徒は、学園研究機関アカデミー全体でもこの二人だけ。

　……二人は口も固いからフィアのこと秘密にしてくれるはずだけど。

　……でも逆に問題なのは。

「なあミソラ君？　話があるんだけど」

「いまフィアちゃんがいきなりキミに抱きついた気がしたのは、俺たちの目の錯さつ覚かくかな？　そうなのかな？」

　クラスメイトの男子に取り囲まれ、ミソラは重い重い溜ため息いきをついた。

　……ほら、こうなった。

　……昨日から、フィアにあれほど大人しくしとけって言ったのに。

「いや、だから前にも言ったけどフィアは俺の親しん戚せきで……」

「ほう？　じゃあ直接確かめてみるか」

「フィアちゃん、こっちこっち」

　好こう奇き心しん旺おう盛せいな女子たちに囲まれている彼女の名を呼んで、手招きする男子生徒たち。

「はい？　何でしょう？」

「フィアちゃんさ、ミソラとどういう関係？」

「えっ!?」

　ドキッとした面おも持もちで、金きん髪ぱつの少女が一いつ瞬しゆん肩を強こわばらせる。

「ミ、ミソラ……ですか……？」

　真しん剣けんな表情でこちらを見つめるフィア。

　その頰ほおがほのかに赤みを帯びてきて、その鮮あざやかな翡ひ翠すい色の双そう眸ぼうも、なぜか恥じらうように熱っぽく揺ゆらぎはじめて。

「あ、あの……ミソラは……ええと……」

「ミソラは？」

「わたしの……大事なご主人様です」

　その一言に。

　すべての男子生徒による、悲鳴と怒いかりの咆ほう吼こうが教室中にこだました。

「ミソラぁっっっ！」

「有罪！　有罪だこの野や郎ろう！　お前、こんな可愛かわいい子にご主人様なんて言わせて、いつもいったいどんなことをしてるんだ！」

「ち、違う!?　誤解だって。おいフィア!?」

　自分とフィアは遠い親戚繫がりということで話を合わせる。そう念入りに伝えておいたのが昨日の夜のことのはずなのに。

「今朝、ディーネさんが『こう答えるのが一番よ』って……」

「やっぱりディーネかよ!?」

「で、でも間ま違ちがってなさそうですし……」

「そりゃ間違ってはいないかもしれないけど、モノには言い様があるだろ!?」

　管理区分上、ミソラはフィアの管理者にあたる。

　そういう意味では「ご主人様」という表現も間違ってはいない。

　つまりフィアは自分とミソラの関係を正しく述べていて、それを聞いた男子たちが勝手に怪あやしい方向に勘かん違ちがいしただけ。もしもフィアがバイオテスタだと知られた時の、言い逃のがれの余地を作っておくための布石なのだろう。

「……まあいいや。ほら、開かい催さい担当、そんなことよりさっさと大会始めようぜ」

「大会？　ねえミソラ、大会って何ですか？」

　ぽかんと、狐きつねにつままれたような面持ちのフィア。

「クラス全員で月に一回、『ＮＡＷＬナウル』っていうゲームの大会をやりましょうって行事。生物学の補講も兼かねてるんだけど、まあ見てればわかるよ」

　放課後にもかかわらず、テニス部に所属する京花や料理部所属の奈々をはじめ、運動部の男子も一人として部活動に向かおうという気配がない。

　さらに言えばミソラもだ。

　普ふ段だんなら放課後早々に自宅に帰るか、学園研究機関アカデミーから暴走バイオテスタの鎮ちん圧あつ依い頼らいに向かうというのが日課だが、今日だけは違う。

「ちょうどいいや。見てろってフィア、一回戦が俺と奈々の試合だから」

　自分の席に腰こしかけて、フィアをその隣となりの椅い子すに座らせる。

　そして取りだしたのは黒ケースに入った絵え柄がら付きカードの束。つい一昨日おととい、フィアが勉強疲づかれで寝入った後、ミソラが夜を徹てつして構成デツキを組み上げたものだ。

「楽しみだねミソラ、今日はあたしに勝てるかな？」

「なめてもらっちゃ困るぜ奈々。今日こそお前の連勝記録を止めてやるよ」

　机を挟はさんで対面に座る奈々とミソラ。

　奈々は余よ裕ゆうのにこにこ笑え顔がお、そんな彼女にミソラは不敵な笑みで返事した。

「諸君、準備はできたか！」

　教きよう壇だんに立つのは、コードレスマイクを握るクラスの評議委員だ。それに応じるように、教室の生徒五十人から一斉に歓かん声せいがわき上がる。

「いい返事だ。では恒こう例れいの第四回『ＮＡＷＬナウル』大会、第一回戦開始！」

　ふたたび拍はく手しゆと歓声。

　男子も女子も関係なく、誰もが自分の手にトランプに似たカードの束を握りしめ、そして机をゲームの盤ばんがわりにして向かいあう。

「ミソラはいつものカード構成デツキ？」

「まあな。ちなみに奈々は先週と同じやつ？」

「それが実はね、今日は水すい棲せい型バイオテスタで構成デツキ組んでみたの」

　熟練の手さばきでカードをシャッフルする奈々。そんな彼女の後ろには、教室の半数近いクラスメイトが押しかけて見物に回っている。

「奈々が……新構成デツキだと!?」

「ウソでしょ。わたし、てっきり先週と同じ精せい霊れい構成デツキかと思って対たい抗こう策考えてたのに……」

「おいお前ら、学園チャンピオンの新構成デツキだぞ！　絶対見ておけ！」

　Novel-Age-World Life（次世代生物）──愛あい称しよう『ＮＡＷＬナウル』。

　バイオテスタをより身近な存在に。

　もともとはその普ふ及きゆう活動の一いつ環かんで製作されたもので、カード一枚一枚にＳＩＲＥＮサイレンで開発されたバイオテスタの絵柄が載のっている。

「要はさ、ゲームしながらバイオテスタの勉強をしようってわけ。学園研究機関アカデミーでも力を入れてて、このゲームの大会が講義の補講がわりってことで採用しててさ。月に一度、こんな感じでクラス大会を開いてるの」

「へぇ、バイオテスタの絵もすごく綺き麗れいですね」

　ミソラが渡わたしてやったルールブックを興きよう味み津しん々しんに見るフィア。

『ＮＡＷＬナウル』に存在するカードは数百種類。

　そこから六十枚を選びだし、自分だけの構成デツキを組み上げて対戦するのが基本ルールだ。自分だけの構成デツキを作る楽しさと、さらには組み合わせるバイオテスタ同士で生まれる無数の戦略性も相まって、高度な戦術と心理戦が展開できることから人気を博している。

　今ではＳＩＲＥＮサイレン全域で大会が行われるほどの盛せい況きようぶりだ。

　──そしてその天才とも言われるクラス王者。

　昨年の学園統一大会で優勝をおさめた学園覇は者しやが、なんと目の前にいる。

　三咲奈々。

　すでに『ＮＡＷＬナウル』のプロチームからも勧かん誘ゆうされるほどの腕うでを持つ少女である。

　そんな奈々に挑いどむのは──

「またミソラが挑んでるぜ」

「かわいそうに。学園最弱が、今日も学園最強プレイヤーの犠ぎ牲せいになるのね……」

「ああもう、なに言ってんだお前ら！　今日こそ勝つから任せておけって！」

　同情に満ちた周囲の声を一いつ蹴しゆうするミソラ。

「勝負だ奈々、いつもどおり負けた方が昼飯一回！」

「いいよー。お手て柔やわらかにね、ミソラ」

「……っく。あいかわらずの余裕じゃねえか」

　すでに絶対王者の風格である奈々。

　その構成デツキにどれほど恐おそるべき戦術が隠かくされているのか。対戦相手のミソラはもちろん、教室中がその対決に注目するなか。

「楽しそう。ミソラと奈々さんの対決ですね！　えーと……最初のやり方は……」

　ルールブックを真剣な様子で読みこむフィア。

　そんな彼女を見て、ふと奈々が何かを思いついたように席を立った。

「フィアちゃんやってみる？　あたしの構成デツキ貸してあげるよ。ルールも隣であたしが教えてあげるから」

「え、いいんですか!?」

「うん。ほら、まずは六十枚のカードがあるでしょ。バイオテスタの絵が描かいてあるの」

　自分が用意してきたカードの束をそのまま手て渡わたす奈々。

　それを受けとって、フィアが目を輝かがやかせながらミソラの対面に腰かける。

「はい。この『水神リヴアイアサン』っていうカードとかそうですね」

「わっ！　だ、ダメだよフィアちゃん。まだ戦ってないうちからカードの名前教えちゃ、こっちの戦術がバレちゃうから！」

「は、はい！」

「それでね。バイオテスタの絵柄の下段に三つの数字が並んでるでしょ。これがそれぞれ『攻こう撃げき力』、『生命力』、それと『知ち恵え』の数値パラメータなの。……もうバレちゃったから言うけど、水神リヴアイアサンだと『攻』６、『生』７、『知』２っていう感じね」

「ふむふむ、です」

　聴ききいるフィアと、こちらも真剣なまなざしで伝えるフィア。

　ちなみにＮＡＷＬナウルにおけるパラメータは数値上「１（最低）」から「９（最高）」までが割りふられている。現実の水神リヴアイアサンは序列入りであるＡ級バイオテスタゆえ、その数値も忠実に強力というわけだ。

「あとは単純にそれぞれの数値の比べっこで戦うの」

「ねえ奈々さん？　攻撃力と生命力っていうのは何となくわかるんですけど、この知恵っていう数値は何ですか」

「罠カードへの対応度だよ。このゲーム、大きくわけてカードの種類がバイオテスタと罠の二種類があるから。それで上級者になるほど罠の読みあいが重要になってくるわけ」

　奈々にかわって答えたのはミソラだ。

「攻撃力と生命力が強ければ単純に戦せん闘とうで強いけど、相手がそれ専用に罠を仕し掛かけていたら逆に洗脳されたり動けなくなったりするわけ。知恵が高いとそういう罠も回かい避ひしやすい。バイオテスタの種族差が大きいんだけどな」

　最初に渡したルールブックを開き、該がい当とうの見開きページを示してみせる。





獣けもの　種＝攻撃力「高」・生命力「高」・知恵「低」　──特性：個体の能力範はん囲いが広い

水棲種＝攻撃力「中」・生命力「中」・知恵「低」　──特性：水中避ひ難なんで攻撃無効

妖よう精せい種＝攻撃力「低」・生命力「低」・知恵「高」　──特性：味方への支し援えん能力保有

精霊種＝攻撃力「低」・生命力「低」・知恵「高」　──特性：敵への妨ぼう害がい能力保有

幻げん想そう種＝攻撃力「中」・生命力「低」・知恵「中」　──特性：特とく殊しゆ能力保有個体が多い

竜りゆう　種＝攻撃力「極高」・生命力「極高」・知恵「中」──特性：使し役えき条件が困難






　その中で──

「竜……？」

「ああ、それＳＩＲＥＮサイレンでもほとんどいないバイオテスタよ」

　フィアの背後から答える京花。

「強力なバイオテスタって、その開発途と中ちゆうで暴走したら大変でしょ？　ならいっそ、暴走バイオテスタを鎮ちん圧あつするのに特化したバイオテスタを創つくればいいって発想した研究者がいたの。それが竜型バイオテスタ『疾竜ワイバーン』で、ＳＩＲＥＮサイレンで最初にＡ級指定されたわ。有名な話よ」

「へえ、そんなすごいバイオテスタがいるんですね」

　ルールブックで紹しよう介かいされている竜型バイオテスタは、巨きよ大だいな翼つばさを持った疾竜ワイバーンだ。

　ＳＩＲＥＮサイレン史上、最初のＡ級指定（都市全域警けい戒かい級）。

「ただ、それが正解だったかはわからないけどな」

「……え？」

「初めてのＡ級バイオテスタってだけで当時はすごい騒さわがれたんだよ。そしたら他ほかの研究者だって同じこと考えるだろ。もっと強いバイオテスタを創って注目を浴びたいってさ。新型バイオテスタの開発に成功すれば、中セ央ン統ト合ラ樹ルから研究開発費の援えん助じよも受けられる。だから一時期、過か剰じようなくらい『ただ強い』バイオテスタの製造競争が行われた時期があったわけ。今のＡ級バイオテスタも、その時に製造されたのがほとんどらしいし」

　本来の目的は、暴走バイオテスタを止めるための警備用バイオテスタの開発。

　だがその開発競争が苛か烈れつになるにつれて本来の意義が失われ、ただ強いバイオテスタの製造そのものが目的となってしまった時期があった。

　──「最強のバイオテスタ」計画。

　人間の好こう奇き心しんと自己顕けん示じ欲よくが見境なく膨ふくれあがった末路とも言えるだろう。

　現在では中セ央ン統ト合ラ樹ルがバイオテスタ製造条じよう項こうを改正し、そうした「強いだけ」のバイオテスタの製造は禁忌ダブーとされている。

「……って、話がだいぶ脱だつ線せんしたよな」

　机き上じように並べたＮＡＷＬナウルのルールブックをめくる。

　そこに紹介されたカードはバイオテスタでなく、銃じゆうを構えた人間の絵柄だった。

「あれ？　これって人間ですか？」

「そそ。このゲーム、実在の理装執行者シミユレーターもⅡ級以上は実名で登場するからさ。レイレイもそうだし、京花も登録されてたんじゃなかったっけ？」

「もちろん登場済みよ。ていうか私の構成デツキ、ほとんど私とレイ様で組んでるし」

　胸を張って答える理装執行者シミユレーターの少女。

「ちなみに私だと『攻』３・『生』３・『知』６ね。人間種は基き礎そパラメータが低いかわりに知恵が高くて、罠設置の特性もちが多いの」

「勉強になります。ところで、肝かん心じんのミソラはどういう構成デツキなんですか？」

「ミソラデッキ」

「……はい？」

「六十枚ぜんぶ『俺』。ほら、俺もバイオテスタ鎮圧の認証ライセンスもちだし、ちゃんと人間種で登録されてるから。せっかくだし使いたいじゃん」

　思わず聞き返すフィア。その仕草に、ミソラは自分のカードの束をめくって、一番上にあるカードの絵え柄がらを見せてやった。

　──『学生ミソラ　攻２・生２・知５』

「あれ？」

　カードを穴が開くほど見つめていたフィアが、徐じよ々じよに表情を曇くもらせる。

「……なんか、あんまり強そうじゃないです」

「うん。弱いよ」

　真顔でうなずくのは奈々。それに応じるかたちで、教室中のクラスメイトたちが次々と連れん鎖さ的に口を開いて。

「つぅかミソラってば全部『ミソラ』カードでしか構成デツキ組んでないからな。人間種の弱点つくカード一枚いれとけば簡単に倒たおせるし」

「この前は、『氷河期アイスエイジ』の罠カードで全ぜん滅めつしてたわよね」

「つか全滅ならまだ可愛かわいいし。先週なんか、知能が高いことを逆手にとった『高知能洗脳プロパガンダ』の罠カードで五体の『ミソラ』が集団混乱して、一いつ斉せいにプレイヤーミソラ本人を攻撃しだしたのを見た時はもう爆ばく笑しようだったじゃん」

「教室でもミソラデッキは最弱って言われてるのよね」

　口々に同意するクラスメイトたち。それを聞いたフィアが、なんだかものすごく悲しげな瞳ひとみでこちらにふり向いて。

「……ミソラ、ゲームの才能ない人だったんですね」

「そんな同情の目で見るなってば！　まあ待てフィア。確かにこのカード単体だと弱いけど、こいつは条件さえそろえばすげぇカードに進化するんだって。ていうか、そうだ、実際やってみればわかるって。口より実じつ践せんで証明を────」




「ミソラ、いるか」




　教室の扉とびらが勢いよく開かれた。

「ソナ教授？　あれ、珍めずらしい。普ふ段だんなら第二保健室に籠こもってるのに」

「たまには歩かないと身体からだが鈍にぶる。それより呼び出しだ。時間はとらせんから来い」

　通路から手招きする女性教授。

　ソナ教授──ここ学園研究機関アカデミーで培ばい養よう学を担当し、かつ、医師の資格を有する校医としても活かつ躍やくする才女だ。

　ショートに切りそろえた茶ちや髪ぱつに黒の双そう眸ぼう。地味とも言える色味の容姿だが、着き飾かざる服装はロングヒールのブーツにくわえ、薄うすピンクのシャツと膝ひざ上うえまでしかないミニスカート、さらには網あみタイツ。恰かつ好こうだけならばおよそ教授には見えないだろう。

　とはいえそんな本人はもともと小こ柄がらで童顔ゆえ、この服装も生徒に舐なめられないためという彼女なりの苦労の表れらしい。

「今日は学園研究機関アカデミー全体でゲームの大会だからな。保健室から呼んでも、お前がゲーム大会で教室を抜ぬけだせないと思って私の方が来た」

「そっか。でも助かったよ教授。いろいろとフィアのこと面めん倒どう見てもらって」

　人ひと気けのない階段脇わきの通路。

　どの教室も、いまはＮＡＷＬナウルのクラス大会が行われている最中だ。通路を歩く生徒の影かげもほとんどない。それを確かく認にんして──

「でも、よく通ったなって思いました。フィアが人間として学園研究機関アカデミーに転入の手続きができたのも、全部ソナ教授のおかげみたいなもんだし」

「造作ない。単にその部分の書類審しん査さを私が担当しただけだ」

　あっけらかんとした面おも持もちの女性教授。

　制圧機動隊の医い療りよう部隊に所属していた履り歴れきを持つ彼女は、フィアが人間ではなく天使型バイオテスタであること、また『第だい弐にγガンマ種』──正体不明の放ほう浪ろうバイオテスタとして制圧機動隊に追われていたことまでも知っている人物だ。

　奈々、京花、そしてソナ教授。

　フィアの正体を知っているのは、学園研究機関アカデミーではこの三人になる。

「編入試験前にお前に話したとおりだ。フィアというバイオテスタは現状、お前の管理下でＳＩＲＥＮサイレンに登録されている。問題は、それを人間と称しようして編入できるのかということ。……が、あの娘むすめの外見は人間と何ら変わらないからな。学長との面接も無難にこなしていたし、筆記試験も好成績。あとの身元確認はオマケのようなものだ」

「で、そのオマケの部分を教授がうまくしてくれたと？」

「小細工したわけではない。偶然に身辺チェックが漏もれてしまった、それだけの話だ」

　通路の壁かべによりかかりながら。

　やれやれと溜ため息いきめいた息をついて、ソナ教授が腕うで組ぐみしてみせる。

「持ちつ持たれつ。例の暴イ君ドの件を頼たのんだこともあったしな。その節はご苦労だった」

「ああ。でも暴イ君ドの件は京花とフィアがほとんど二人で頑がん張ばって、俺は後から駆かけつけただけだったからさ」

　バイオテスタ『三頭獣キマイラ』。

　通つう称しよう、暴イ君ド。一度はＳＩＲＥＮサイレンの外部である大陸に輸送されたものの、謎なぞの暴走現象をくり返したため、暴走時の鎮圧と原因解明を依い頼らいされた件だ。

　──その正体は、バイオテスタと幻げん獣じゆうの不完全憑依体ハイブリツド。

　ミソラの師アナスタシアが廃はい棄きしたデータを中セ央ン統ト合ラ樹ルが復旧サルベージし、それを再現しようとした研究者が製造してしまった獣だ。最終的には、憑依した幻獣をミソラが解きはなつことで、暴イ君ドの暴走は止まった。

「あれからは暴イ君ドは大人しいって聞いてるけど」

「そうだ。あの件だが、当の京花が珍しく殊しゆ勝しような報告をしてきたぞ。暴イ君ドは鎮圧したが、結局、最後はすべてお前に助けられたと」

「京花が？」

　初耳だ。

　暴イ君ド鎮圧の件は、理装執行者シミユレーターである京花から報告が行われた。それについてミソラが京花から聞かされたのは、「報告は済ませたわ」という簡単な一言だけだったから。

「……素す直なおじゃないな、アイツ」

「あの娘が素直になってもお前が困こん惑わくするだけだろう？」

　楽しげに唇くちびるの端はしをつりあげる女性教授。

「というのは話の余興だ。本題はここから。……まずは明日あしたまでにコレを読んでおけ」

「製造報告書レポート？」

　ソナ教授が最初から手にしていたバイオテスタの製造報告書レポート。それを押しつけるように手て渡わたされた。ざっと百ページ以上。製造報告書レポートにしても異例の記事量だ。

「私が制圧機動隊にいたのはお前も知ってのとおりだ」

「そりゃまあ。暴イ君ドの件もそうだけど、おかげで俺も暴走バイオテスタの鎮圧依頼の話とか、教授から教えてもらってるから」

　暴走バイオテスタ出現の際、それを鎮圧するための公的治安部隊である制圧機動隊。

　その医療部隊に従事した時に構築した情報経路コネクシヨンは今も健在であり、ソナ教授が入手する情報には、第三衛星都市がまだ公おおやけにしていない最新情報も含ふくまれる。

「──現れるかもしれん」

「何がです？」

「ソイツがだ」

　女性教授が指さすのは、ミソラが受けとったばかりの製造報告書レポート。

「つい一昨日おととい。およそ二か月ぶりに、隣となりの第二衛星都市で『赤色標識レツドコード』の出現報告が中セ央ン統ト合ラ樹ルにもたらされた」

「赤色標識レツドコード!?　それってまさかあの放浪バイオテスタ……」

「そう。ＳＩＲＥＮサイレン史上唯ゆい一いつ、『Ωオメガ種』指定を受けた危険極きわまりない怪かい物ぶつだ」

　放浪バイオテスタとは、都市をさまよう管理外バイオテスタだ。

　たとえば研究所を脱だつ走そうした暴走バイオテスタがそのままＳＩＲＥＮサイレンを放浪する場合。

　このタイプはいまだ体内に大量のＯＦＦオフ化合物が蓄ちく積せきしていることから、いつ再び暴走するかわからない。それを捜そう索さくするのが制圧機動隊だ。

　そして、放浪バイオテスタの区分けは原則三つ。

　αアルフア指定種──放浪バイオテスタとして指定されながら、危険性は少ないもの。

　βベータ指定種──暴走時にＢ級（エリア警けい戒かい級）以上の脅きよう威いが明確であるもの。

　γガンマ指定種──タイプ未確認。ＳＩＲＥＮサイレンに正式登録されていない実験途と上じようのバイオテスタが逃とう走そうした場合など、その個体の詳しよう細さい情報が確認できないもの。

　制圧機動隊による追つい跡せき優先順位は、明確に脅威性が確認できているβが最優先。

　続いてγ指定種で、比ひ較かく的てき危険度の少ないα指定種が最後という順だ。

「放浪バイオテスタと言っても、人の目から逃のがれ続けるということは不可能だ。いつかは必ず発見されるし、制圧機動隊が拘こう束そくに成功する。相手がＢ級以上のβ指定種であれば理装執行者シミユレーターに協力を依頼する場合もあるが、私の知るかぎり……二週間だ」

　人差し指と中指。

　その二本を立ててみせるソナ教授。

「どんなに強力で狡こう猾かつなバイオテスタであっても平均で二週間前後、最長でも一か月以内に捕ほ獲かくされる。それが放浪バイオテスタの捕獲にかかる期間」

　だが、そんな実績のなかで実に四年もの期間、ＳＩＲＥＮサイレンの四大衛星都市を我が物顔で徘はい徊かいし続けている個体がいる。

　竜りゆう型バイオテスタ。

　通称『赤色標識レツドコード』。

　制圧機動隊や理装執行者シミユレーターから逃にげ続けたわけでも、隠かくれ続けたわけでもない。その個体がただひたすら、制圧機動隊と理装執行者シミユレーターを返り討うちにしてきたのだ。

　何十人という制圧機動隊と、彼らが有する最さい新しん鋭えいの制圧武器。

　そしてⅠ級理装執行者シミユレーターたちによる連合捕獲チーム。

　さらに各都市が有するＡ級バイオテスタの出動要よう請せいまで行われた。

　だが、そんなＳＩＲＥＮサイレンのあらゆる武力を用いても赤色標識レツドコードを捕獲することはできず、返り討ちに遭あった。その結果として中セ央ン統ト合ラ樹ルが出した結論は。




　Ωオメガ指定種──喫きつ緊きんの危険性が確認できない場合、手を出す義務は一切ない。




「ＳＩＲＥＮ最強のバイオテスタ。非公認ながらも、中セ央ン統ト合ラ樹ルがそう認めたわけだ」

　天てん井じようを見上げ、ぼんやりとした口調で呟つぶやく教授。

　事実上の敗北宣言。

　赤色標識レツドコードを捕とらえる必要はない。

　出現を確認したら速すみやかに隔かく離りシェルターへと避ひ難なんし、赤色標識レツドコードが去っていくのを待つ。もはやアレを止められる者が存在しないという前提での結論だ。

「赤色標識レツドコードか……俺も、名前だけは聞いたことはあったけど」

「都市を徘徊し続けるということは、一いつ箇か所しよに留とどまらないということだ。たとえ目もく撃げき情報があっても、すぐに姿をくらますことも多い。さらに例のΩオメガ種指定だ。お前のような認証ライセンス持ちに対しても、実際に出動命令まで出ることはまずない。よほど赤色標識レツドコードが民家周辺で発見されたような場合でもないかぎりな」

　認証ライセンスは、暴走バイオテスタを鎮圧する資格に相当するものだ。

　実際には認証ライセンス所有者の大半が京花のような理装執行者シミユレーターと呼ばれる特務戦せん闘とう員であり、理装執行者シミユレーターではないミソラは非常に稀まれな部類に入るだろう。

「ソナ教授は、赤色標識レツドコードを見たことは？」

「現物を見たことはない。私は医療部隊だから後方支し援えん部隊だったし、一度は赤色標識レツドコードが現れたものの、中セ央ン統ト合ラ樹ルから待機指示が出ていたからな」

「……そっか。ところで、その待機指示ってのが実は前から不思議でさ」

　手にした製造報告書レポートを握にぎりしめる。

「とにかく強力で手がつけられないくらいの脅威性なんだろ。なのに待機指示？　そんな奴やつが暴走して暴れ回ったら大だい惨さん事じになるんじゃ？」

「その事例がない」

「ていうと？」

「これは憶おく測そくとして聞いてもらいたいが、赤色標識レツドコードには、おそらくＯＦＦオフ化合物は蓄積されていない。この四年間、赤色標識レツドコードが暴走らしき破は壊かい行動を起こしたことが無いからだ。現状の被ひ害がいはすべて、赤色標識レツドコードを捕獲しようとした制圧機動隊や理装執行者シミユレーターが返り討ちにあった場合に限定されている」

「ＯＦＦオフ化合物が蓄積されてない？」

　すべてのバイオテスタは、人間に危害を与あたえぬよう教育が行われる。

　その例外が「ＯＦＦオフ化合物の蓄積」による暴走だ。

　ＯＦＦオフ化合物──新型バイオテスタの製造段階で、その神経系に蓄積されるこの特とく殊しゆな昂こう奮ふん性伝達物質が規定値を超こえることで、バイオテスタは理性を失い暴れだす。

　これは生物学用語『Fight or Flight response（闘とう争そう・逃走反応）』を語源とした特殊生成物であるのだが、この化合物による暴走でもないかぎり、バイオテスタが人間を襲おそうことは通常考えられない。

「じゃあ赤色標識レツドコードってのは、教育ミスによる逃走バイオテスタ？」

「どうかな。おそらく基本的な教育は終わっている。これは私の考えだが、むしろ赤色標識レツドコードは非常に高度な知性を有していると考えられる」

「ていうのは？」

「先にも言ったが、赤色標識レツドコードは人間社会に対して自分からは破壊行動を起こさない。周しゆう到とうに身を隠す術すべを心得ている。それが放浪バイオテスタとして居続けられるもっとも賢けん明めいな手段だと理解している節があるからだ。一番わかりやすい例が、赤色標識レツドコードと制圧機動隊・理装執行者シミユレーターとの戦闘記録だろうな」

「ことごとく返り討ちにあったっていう？」

「そうだ。だが奇き妙みようなことに、幸か不幸か、人間側に重体者こそ頻ひん出しゆつするが一人として死者は出ていない。これを偶ぐう然ぜんと考えるかどうか」

　そう告げるソナ教授の複雑そうな面おも持もち。

　そしてその言葉に含まれた意味をしばし黙もつ考こうし、ミソラは顔を上げた。

「……意図的に手加減された？」

「そうだ。バイオテスタが人間を殺あやめた場合、ＳＩＲＥＮサイレンの生物倫りん理り規定上、その個体はどんな理由があっても処分対象となる。それが赤色標識レツドコードのような強力極まりないバイオテスタならばなおさら、中セ央ン統ト合ラ樹ルとしても放置はできないだろう」

　いったいどれほどの犠ぎ牲せいが出るかわからないが──

　あらゆる制圧機動隊、理装執行者シミユレーター、Ａ級バイオテスタを総動員して。

　まさに血で血を洗う凄せい惨さん極まりない死し闘とうを覚かく悟ごの上で、赤色標識レツドコードの鎮圧計画が展開されていただろう。だが、それは杞き憂ゆうに終わった。

「いわば人間側の倫理の境界線だな。その一線だけは、赤色標識レツドコードは踏ふみこえたことがない。それは四年前に研究所を壊かい滅めつさせて脱走した時からの共通点で、だからこそのΩオメガ種指定だ。人間側に死者が出ていない現状で、赤色標識レツドコード側がソレを明確に理解している可能性が高いからこそ、中セ央ン統ト合ラ樹ルも『見て見ぬフリ』をするのが賢明だと判断した」

　制圧機動隊や理装執行者シミユレーターは、危険を冒おかしてまで赤色標識レツドコードと戦わずに済む。赤色標識レツドコードも、人間側の追跡を気にすることなく悠ゆう々ゆうと都市を徘徊できる。

　両者にとって都合のいい選せん択たく。

　それが中セ央ン統ト合ラ樹ルによるΩオメガ種指定だったわけだ。

「……赤色標識レツドコードは、人間がそうした決断をすることまで計算して？」

「そうとしか考えられない。でなければ、今までの制圧機動隊・理装執行者シミユレーターとの交戦と、その惨ざん敗ぱい具合を見ても、死者が一人として出ていないのは不自然だ」

　逆に言えば、赤色標識レツドコード側からすれば、人間はその程度の脅威でしかないのだろう。

　一方的な手加減で足りる相手だと。

「教授は、なんだか複雑そうな表情だけど？」

「私からすれば、当時の制圧機動隊の仲間で、赤色標識レツドコードに挑いどんだものの惨敗を喫きつしたが、命だけは取り留めた者も少なくないからな」

　赤色標識レツドコードを捕らえるという任務は失敗に終わった。

　が、それでも仲間の命だけは助かった。

　それを結果としてどう解かい釈しやくすべきか、皮肉まじりの問題なのだろう。

「だが人間を生かして返り討ちにするというのは、あくまで赤色標識レツドコードの気まぐれであって手加減に過ぎないはず。それがいつ覆くつがえってもおかしくない」

「なおさら早く摑つかまえないと、って意味で？」

「その逆だ」

　ミソラの持つ製造報告書レポート。

　ソナ教授が、ぶ厚い印刷紙の束を指さしてみせる。

「私がこの話をしたのは、お前が万が一にでも赤色標識レツドコードを発見した時、勢い勇んで挑まないためだ。……お前を過小評価しているからではない。逆に、万に一つでも、あの暴イ君ドを鎮圧したお前なら赤色標識レツドコードにも善戦できるかも。そう思ったからこそだ」

「というと？」

「さっき言ったとおり、赤色標識レツドコードの人間への扱あつかいは手加減に過ぎない。それが、もし手加減できない人間が現れた時、赤色標識レツドコードがどのような行動を取るか想定できないからな」

　人間に対して『手加減』を解除した攻こう撃げきを繰くりだすのか。

　もっとも危き惧ぐすべき点は、戦いの余波が周囲に多大な被害を与える可能性だろう。

　どれだけの数の人間が戦いに巻きこまれるか。いつどこに赤色標識レツドコードが出現するかわからないからこそ、想定のしようがないというわけだ。

「私が言いたいのはそれだけだ。相手はΩオメガ指定種。間ま違ちがっても逆げき鱗りんに触ふれるような真ま似ねは避さけろ。もっとも、そんな危険なバイオテスタだからこそ、捕獲することで名声を得ようという身の程ほど知らずな理装執行者シミユレーターは今も数多いがな」

「……その話、京花には？」

「京花が赤色標識レツドコードに挑むという可能性か？　まあまず無いな。ＳＩＲＥＮサイレンでもっとも危険な放ほう浪ろうバイオテスタを京花が知らぬはずないし、何より中セ央ン統ト合ラ樹ルの警告を無視してΩオメガ指定種に挑んで返り討ちなど、ほら、それこそエリスに向ける顔がない」

「あー、そっか。納なつ得とく」

　エリス・アーセナル・舞まい花か。

　ＳＩＲＥＮサイレンにおける全理装執行者シミユレーターの頂点に立つ五人の無ゼロ級きゆう理装執行者シミユレーターの一人。

　ほかならぬ京花の義姉だが、学園研究機関アカデミーでも知らぬ者がいないほど京花と仲が悪い。出会い頭がしらに口論が始まって、早朝から殴なぐりあいの喧けん嘩かが行われ、それを何十人という生徒が離はなれて観戦するのが日常茶さ飯はん事じなほどだ。

　もちろん結果は決まって京花の惨敗。

　そんな京花からしてみれば、Ωオメガ指定種に手を出すなど、エリスに説教されるネタをわざわざ提供するようなもの。そこまで見み越こした上で、京花が自分から赤色標識レツドコードに挑むことはないというのがソナ教授の予想であり、その点はミソラも異論がない。

「だから俺にだけ忠告と」

「そういうことだ。第二衛星都市でも制圧機動隊と理装執行者シミユレーターが区界の検問所を集中的に封ふう鎖さしているが、果たしてどれほど意味があるやら。最悪、来週か再さ来らい週しゆうか。いつ赤色標識レツドコードが封鎖を突とつ破ぱして第三衛星都市に現れるかわからない。心の準備はしておけ。戦うための準備でなく、戦わないという準備の方でな」

「……とにかく、コレ読んでから考えますんで」

　渡わたされた赤色標識レツドコードの製造報告書レポートを掲かかげてみせる。

　ぶ厚い冊子の前半が製造記録で、後半は赤色標識レツドコードと制圧機動隊、そして理装執行者シミユレーターとの交戦記録という構成になっている。

「話は以上だ」

　白衣をひるがえすソナ教授。

「ミソラ、お前が放浪バイオテスタや捨てバイオテスタを放ほうっておけない性しよう分ぶんだというのは知っているが、赤色標識レツドコードだけは例外だと考えろ。赤色標識レツドコードを本気にさせた場合、いったい周囲にどれだけの被害が出るか見当もつかない」

「……覚えておきます」

　煮にえきらない面持ちで、ミソラは溜ため息いきまじりにそう答えた。

　その女性教授が階段を下りていくのを見送って──

「ミソラ、お話まだ続きそうですか？」

　教室の扉とびらから。

　控ひかえめな様子で顔を出したのは、金きん髪ぱつの天使型バイオテスタだ。

「奈々さんずっと待ってます。一回戦、このままだとミソラの不戦敗だよーって」

「あー。そうだった。いま行くよ。ちょうど話も終わったから」

　ふり返り、こちらを見つめるフィアに頷うなずいてみせる。

　……不戦敗、か。

　……アナスタシア先生からは教わらなかった言葉だな。

　竜りゆう型バイオテスタ、通つう称しよう「赤色標識レツドコード」。

　史上唯ゆい一いつのΩオメガ指定種──明確な人的被害が予想されないかぎり手を出す必要はない。

　手を出さない。戦うという意味だけではなく、それは同時に、永久にそのバイオテスタが放浪し続けるのを黙もく認にんするという意味にほかならない。

　……だけど本当にそれでいいのか？

　……肝かん心じんの赤色標識レツドコードの気持ちは……本当に永遠の放浪を望んでいるのか？

　どんなバイオテスタにも帰るべき憩いこいの場所がある。

　それが無いのであれば用意してやるのが人間だ。それが、そのバイオテスタを創つくりだした人間に課せられた責務のはずなのに。

「ミソラ？」

「……いや、何でもないよ」

　不思議そうに見つめてくる少女に、ミソラは精せい一いつ杯ぱいの作り笑え顔がおでそう応こたえた。







　　　インターミッション１







　そのバイオテスタが生まれた時──

　彼女は誰だれからも祝福を受けることなく、喜びの抱ほう擁ようで迎むかえ入れられることもなかった。




　……誰よりも何よりも、愛情に飢うえていた。




　生まれたての赤子が無意識に母乳を求めるように。

　そのバイオテスタは、自分の製造者おやからの抱擁を求めていた。必死に人間の言葉を覚え、自分の能力を向上させることで、精一杯の親孝行になるとも考えた。

　だが間もなく彼女は理解した。

　自分が、人間の計画に利用されるだけの存在であったこと。

　愛されることを知らず。

　ただ教育され、利用され、それでも……いつか認めてもらえる日が来ると思って生きてきた。自分の生まれてきたことに意味があったことを確かめたくて。

　製造者おやから愛される瞬しゆん間かんが訪おとずれることを信じたくて。

　人間の愛情を求めるのは──

　学習でも教育によるものでもなく、生まれたてのバイオテスタの本能だ。

　自分を生みだした人間たちが、自分を利用対象・研究対象としか見ていないことは知っていて、それでも彼女は縋すがるしかなかった。

　教育を受け続け、課題をこなし続けてきた。

　いつか、利用対象でしかない自分のことも認めてくれる日がくるのだと。

　そう信じて──

　そして、その製造者おやから自分への愛情のかたちこそ妹カルラだと、そう思っていた。

　一人ぼっちの自分に人間が与えてくれた唯一の妹。

　……嬉うれしかった。

　妹カルラがこの世に生を享うけたことに感謝して。

　その妹を与えてくれた人間に感謝して────
















　最後に、竜りゆう人じんキリシェは人間に絶望した。
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　第二衛星都市『蒼そう河が』。

　その名のとおり都市内に網あみ目め状に何本もの川や水路が走っていて、観覧船やゴンドラによる都市観光にも力を入れている都市だ。

　別名、水の都。

　豊富な水資源を利用した水すい棲せいバイオテスタの開発が顕けん著ちよで、観覧船から川を覗のぞきこめば、教育中のバイオテスタが水中を心ここ地ちよさそうに泳ぐ姿をいつでも観察することができる。また隣りん接せつする第三衛星都市『碧へき陽よう』と親交が深く、都市間での学生たちによる交流会、バイオテスタの共同開発も頻ひん繁ぱんに行われている。

　そんな都市の、誰もが寝ね静しずまった夜──

　巨きよ大だいな複合ビル群に挟はさまれた路地裏で。




「無様だな。しょせんは人間か」




　足あし下もとに倒たおれ伏ふす四人の理装執行者シミユレーターたち。
















　その無む惨ざんな光景を冷ややかに見下ろしながら、黒くろ髪かみの少女はただ一言そう告げた。

　背中にまで届く黒髪に、緑玉色エメラルドグリーンの双そう眸ぼう。

　外見から覗うかがえる年ねん齢れいは十七歳か十八歳か。面おも立だちは凜り々りしく美しいとすら言えるが、その氷のように冷たい表情と、そして何より全身に湛たたえる無言の重圧感が、少女を何者も近寄りがたい存在として際きわだたせていた。

「…………」

　一人一人の背中を踏ふみつけ、意識を失っていることを確認する。

　無論、意識があったところで数時間は指一本動かせないことはわかっている。強電流による感電そして随ずい意い筋きんの麻ま痺ひによるものだ。

　そこまでの確認を終えて──

「カルラ」

　黒髪の少女は、自分の背後に位置するビル陰かげへと声をかけた。

「出てきて大だい丈じよう夫ぶだ。もう心配ない」

「……うん」

　建物の陰となった暗がりから現れる、同じく黒髪をした小こ柄がらな幼女。

　こちらはまだ十歳か、それにも満たない年齢だろう。あどけない面立ちながら、今はその表情が不安と怯おびえの色に染まりきっている。

「キリシェお姉ちゃん……へいき？　ケガ、ない……？」

　自分のことではなく。

　カルラと呼ばれた幼女の不安は、たった一人で理装執行者シミユレーター四人を相手にした姉の負傷の有う無むだった。そんな妹の不安げな声に。

「心配するな」

　キリシェ。

　ＳＩＲＥＮサイレンにおいても極きわめて稀まれな竜型バイオテスタであり、史上唯一のΩオメガ指定種である放ほう浪ろうバイオテスタは、淡たん々たんとした口調でもって頷いてみせた。

「私が人間ごときに苦戦するわけないだろう？」

　その言葉を証明するかのごとく。

　キリシェの着る白の女子制服──人間世界に溶とけこむよう用意した衣服は、破れどころか汚よごれ一つ付着していない。

「……とはいえ、ここも嗅かぎつけられたか」

　Ωオメガ指定種、あるいは赤色標識レツドコード。

　自分が人間たちからそう呼ばれ、特別に警けい戒かいされていることはキリシェも理解している。面めん倒どうなのは、そんな自分にあえて挑いどんで来る向こう見ずな理装執行者シミユレーターたちだ。

　足下に転がっている四人もそう。

　わずかに映った街角の監かん視しカメラの映像から、延々と自分たちをつけ回してきた。

　今も、いつ仲間の理装執行者シミユレーターたちの応おう援えんがやってくるかわからない。キリシェにとってそれを返り討うちにすることは造作ないが、唯ゆい一いつの不安はこの妹だ。

「カルラ、歩けるか？」

「……うん」

　弱々しく頷うなずく妹。

　竜人カルラ──キリシェにとっての妹にあたる存在であり、自分の製造方法を真ま似ねながらも、結果として「失敗作」に終わったバイオテスタだ。

　キリシェの発電能力も、そして知られざる「真の能力」も有しない失敗作。

「行こう」

　そんな妹の手をとって、キリシェは夜の第二衛星都市を歩きだした。

　ゆっくりと、妹の歩調に合わせながら。

　黄色のレインコートを羽織った妹。虚きよ弱じやくな身体からだを風雨から防ぐためという意味もあるが、よく観察すれば、そのレインコートの背中部分が小さく盛りあがり、裾すその先にも褐かつ色しよくの何かが小さく動いているのが見てとれるだろう。

　一対ついの翼つばさと尾お。

　──竜りゆう型バイオテスタである証あかし。

　──だが妹は、自分と違ちがってそれを収縮させて隠かくす機能すら持ち合わせていない。

　ゆえに四年前。

　自分たちを製造した研究所は、妹カルラを「破は棄き」しようとした。

　ただ「研究に使えない」という身勝手な判断のみで。

　……わたしを裏切り続けた人間たち。

　……わたしへの愛情はおろか、わたしに唯一残された希望カルラまでも奪うばおうとした。

　それに激げつ昂こうしたキリシェが、研究所を灰かい燼じんに帰きして自分たちの一いつ切さいのデータを抹まつ消しようし、カルラを救出して放浪バイオテスタとなったのがすべての始まりだ。

「あっ……」

　ぽちゃん、と額に付着した雫しずくを見上げるカルラ。

　雨。

　見上げた夜空は、いつしかぶ厚い雨雲に覆おおわれて、そこから一いつ滴てき、二滴と冷たい雫が降り始めていた。

　指先が凍いてつくほど冷たい雨。レインコートを着せているとはいえ──

「カルラ、摑つかまっていろ」

「……お姉ちゃん？」

　有無を言わさず、キリシェは妹を自分の背におぶってやった。

「雨の中を歩くのは体力を消しよう耗もうする。じっとしていろ」

「……でも、キリシェお姉ちゃんは」

「私は問題ない。強いからな」

　理装執行者シミユレーター四人との戦せん闘とう。

　そして妹を背負いながら、凍いてつく雨の中を休む間もなく歩き続けること。その体力の消耗を気に掛かけたカルラの言葉に、キリシェは前を見すえたままそう答えた。

「お姉ちゃん」

「なんだ？」

「次は……カルラたち、どこへ行くの？」

　第一衛星都市ではＡ級バイオテスタ率いた制圧機動隊に囲まれて。

　第四衛星都市、そしてこの第二衛星都市ではⅠ級理装執行者シミユレーターたちに追つい跡せきされた。

　そのすべてを返り討ちにしてきたキリシェだが、それはわずか数か月前のこと。まだ警戒態勢が続いていることだろう。残るは──

　……ＳＩＲＥＮサイレンを出て外の大陸を目指すことも、そろそろ真しん剣けんに考える時期か。

　……いや。どちらであれ追われ続ける身分は変わらない。

　陸の孤こ島とう。

　ＳＩＲＥＮサイレンの研究エリアは高さ何十メートルという鋼鉄の壁かべで覆われている。

　もちろんその壁がどれほどの高さだろうと、大ゲ審ー門トに何十人の警備員が待ちかまえていようとキリシェには何の障害にもならない。

　だがバイオテスタが大ゲ審ー門トを突とつ破ぱしたとなれば、大陸政府からも危険視されるだろうし、ＳＩＲＥＮサイレンからも追っ手が派は遣けんされるのは目に見えている。問題なのは、その「追跡されている」という脅きよう迫はく観かん念ねんと重圧にカルラが耐たえきれるかどうか。

　であるならば、カルラにこれ以上の精神的負担を負わせるよりは、何年も放浪を続けているＳＩＲＥＮサイレン内に留とどまった方がいい。

　それがキリシェが最終的にいたった結論だった。

「第三衛星都市が候補だな。一晩歩けば、朝方には検問所を通過できる」

「……見つからない？」

「人間次し第だいだな。おそらく人間側も、私たちがここまで早く他ほかの都市に移動するということは考えていないだろうが、検問所の警備が面倒なことに変わりはない」

　翼と尾を隠したキリシェの容姿は、人間の少女そのものだ。

　だがＳＩＲＥＮサイレンの制圧機動隊と理装執行者シミユレーターたちは、自分の顔を知っている。それにカルラの翼と尾もそうだ。レインコートで隠してもさすがに目立つ。

　いかに人間を装よそおうとも、検問所で気づかれれば戦闘は免まぬかれまい。

　──もっとも。それはただ単に、人間側に負傷者が出るだけの話だが。

　勢いを増す雨。

　骨の髄ずいまで凍こおりつくような寒さの中、キリシェはたった一人の妹を背負って。




　……バイオテスタわたしたちは人間に製つ造くられた。

　……であるというのに、なぜバイオテスタわたしたちは人間から迫はく害がいされねばならない。




「……お姉ちゃん？」

「心配しなくていい。これからも、カルラにはずっと私がついている」

　穏おだやかな声でそう告げて。

　ＳＩＲＥＮサイレン最強のバイオテスタは、夜の都市を歩き続けた。
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　早朝の陽ひが差しこむ学園研究機関アカデミー。

　朝八時──ミソラがフィアを連れて教室に着いた時には、もうクラスメイトの半分以上が自分たちの席についていた。かたや朝から恋れん愛あい話で盛りあがる女子に、宿題の答え合わせをする男子。飛びかう話題は教室の中でも様々だ。

「ミソラ、フィアちゃんおはよー。……あれ、ミソラってば目に隈くまできてない？」

「よお奈な々な」

　元気に手を上げる奈々に、ミソラは眠ねむ気けの残るまぶたをこすりながら応こたえた。

「昨日の宿題で徹てつ夜やでもしたの？」

「あー……まあそれもあるな。フィアに宿題教えてたし」

「はい。ミソラのおかげで今日の宿題は完かん璧ぺきです！」

　真新しいノートを嬉うれしそうに掲かかげるフィア。

　講義ごとに教授から課される宿題だが、なにしろ天使型バイオテスタであるフィアは、そもそも「宿題」というものが未体験。それを説明するところから始めたから時間がかかってしまった。だが本当の徹夜はその後──

　宿題を終えて安心しきったフィアが、そのまま熟じゆく睡すいに入った後だ。

「あ……でもミソラは、わたしが寝ねた後も少し起きてませんでした？」

「ちょっとだよ。俺も少し読み物してただけだから」

　本当は一晩中。

　読み物というのも教本ではなく、あるバイオテスタの製造報告書レポートなのだが。

「ふーん？」

　対し、こちらを見上げる童顔の少女は不ふ審しんそうなまなざしで。

「なんだよ奈々、そんな意味深な顔して」

「だってミソラがそういう曖あい昧まいな答え方する時って、たいてい何か考え事してたり、悩なやんでたりする時なんだもん。何か心配事でもあるの？」

「……いや、まだそこまでの段階じゃないから大だい丈じよう夫ぶだって」

　じっと見つめてくる奈々。

　そんなクラスメイトにやや焦あせりながらも手を振ふって、ミソラは自分の机に鞄かばんを降ろした。ちなみにフィアの席も自分のすぐ横だ。

「それより奈々、今日の一時限目だけどフィアのこと任せていいかな」

「あ、そだね。大丈夫だよ、更こう衣い室まで案内すればいいんでしょ」

「……一時限目ですか？」

　ぽかんとした表情で首をかしげる金きん髪ぱつの少女。

　そんなフィアの手を取って、奈々が教室の外を指さした。

「一時限目の講義って体育でしょ？　男子と女子で内容が違うの。今日は男子が校庭に集合で、女子がテニスコートに集合だよ」
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　学園研究機関アカデミー・二年生用女子更衣室にて──

「テニス。なんて難しい競技スポーツなんですか……」

　滴したたる汗あせをタオルでぬぐい、フィアは真剣極きわまりない口調でそう呟つぶやいた。

　一時限目の体育は何とか終しゆう了りよう。

　バイオテスタである自分にとって、生物学や化学の講義は知識として馴な染じみがあるからまだ何とかなる。しかし人間の競技スポーツは未体験の連続だ。

　本来、バイオテスタの基き礎そ筋力は人間を上回る。単純な徒競走や水泳なら運動部の女子にも劣おとらない自信はあるものの、テニスのように小さなボールとラケットを扱あつかい、複雑な制約ルールの中で運動するのは生まれて初めての経験になる。

「これは……練習が必要かもです……」

「だいじょうぶだよ。あたしだって下手だもん。ていうか難しいよね。あんな小さなボール、ラケット振ふり回したって当たるわけないし」

　うんうんと首しゆ肯こうする奈々。確かにそのとおりで、更衣室にいる周りの女子たちもフィアと同じく、振り回したラケットがボールに擦かすりもしないことが大半だった。

「でも京きよう花かさんだけ、上う手まさの次元が違いすぎた気が……」

「そりゃ女子テニス部だもん。毎日やってれば上手くなるわよ」

　鮮あざやかな赤毛をなびかせてふり返る京花。

　今日の体育の時間、誰だれよりもテニスコートを縦じゆう横おう無む尽じんに駆かけ続けていながら、汗一つかくどころか息も切らせていない。

「しかも全然疲つかれてなさそうです？」

「そりゃあね。理装執行者シミユレーターの端はしくれだもん。重反応加速アクセルもそうだけど、日ひ頃ごろから走ったり跳とんだりするのが仕事みたいなもんだし」

　照てれ隠かくしの微び苦く笑しようで応える京花。

「でも奈々は、もうちょっと普ふ段だんから運動した方がいいんじゃない？　最初の五分くらいでヘロヘロになってたでしょ」

「……だよねぇ。あたしもそう思う。運動不足かも」

　汗を吸って重たくなった体操着に手をかける奈々。

「あうぅ……もう夏だよ。あと一ひと月つきくらいでプールの時期だし、いよいよ本格的に運動してダイエットしないとダメかも」

「だね。私もさすがにダイエットしとこっかな。……焼きカレーパンは食べ続けるけど」

「京花は最初から細いじゃん。ずるいなぁ」

　頰ほおをふくらませて京花を見つめる奈々。対する京花はといえば、すでに体操着を脱ぬいで、その引きしまった上半身を惜おしげもなく晒さらしている恰かつ好こうだ。

　理装執行者シミユレーターとしての訓練で引きしめられた肢し体たいは、女子としての美しさと柔やわらかなイメージを損そこなうことなく、それでいて逞たくましさをも備えている。

「でも奈々も、お腹なかがプヨプヨってわけじゃないでしょ？」

「そうだけど、あたしは……むしろもっと欲ほしい部分があるんだもん」

　体操着を脱いだ姿で、自分の胸むな元もとを押さえて奈々が溜ため息いき。

　小こ柄がらな体型と愛らしげな童顔も相まって十代前半にも見える容姿。下着をつけた胸元も、まだまだ成長途と上じようというのが本人の悩みの種でもある。

「京花はモデル体型で羨うらやましいなぁ」

「そんなことないよ。私だってさ、あんの脳筋バカ義あ姉ねが『胸が大きいのも困りものです。動きづらいだけですし』とか言ってくるの。嫌いやみにしか聞こえないってのに」

「エリス先せん輩ぱいのこと？　あー、大きいよね。前に体操服着てた時にそんな気がしたもん」

「でしょ？」

　そんな二人の会話を何となく聞きながら。

　フィアも体操着を脱いで、ロッカーから自分の服を取りだした。

　学園研究機関アカデミーの制服はミソラがもう注文してくれていて、それが届くのが来週らしい。それまでは普段どおりの白のワンピースでの学園生活だ。

　そんななか──

「待ちなさい」

「フィアちゃん、待った」

「え？」

　ワンピースを握にぎったその手を、奈々と京花の二人が左右からぎゅっと摑つかんできた。

「な、なんですか奈々さん？　京花さんまで？」

　じっとこちらを見つめる二人。

　フィアが気になるのは、彼女たちの視線が見つめる先だ。自分の顔ではなく、もっと下、鎖さ骨こつから下のあたりを二人して瞬まばたきもせずに凝ぎよう視ししてくる。

「フィアちゃん、胸、結構あるよね」

「サイズいくつ？」

「………………はい？」

　真しん剣けん極まりない表情で尋たずねてくる二人に、思わず聞き返してしまった。

「サ、サイズって？」

「胸のに決まってるでしょ。下着のサイズいくつなの？」

「…………」

　言われるまま、フィアは自分の胸元に添そえられた下着を見下ろした。

　滑なめらかな手て触ざわりが心ここ地ちよい白の下着。

　とはいえこれも自分で用意したものではなく、母であるアナスタシアが用意してくれた当時のものだ。今ではフィアも当たり前のように着用しているが、慣れない頃ころは、人間はなぜこんなに窮きゆう屈くつなものをつけるのかと不思議に感じた記き憶おくがある。

「あの、実はわたし……サイズっていうのがよくわからなくて。この下着も、お母さんからもらったものだから」

「あっ！　そうか、フィアちゃんバイオテ────っ」

　危あやういところまで言いかけた奈々の口元を、間かん一いつ髪ぱつで京花が押さえた。

「……ありがと京花」

「どういたしまして。でも、そっか。私たちは当たり前でも、フィアにとっては当たり前じゃないことってあるのよね。私もうっかりしてたわ」

　納なつ得とくした面おも持もちで京花が腕うで組ぐみ。

「とはいえ、気になるわね」

「ね。しかもフィアちゃんの下着、結構前のでしょ？　サイズも合ってなさそうだもん。あたし、だいぶ成長してると思うんだよね。見た感じ明らかに」

「……え？　あ、あの？」

　京花に後ろから羽は交がい締じめにされ、動けない状態に。

　一方で目の前からは、メジャーを握った奈々が怪あやしげな笑えみを浮うかべて近づいてくる。

「さ、計測しよっか？」

「人間社会に慣れるために必要な儀ぎ式しきよ。さあ観念しなさい」

「えっ!?　ちょ、ちょっと京花さん？　それに奈々さ……あ、はは、く、くすぐったいです？　た、助けて!?　くすぐった────い、いやぁぁぁぁぁぁぁっっっ!?」

　女子更衣室にて。

　クラスの女子一同が見つめるなか、天使型バイオテスタの悲鳴がこだました。
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「……なんだか、皆みんなの見ている前ですごく恥はずかしいことをされた気がします」

「ん？　何かあったのか？」

　顔を赤らめながら溜息をつくフィア。

　彼女と隣となり合わせに座りながら、ミソラはそっとその横顔をのぞき見た。

　……珍めずらしいな。

　……フィアが何かを恥ずかしがるなんて、滅めつ多たにないと思ってたけど。

　思えば、出で逢あった当初に特に顕けん著ちよだった部分だ。

　自分はバイオテスタであるという認にん識しきから、周りの人間に何を見られても「恥ずかしい」と考える感性に乏とぼしかった。

「悩みがあるなら──」

「ミソラには関係ないことだから問題ないわ。ね、奈々」

「ね、京花。フィアちゃんも本当のサイズがわかってよかったね。今度一いつ緒しよに買い物付きあってあげるから」

　口々にそう言ったのは、四人用のテーブル席の向かいに座る京花と奈々。

　今は午前の講義が終わっての昼休み。

　ミソラがフィアを連れて訪おとずれたのは、多目的棟とうにある学生食堂だった。

「サイズ？　買い物？　服でも買いにいくのか？」

「まあそんな感じかしら」

　好物のパスタを手元のフォークでくるくると巻きながら、京花が妙みように曖あい昧まいな返事。

「でも実際、予想以上で驚おどろいたわよね奈々」

「うんうん。いいなあフィアちゃん、二年間であんなに育つもんなんだ。思わず二回も計測し直しちゃったもん。いったい何を食べればあんな大きく──」

「だ、ダメダメダメ！　奈々さん、ミソラの前ではダメですってば！」

　パフェを口に運ぶ手を止め、大あわてで立ち上がるフィア。対する奈々は、その様子を楽しげな笑顔で見つめていて。

「なんだよ。俺だけ仲間外れっぽくないか？　計測って言われても、何が大きく──」

「何でもありませんっ！」

「……は、はい」

　顔を真っ赤にしたフィアに真顔で迫せまられて、ミソラは反射的に頷うなずいた。

　そんなやりとりを見ていた奈々が。

「それよりミソラ、ずいぶん小食だね」

「俺？」

「うん。普段なら学食ランチの大盛り頼たのむのに、今日はそんなサラダの小皿一つなんて」

　奈々の指さしたサラダの小皿も、まだ半分以上残っている。

「ああ……ちょっと食事したいって気分じゃなくてさ」

　──たった一つの懸け念ねん。

　原因は昨夜。ソナ教授から預かった「ある放ほう浪ろうバイオテスタ」の製造報告書レポートと、そのバイオテスタと理装執行者シミユレーターたちの交戦記録を読みふけった時からだ。

「ねえミソラ」

　テーブルに両りよう肘ひじをついた京花が、先と一変した真剣な口調で。

「ん？」

「もしかして、赤色標識レツドコードのことで頭のなか一いつ杯ぱいだったりしない？」

「京花!?」

　喉のどから漏もれた声が裏返った。

　思考を読まれたからではない。問題なのは何百人という生徒が集まる食堂で、その名を出すことがどれだけ周囲に動どう揺ようを与あたえることか。

　理装執行者シミユレーターである京花がそれを知らぬはずがないのに。

「……赤色標識レツドコード？」

「ちょ、ちょっと京花!?　その名前ってまさか、あの放浪バイオテスタじゃ……」

　言葉の意味を理解できず、同じ言葉をくり返すだけのフィア。対照的に、真向かいに座る奈々はその単語だけでコクンと息を飲みこんでいた。

「京花、お前それはまだ──」

「いいじゃない。ソナ教授から昨日呼びだされたのだって、どうせその件でしょ」

　あっけらかんとした口調で答える京花。

　だが、そんな赤毛の少女の瞳ひとみに冗じよう談だんめいた感情は一いつ切さいない。

「この情報は義姉エリスからだけど、赤色標識レツドコードの噂うわさ、もう第三衛星都市ここでも広がり始めてるわ。情報統制したって無む駄だよ。暴イ君ドの時とは違ちがうもん。相手はＳＩＲＥＮサイレンで一番有名で、そしてもっとも危険とされる放浪バイオテスタなんだから」

　情報はいくらでも流出し、そして流入する。

　第二衛星都市に住む親しん戚せきや友人から連れん絡らくを受けた者。制圧機動隊に所属の家族を持つ者。

　たとえ中セ央ン統ト合ラ樹ルが都市での混乱を抑おさえようと情報統制しようが、それらすべてを逐ちく一いち制せい御ぎよするのは不可能だろう。

「え!?　ね、ねえどういうこと京花？」

　ぎりぎりまで抑えた声ながら、奈々のその声が震ふるえている。

　ＳＩＲＥＮサイレンに住む者ならば知らぬ者はいないだろう。あらゆる放浪バイオテスタの中で唯ゆい一いつ、中セ央ン統ト合ラ樹ルが捕ほ獲かくを断念した個体だ。

「まさかアレが第三衛星都市ここに来るってこと……？」

「まだ未確定よ」

　震える声で呟つぶやく奈々に、こちらも小声で応じる京花。

「相手は放浪バイオテスタだもん。発見された場所が第三衛生都市の近くだからって、それが素す直なおにやってくるとは限らないわ。その場所にあえて留とどまって身を潜ひそめるか、あるいは迂う回かいして進路を変えるか。でしょミソラ？」

「……まあ、な」

　テーブルに両肘をのせた姿勢で、ミソラは小さく呟いた。

　京花の論理は間ま違ちがってない。

　ミソラの経験則と照らしあわせても、人間に警けい戒かい心しんを抱いだく放浪バイオテスタが人間に発見された場合、その多くは近きん隣りんの閉へい鎖さ空間に隠かくれ潜むか、逃とう走そうする経路を変えるかの二択たく。時間をかけて逃にげまわり、制圧機動隊の目を欺あざむこうとする。

　……ソナ教授も似たこと言っていたもんな。

　……赤色標識レツドコードが第三衛星都市に現れるとしても早くて翌週以降だって。

　ただ一つ気がかりな点を挙げるとすれば──

「ミソラ？」

「どうしたのよ、そんな黙だまりこくっちゃって」

　不安げにこちらの顔を覗のぞきこむフィアと、怪け訝げんそうなまなざしの京花。

「……いや、ここまで来るともう心理戦なんだろうな」

　苦く笑しようする気も起きず、ミソラは深々と息を吐はきだした。

「人間側は赤色標識レツドコードの出現記録と逃走経路のデータを蓄ちく積せきして、分ぶん析せきしてる。その意味で京花の言った話は間違いない。俺がソナ教授から聞いたのも同じ内容だったから」

「でしょ？　じゃあ何が不安なのよ」

「俺たちがそう分析してることを、赤色標識はとっくに知ってるんじゃないか？」




〝これは私の考えだが、むしろ赤色標識レツドコードは非常に高度な知性を有している〟




　ソナ教授の言葉が脳のう裏りにこびりついて離はなれない。

　四年もの間、制圧機動隊や理装執行者シミユレーターたちの追つい跡せきを振ふりきってきた放浪バイオテスタ。それが「ただ強い」だけでできる芸当とは思えない。

　人間社会から身を隠すのでなく、あえて溶とけこみ、制圧機動隊たちを全ぜん滅めつさせて資金を奪うばい、人間をよそおって食料品売り場で食料を購こう入にゆうする姿すら目もく撃げきされている。そのあまりに大だい胆たんな振る舞まいは、後に監かん視しカメラを確認した制圧機動隊を愕がく然ぜんとさせたという。

　人の思考の裏をかくだけの知能を赤色標識レツドコードは有している。

「俺たちは、制圧機動隊に発見された赤色標識レツドコードが行方ゆくえをくらますと考えてる。だけどもし、奴やつにそれを読まれていた場合が気になってる」

「……どうなるっていいたいわけ？」

「それは──」

　言いかけた、まさにその矢先。

　嘆なげきの声にも似た、もの悲しさを湛たたえた緊サ急イ警レ報ンが学園研究機関アカデミーに響ひびきわたった。




『警報。特定放浪バイオテスタの発見が確かく認にんされました。

　第三衛星都市の区界検問所にて、制圧機動隊・理装執行者シミユレーターによる連合部隊が交戦中』




　緊サ急イ警レ報ン。

　本来なら、予期せぬ暴走バイオテスタの発生時にしか鳴ることのない警笛だ。放浪バイオテスタの発見時点で鳴ること自体が異例だろう。

　──制圧機動隊も、理装執行者シミユレーターの連合部隊でも抑えきれない。

　──突とつ破ぱされるのは時間の問題。

　それほどのバイオテスタといえば、思いあたるのは一体のみ。

「え!?　え？……あ、あれ？　これって……」

「落ちつきなさいってば」

　口が開きっぱなしの奈々の肩かたを叩たたき、苦々しい表情で京花が立ち上がる。

「ミソラの勘かん、当たるじゃない」

「こればっかりは俺も嬉うれしくないけどな。正直、こんなに早いとは思わなかった……」

　ざわめきだつ食堂をミソラは見わたした。

　第二衛星都市で発見されたのが昨日で、その翌日には第三衛星都市に侵しん入にゆう。

　あまりに早すぎる展開だ。




『第三衛星都市議会より、緊急発令。

　Ωオメガ指定種・赤色標識レツドコードの出現が正式報告されました。

　学園研究機関アカデミーに在ざい籍せきする全職員・全生徒はただちに自宅避ひ難なんしてください』




「自宅待機って……学校、お休みですか？」

「ああ。フィアは俺と一いつ緒しよに行動な。たぶん、すぐに俺や京花の認証ライセンス宛あてに都市からの指令が来る。動くのはそっからだ」

　フィアに目配せ。

　次に、正面に座ったままこちらを見上げる奈々に。

「大だい丈じよう夫ぶだって。奈々の家まで俺が送ってやるから」

「う、うん……ありがと。でもあたしも家にブルちゃんがいるから平気だよ。連絡すればすぐ学園研究機関アカデミーまで迎むかえに来てくれるから」

「いや、あの駄だ犬けんは……ちょっと赤色標識レツドコードからの護衛にはキツいぞ？」

　正式バイオテスタ区分『小こ型がた獣じゆう種09：拒魔犬シエパード』。

　古くから寺院の入口や本ほん殿でんの両りよう脇わきに奉まつられている守り神である拒こ魔ま犬いぬ──「狛こま犬いぬ」の語源にもなった空想生物を原存在モチーフとしたバイオテスタだ。しかし見た目はただの小型犬ブルドツグで、現代ではむしろ愛あい玩がん用バイオテスタに区分されている。奈々にとっては家族同然のバイオテスタだろうが、用心棒として頼たよれるかというと疑問が残る。

「だいじょうぶだよ。ブルちゃんの唸うなり声ごえってとっても迫はく力りよくあるんだから」

「……やめとけって。赤色標識レツドコードを刺し激げきするだけだから」

　と。

　ミソラの制服の内側で、カード型の認証ライセンスが震えだしたのはその時だった。

　都市からの通信ではなく、その相手先は──

『俺だ』

「レイレイ？　まだ昼なのにずいぶん早起きじゃんか」

『緊急指令に起こされた。……俺の方は、この明け方に仕事が終わったばかりだったが』

　レイベルト・レイ・ラクシズ。

　膝ひざ下したまでの黒のロングコートが特とく徴ちようのⅠ級理装執行者シミユレーターだ。

　バイオテスタ鎮ちん圧あつ用の二に挺ちよう拳けん銃じゆうを愛用し、その実力は理装執行者シミユレーターの中でも際きわだっている。普ふ段だんは寡か黙もくで近寄りがたい印象だが、内面では彼なりの確固たる信念があり、意外なほどに面めん倒どう見みもいい。理装執行者シミユレーターの中でミソラが信しん頼らいを置く数少ない人物でもある。

　フィアが天使型バイオテスタであることのみならず、その精神世界に『真天使フイオラミリス』を宿していることを知っているのも彼だけだ。

『とり急ぎブラックの缶かんコーヒーを要求する。カフェインが足りない』

「……自分で買えよ」

『買いだめした分が切れた。さておき、時間が限られているため話は簡潔に行う』

　淡たん々たんとした声で続けるⅠ級理装執行者シミユレーター。

『正式な連絡もじき来るだろうが、つい一昨日おととい、赤色標識レツドコードが実に四か月ぶりに姿を現した。第二衛星都市でだ』

「そこまでは俺も知ってる。で、それが第三衛星都市のすぐ近くまで来てるんだろ。さっきの緊サ急イ警レ報ンじゃ、もう区界の検問所で交戦中だって」

『なるほど。ならば話は早い』

　一いつ拍ぱくの間。

　冷静沈ちん着ちやくを常とする彼には珍めずらしく、濁にごした口ぶりで。

『たった今、その検問所から交信が途と絶だえた』

「そんなっ!?」

『全滅だろうな。制圧機動隊三小隊と理装執行者シミユレーター五名による連合部隊。誰だれ一人ひとりとして通信に応答しない。よって俺を含ふくむ三名の理装執行者シミユレーターに応おう援えん要よう請せいが来た』

「待ったレイレイ！　たった三人で!?　レイレイの強さは知ってるけど、相手はあの赤色標識レツドコードだろ！　そんな急ごしらえの準備で──」

『交戦はない』

　理装執行者シミユレーターからの返答は一いつ瞬しゆんだった。

『今から駆かけつけたところで赤色標識レツドコードが場に留まっている理由がない。検問所はもぬけの殻からだろうな。俺の任務は現地状じよう況きようの確認、それと負傷者の救出だ』

「……なるほどね」

『むしろ危険だとすれば、俺が向かう検問所でなく第三衛星都市の都市内部そのものだ。既すでに赤色標識レツドコードは都市に侵入している。ゆえに俺からの伝言は一つだけ。手を出すな。現在知られているかぎり、赤色標識レツドコードの攻こう撃げき範はん囲いは最大半径三百メートル以上におよぶ。場所を選ばない戦せん闘とうは確実に一いつ般ぱん人を巻きこむぞ』

「三百メートル!?　そんな……俺が読んだ製造報告書レポートだと」

『お前が読んだのは研究所跡あと地ちから発掘サルベージされたデータの断だん片ぺんだ。完全な製造記録は存在しない。赤色標識レツドコードが研究所を脱だつ出しゆつした際に、研究所ごと自分のデータを抹まつ消しようしたからな。さらに言えば、それも製造直後のデータだ。それから四年が経過した今は──』

「……どう成長したかもわからないってってことか」

　奥歯を嚙かみしめ、ミソラは小さく溜ため息いきをついた。

　完かん璧ぺきな製造記録は存在せず、その竜りゆう型バイオテスタの真の名前を誰だれも知らない。それゆえ赤色標識レツドコードという通つう称しようで呼ばれているのだろう。

「レイレイ、あと一つだけ」

『何だ』

「その赤色標識レツドコードが、暴イ君ドや、例の機関のアレと同じってことは……ないよな」

『幻げん獣じゆうの線は考えにくい。俺の知るかぎり赤色標識レツドコードが幻獣そのものか、そうでなくても暴イ君ドのように幻獣の力を得た何かであるという情報はない』

　福音機関によって並行世界から召しよう喚かんされた真獣。

　あるいは暴イ君ドのように、バイオテスタに幻獣が憑ひよう依いしたタイプ。いずれも通常のバイオテスタをはるかに上回る能力を有していることは、ミソラ自身が経験している。

　……だけど赤色標識レツドコードは違ちがう？

　……本当に、純じゆん粋すいなバイオテスタってことなのか。

　ソナ教授が制圧機動隊を引退してなお情報経路コネクシヨンを有しているように、理装執行者シミユレーターも独自の情じよう報ほう網もうを構築していることが多い。それはレイベルトも同様だ。この男が断言するということは、赤色標識レツドコードが純粋なバイオテスタであることについて疑いようはない。

「わかった。ありがと」

『警けい戒かいを怠おこたるな。相手は、あの中セ央ン統ト合ラ樹ルが捕ほ獲かくを断念した怪かい物ぶつだ』

　切れる通話。手にした認証ライセンスを握にぎりしめながら、ミソラは自分を見つめる三人の少女──フィア、京花、そして奈々に向けて肩をすくめてみせた。

「っていうわけだけど、聞こえた？」

「全然聞こえなかったわよ。ただでさえ緊サ急イ警レ報ンがうるさいくらい鳴りひびいてるのに、ミソラってば小声でボソボソとしか喋しやべらないんだもん」

　片手を腰こしにあてて呆あきれ顔がおの京花。

　が、そんな仕草もほどほどに、彼女もまた自分の認証ライセンスをじっと見下ろして。

「どうした？」

「……一番来てほしくないのから連れん絡らく来たわ」

　頭を抱かかえて顔をしかめる京花。

「義姉エリスからよ。ミソラ、あんたも一緒に四年生棟とうの最上階に来なさいって。認証ライセンス持ち全員、そこに集合ってことみたい」

「ああ、ていうことはエリス先せん輩ぱいがエリアの総指揮か」

　ＳＩＲＥＮサイレンにおける五人の無ゼロ級きゆう理装執行者シミユレーター。

　赤色標識レツドコード──最強のバイオテスタと目される相手の出現に対し、その一人であるエリスが指揮を執とるというのは当然の流れだろう。

「おおかた第三衛星都市からエリス先輩に指令が行ったんだろうな。そうしたらフィア、ここで奈々と待っててくれ。俺と京花も話を聞いたらすぐ戻もどってくる」

「はいです。奈々さんと一緒ですね！」

　密着するように奈々に身を寄せる天使型バイオテスタ。

「んじゃ行くか。ほら京花、そんな拗すねた顔するなって」

「……拗ねてないわよ。あーあ、またエリスの命令聞かなくちゃいけないなんて」

「それを拗ねてるって言うんだよ」

　口を尖とがらせながら応こたえるⅡ級理装執行者シミユレーター。

　そんな赤毛の少女を引きつれて、ミソラは食堂を後にした。
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　四年生棟──

　学園研究機関アカデミーにおける最上級生のための、学生棟とうだ。

　それぞれ希望分野ごとに教授の下もとで専門の講義を受けながら、一年という年月をかけて課題論文を完成させる。論文が審しん査さを通れば卒業。その中で、ごく一部の生徒のみが中セ央ン統ト合ラ樹ルの総合研究職へと進む道が与あたえられる。

　生徒間の過か酷こくな競争が日々行われる場所。

　それがここ四年生棟であり、その最上階のフロアに設置された特別室が──

「ようお二人さん、ようやく来たか」

　評議会──学園研究機関アカデミーの年間行事・部活動予算・風紀維い持じ・さらに校則における提案権までも有する、生徒側の最高諮し問もん会議だ。

　その特別室の手前、壁かべ際ぎわに背を預けていた男子生徒がゆっくりと身を起こす。

「副会長が待ちわびてるぜ。お前らが最後だとよ」

　黒くろ髪かみを短く切りそろえた大おお柄がらな男子生徒だ。

　制服の上からでも目立つ肩かた幅はばと、鍛きたえぬかれた体たい軀く。
















　激しいスポーツによって絞しぼり上げられた学生の体型とは違う。全身を覆おおう発達したその筋肉群は、長き過酷な修練によって完成された武道の達人を彷ほう彿ふつとさせる。

「あれ久く遠どう先輩ってば久しぶり。もう退院したんだ？」

「あったり前よ。つぅか、たかだか全身複雑骨折くらいで何か月も入院してられるかってんだ。こんなの気合いで十分だっての！」

「……いや、さすがに全身複雑骨折は気合いじゃ無理かと」

「そうか？　俺、三週間で完治したぜ？」

　ごくごく当然とばかりの口調で答える偉い丈じよう夫ふ。

　久遠真しん一いち郎ろう。

　ミソラたちの一つ上にあたる三年生であり、評議会の書記を務める生徒だ。

　そして学園研究機関アカデミーがほこる八名の理装執行者シミユレーターの一人。無ゼロ級きゆうのエリスに次ぐⅠ級で、エリスや京花同様、『第二世代型』と呼ばれる固有能力の所持者でもある。

「京花も元気そうじゃん。暴イ君ドだっけ？　やたら強つえぇ暴走バイオテスタ相手に臨界突破試薬ブーストまで使ったって聞いたぜ。後こう遺い症しようは？」

「おかげさまで。ていうか私より久遠先輩でしょ。意識不明の重体で病院運ばれたあげく、集中治ち療りよう室のなかで三日三晩過ごしたって聞いた時はどうなることかって」

「ああ、あれなー。いやぁ今度ばかりはヤバかった。副会長がいなかったら本気で危なかったかもなぁ。ま、別にいいんじゃね？　こんな傷くらい安いもんだっての」

　制服の下に今も包帯を覗のぞかせる三年生男子。

　痛々しい様子だが、本人はむしろ「名めい誉よの負傷だ」と言わんばかりの能天気な笑え顔がおだ。理装執行者シミユレーターは体内の生化学反応を可逆生成パラダイムによって自在に支配、加速できる。つまり傷の修復も早く、痛覚を遮しや断だんすることで痛みを和やわらげることもできる。

　とはいえ久遠真一郎のこの気き丈じような性格は、そうした理装執行者シミユレーターの能力による恩おん恵けいとは関係ない生来のものなのだろう。

「な、ミソラ？　お前もよくケガだらけになってるし。俺らケガ仲間だもんな」

「いや、その同類ってのはあんまり恰かつ好こよくないというか……」

　学園研究機関アカデミーでもっとも生傷の絶えない生徒は誰か。それを二年生に聞けばミソラの名が真っ先に挙がり、三年生に聞けば久遠真一郎の名が挙がるだろう。

　……一言で言えば仲間思いの熱血漢、なんだろうな。

　……そのせいでケガばっかりしてる先輩だし。

　つい三週間前もそう。時期的にはミソラと京花が暴イ君ドを鎮ちん圧あつした頃だ。

　バイオテスタ暴走実験が予定され、そこにⅠ級理装執行者シミユレーターである久遠真一郎を指揮官として、学園研究機関アカデミーの学生であるⅢ級理装執行者シミユレーター二名が応おう援えんに派は遣けんされた。

　しかし経験の浅い理装執行者シミユレーター二人が、暴走バイオテスタの鎮圧に失敗。大事故に繫つながりかねないところを久遠が身を挺ていして二人を庇かばったのだ。

　二人は無事。

　暴走バイオテスタそのものは、監かん視し役だったエリスがあっさりと鎮圧して事なきを得たが、久遠真一郎本人は全身を激しく強打して重体に陥おちいってしまった。

「まあでも、俺は先輩のそういうところ純粋に凄すごいなって思いますけど」

「ん？」

「仲間思いっていうか、後こう輩はい思いのところ」

　自分の身を顧かえりみず理装執行者シミユレーターである仲間を庇う。

　ミソラの場合、レイベルトと組むことが大半だ。超ちよう一いち流りゆうの理装執行者シミユレーターであるレイベルトが確実に暴走バイオテスタを鎮圧し、ミソラはその支し援えんに徹てつするだけで十分すぎる。

　それゆえに、久遠のような「仲間が窮きゆう地ちに陥る」経験がほとんどない。

　それは多くの理装執行者シミユレーターも同じこと。

　いざ似た場面に出くわした時、久遠のように咄とつ嗟さに仲間を庇えるのは才能や努力以上に、本人の生まれ持った気質によるところが大きいのだろう。

「ただ、あんま入院しすぎると出席日数足りなくて留年になるんじゃ……」

「それだよそれ！　いやぁ俺も教授からそれを脅おどさ──」




「久遠。妾わたしはあと何分、あなたの与よ太た話ばなしを聞き続ければいいのですか？」




　ピタリと、言いかけた三年生男子の全身が凍こおりついたように硬こう直ちよくした。

　特別室の扉とびらごしに、寒気すら感じさせる少女の冷たい声こわ音ね。

「……あー。いや、その、何ていうか。ちょっと久々の挨あい拶さつというか」

　苦笑混じりに、自分と京花に向かって久遠が肩かたをすくめる。

「てわけで、お二人さん入った入った」

　横開きに開いていく扉。その先には、会議用に並べられた長なが机づくえと、そこに座って無言でこちらを見つめる生徒たち六名の姿があった。彼ら六名に、この久遠真一郎と京花を含ふくめた八名が、学園研究機関アカデミーに在ざい籍せきする学生理装執行者シミユレーター。

　理装執行者シミユレーターでなく認証ライセンスを保有するミソラは、この場ではある種の例外的な存在だ。

「揃そろいましたね」

　部屋の最さい奥おうに腰かける、青みがかった銀ぎん髪ぱつが印象的な長身の少女。

　エリス・アーセナル・舞まい花か。

　目鼻立ちのくっきりした大人びた面おも立だちと、それに似合う長身。さらには身体からだにぴたりとそった制服がグラマラスな体型を際だたせている。

　しかしその怜れい悧りなまなざしは、他人が声をかけるのも憚はばかられるほど鋭するどく刃やいばのごとき眼光を放っている。集つどった生徒たちも理装執行者シミユレーターの資格を有しているのだが、ミソラから見ても、彼女だけはその纏まとう雰ふん囲い気きが明らかに別次元。

「誰だれかさんの与太話のせいで会議が三分三十秒ほど遅おくれてしまいましたが──」

「いや、だから副会長ってば」

「座りなさい」

「……あい」

　渋しぶ々しぶとエリスの隣となりに腰かける久遠真一郎。

　それを待って、エリスが落ちついた様子で周囲を見わたす。

「さて一年生には初めての緊きん急きゆう参集になりますが、内容は、中セ央ン統ト合ラ樹ルから配られた特務マニュアルに記き載さいの通りです」

　都市全域警けい戒かい級の脅きよう威いが想定される場合。

　たとえばＡ級「序列入り」バイオテスタの暴走時においては、その都市の認証ライセンス保有者に一いつ斉せい指令が下り、各区域ごとに巡じゆん回かい警備のための拠きよ点てんを設定する。

　このエリアではここ学園研究機関アカデミーが拠点となっている。

　理由は単純。

　無ゼロ級きゆう理装執行者シミユレーターのエリスが、ほかならぬ学園研究機関アカデミーの生徒だからだ。

「一いつ般ぱん人つまりは評議会の会長やその他の書記、それに生徒や教授などには自宅への退たい避ひ命令が出されています。私たちの任務は、彼らが自宅に着くまでの帰宅路の確保。いわば自宅までの見送りです。──久遠」

「あいよ。これ配ればいいんだろ？」

　エリスの一言で再び立ち上がった久遠真一郎が、自分や京花、残りの生徒たちに一枚ずつ印刷用紙を配っていく。

　二人一組となる組ペアのリスト。裏面には、それぞれが担当する区域が印刷されている。

「なんだ。誰かと思ったら私の組ペアってミソラじゃない」

「まあ普ふ通つうっていうか、妥だ当とうな組み合わせだよな」

　隣に座る京花と顔を見合わせて、ミソラは小さくうなずいた。

　……一年生の理装執行者シミユレーターは一年生同士で。

　……それで、二年の俺の相方がクラスメイトの京花ってことか。

　たとえば同じ三年生にしても、Ⅱ級とⅢ級とで組み合っているメンバーもいる。おそらくは顔なじみの者同士を組ペアにしているのだろう。目的はバイオテスタとの交戦ではなく、あくまで生徒の避ひ難なんを誘ゆう導どうすること。赤色標識レツドコードを発見したとしても、こちらから戦せん闘とうをしかける義務はない。ならば戦力の均等化より、見知った仲で組んだ方が巡回は円えん滑かつ。

　そう意図しての構成だろう。

「ここにいる九名。理装執行者シミユレーターが八名と……あと一人、そうでない者もいますが」

　エリスの視線がこちらに向けられる。

「二名一組なので合計四組。残る私は学園研究機関アカデミーの正門で待機しています。あなた方の役目は指定区域を巡回し、一時間ごとに私に連れん絡らくを入れること。質問は？」

　エリスを除く八名、その誰からも手は挙がらない。

「質問がないのであれば、さっそく──」

「エリス先せん輩ぱい、念のために一つだけ聞いておきたいんだけど」

　静せい寂じやくの会議室で。

　言いかけたエリスの目をじっと見返して、ミソラは言葉の先を続けた。

「俺たちの役目は生徒の避ひ難なん誘ゆう導どう。それはわかるけど、ただ、赤色標識レツドコードを発見した場合のことは想定しておかなくちゃいけないんじゃないかなって」

「あなたらしい質問ですね」

　無機質な声音で答える無ゼロ級きゆう理装執行者シミユレーター。

「結論から言って、まず見つからないというのが私の見解です。過去に赤色標識レツドコードを発見した理装執行者シミユレーター……いずれも返り討うちに遭あっていますが、これは街の監視カメラに一いつ瞬しゆんだけ映った赤色標識レツドコードの姿を見つけ、それを追つい跡せきした場合がほとんどです。さらに、赤色標識レツドコードが動くのは夜間のみということも調べがついています」

　昼間は身を隠かくして人目に触ふれない。

　これは自分たちにとっても好都合だ。現時点で下された使命は一般人の避難誘導のみ。赤色標識レツドコードが身を隠している昼間のうちに生徒を退避させることができる。

「じゃあさ、それでも万が一、隠れてるのを見つけた時は？」

「その時は──」

「言うまでもない！　どこまでも追跡して隠れ家を特定。しかるのち、総がかりで赤色標識レツドコードを鎮圧して捕ほ捉そく、その曲がった性しよう根ねをたたき直して更こう正せいさせる！」

　握にぎり拳こぶしと熱い口調をふりかざし、椅い子すから立ち上がったのは久遠真一郎だ。自分がエリスの言葉をさえぎったことにも気づかずに。

「あの、久遠……？　まだ妾わたしが喋しやべってる途と中ちゆうですが……」

「皆みなも承知のとおり、俺たちの学園研究機関アカデミーは二〇〇〇人もの生徒が在籍している。クラスメイト、後輩諸君、先輩諸しよ兄けい、その安全と平和を守るのが俺たちの究極目的！」

「久遠真一郎──」

「ならば相手がΩオメガ指定種であろうと、それが学園研究機関アカデミーの安全を脅おびやかす相手ならば徹てつ底てい抗こう戦せん。人間、気合いと根性があればどんな強敵にも──」

「少し黙だまりなさい」

　みしっ、と音を立てて久遠の脇わき腹ばらにエリスの肘ひじがめりこんだ。

「ぬぁっ!?　副会長……そ、そこの肋ろつ骨こつ……つい三週間前に複雑骨折したばかりで……」

「いま久遠が言ったのが、一番やってはいけない典型例です」

　脇腹を抱かかえてうずくまる男子生徒。

　その隣に座りながら、銀髪の副会長はそんな様子に見向きもせずに。

「発見しても捕ほ獲かくはおろか、尾び行こうする必要もありません。私に連絡を入れるだけで結構。そこから先の判断は、発見場所と時刻を考こう慮りよした上で、エリア指揮官の私と制圧機動隊の本部とで結論を出します。もっとも、現時点で交戦は考えていませんが」

「だ、だが副会長？　もし赤色標識レツドコードを野放しにしてれば、いつウチの生徒に被ひ害がいがおよぶかわからないんじゃ……」

　まだ脇腹を抱えながらも、煮にえきらぬ表情で久遠が呟つぶやく。

「そうならないための案が『何もしないこと』です。久遠、あなたも含めて」

「……副会長」

「そして九十九パーセントあり得ませんが、万が一にでも都市から捕獲命令が出た際には私一人が出向きます。それが一番、可能性が高い。応援がいても邪じや魔まなだけですから」

「…………」

　エリスの隣の席で、じっと堪こらえるように押し黙るⅠ級理装執行者シミユレーター。

「他ほかに質問は？　無いようでしたら、さっそく各組ペア、担当エリアへと向かってください。くり返しますが、定時報告を怠おこたらぬように」




　　　　３




　第三衛星都市・第10区画。

　学園研究機関アカデミーからの居住区への帰宅路で──

「竜りゆう型バイオテスタが、もう四年間も放ほう浪ろうバイオテスタになってて、それで第三衛星都市のどこかにいるんですね」

「たぶんな。場合によっちゃ、またすぐ別の都市に逃にげてる可能性もあるし」

「…………」

「どうしたフィア？」

「あの、なんだかそのバイオテスタ、すごく可哀かわい想そうだなって思っちゃって」

　避難のため帰宅をいそぐ生徒や会社員でごった返す通学路。

　その道の端はしをゆっくり歩きながら、金きん髪ぱつの天使型バイオテスタの瞳ひとみは、どこか悲しげな感情を映しだしていた。

「わたしもＳＩＲＥＮサイレンに来てすぐに放浪バイオテスタだって疑われて、それで制圧機動隊に追われて必死に逃げたけど……本当に毎日怖こわかったの覚えてます。ふり向いたすぐ後ろに誰かいるんじゃないかって、不安で夜も眠ねむれなかったですから」

「それが四年間ならなおさら？」

「……はい。ＯＦＦオフ化合物のせいで暴走してるわけじゃないんですよね？　そういうところもわたしと似てる気がするから。なおさら放浪バイオテスタで居続ける理由がわたしには理解できなくて。わたしのお母さんやミソラ……人間は、こんなにも優やさしいのに」

　白雲のうかぶ天上を見上げるフィア。

　そんな彼女が、ふと思いついたように後ろを歩く茶ちや髪ぱつの少女に抱だきついた。

「もちろん、奈々さんもですよ」
















「ひゃっ!?　ちょ、ちょっとフィアちゃんてば？」

　抱きつかれた方の奈々は、公衆の面前とあってか恥はずかしそうに顔を赤らめて。

「あ、あたしは普通だってば！　捨てバイオテスタを家で何体も面めん倒どう見てるミソラの方が、あたしなんかより何十倍も偉えらいし……」

「そんなことないです。奈々さんは、バイオテスタにすごく優しくしてくれる人です」

　ふるふると首を横にふるフィア。

「あたしが最初にミソラに拾ってもらった時もそうですし、ケガした時も看病してくれて、それに学園研究機関アカデミーの編入試験の時も一いつ緒しよに勉強教えてくれて」

「んと？　それくらい普通じゃない？」

「それを当たりまえに普通って言えるから、大したもんだよな」

　真顔で「普通」と答えてしまう奈々に、思わずミソラは苦く笑しようで返した。




〝バイオテスタだからこそ人間がしっかり面倒見なくちゃいけないの〟

〝フィアちゃんの管理者おかあさん探し、あたしも協力してあげる〟




　初めてフィアと出会った時の奈々の言葉は、決して誇こ張ちようでも欺ぎ瞞まんでもない。

　バイオテスタを見捨てておけない。

　……俺がそうなるキッカケは先生との約束だったけど。

　……奈々はきっと違ちがう理由なんだろうな。

　ミソラの場合は、恩師から学んだことを実じつ践せんするという約束と使命から。

　けれど奈々は違う。彼女のそれはきっと、彼女が今まで生きてきた中で培つちかってきた優しさゆえなのだろう。

「良かったな駄だ犬けん。立派な主人がお前の管理人で」

『……ふん。原人めが、ようやくご主人の偉い大だいさを理解したようだな』

　奈々の足あし下もとによりそう小型犬──に似た獣けもの型バイオテスタがこちらにふり返る。

　正式区分『小こ型がた獣じゆう種09：拒魔犬シエパード』。ブルドックに似ていることから奈々に「ブルちゃん」の愛あい称しようで呼ばれているバイオテスタだが、主人である奈々に心酔するがゆえに、奈々以外には滅めつ多たに懐なつかないというのが難点でもある。

『そしてご安心くだされご主人。赤色標識レツドコードだか何だか知りませぬが、そんな不届きな輩やから、ご主人に危害を加えようものなら必ずや吾わが輩はいが追いはらってみせますぞ！』

「……いや、さすがにΩオメガ指定種なめてるでしょ」

　間かん髪はつ入れず答えたのは京花だ。

　ミソラと共に第10区画周辺の巡じゆん回かいを担当する相方だが、自分たち認証ライセンス所有者の本分は、あくまで有事の際のバイオテスタ鎮ちん圧あつ。大人数の避難誘導となれば、むしろ公的治安維い持じ部隊である制圧機動隊の得意分野になる。そこで生徒たちの避難は制圧機動隊と協力しつつ、ミソラと京花の主任務はエリスへの定時報告だ。

　──現状「異常なし」の報告のみ。

　しかし義あ姉ねへそう伝える京花の表情は、いまも隠しきれない緊きん張ちように満ちている。

　理装執行者シミユレーターであるがゆえに、今まで自分の同どう僚りようが幾いく度どとなく赤色標識レツドコードに惨ざん敗ぱいを喫きつしていることを誰だれよりも知っているからだろう。

「ねえ京花？　緊サ急イ警レ報ンが解除されるまでは家から出ちゃだめなんだよね？」

　足下の拒魔犬シエパードを見下ろしながらの奈々。

「普ふ段だんも暴走バイオテスタが出た時には避ひ難なんするけど、その時は長くても数時間でしょ。それが今回は、いつ自宅退たい避ひが解除されるかも未定だって言うし」

「仕方ないのよ。相手はＳＩＲＥＮサイレンで最強最悪の放浪バイオテスタだもん」

　右手に愛用の武器である投ダ擲ー矢ツを握りしめる京花。

「暴走バイオテスタの時の避難は、それを理わ装た執し行た者ちが鎮圧し次し第だい、緊サ急イ警レ報ンも避難警告も解除されるでしょ？　だから数時間ですむわけ」

「今回のは違うの？」

「赤色標識レツドコードは放浪バイオテスタってところが違うの。さっきレイ様から報告があったんだけど、第三衛星都市の検問所はやっぱり壊かい滅めつ。監かん視しカメラまで破は壊かいされてたみたい。応おう援えん部隊が現地に到とう着ちやくした時には、赤色標識レツドコードはとっくに移動した後だって」

　つまり、すでに第三衛星都市へと侵しん入にゆうして身を潜ひそめている可能性が高い。

「とにかく外に出ちゃダメ。特に真夜中ね。奈々だって、深夜一人で外を歩いてる時に、怪あやしい男につきまとわれるの想像してみなさいよ。その一億倍は危険なんだから」

「……そ、そう言われると確かに怖いかも」

　露ろ骨こつに顔をしかめる奈々。

「ねえミソラ、あたしはその赤色標識レツドコードっていうのまだあんまりよくわかってないんだけど、もともとは研究所を脱だつ走そうした竜型バイオテスタで、能力は発電なんでしょ？」

「って話だな。製造報告書レポートにもそこまでしか書かれてなかった。あと、監視カメラとかの映像に残ってるのだと、見た目は人間そっくりみたいだな」

　そこまで答えて、ミソラがちらりと横目を向けたのは隣となりを歩くフィアだ。

　──人間の少女そっくりの外見。

　──そしてＳＩＲＥＮサイレンを放浪するバイオテスタ。

　天使型と竜型という種の違いはあれど、フィアが赤色標識レツドコードを気にかける理由は、自分の境きよう遇ぐうに近いものを感じずにはいられないからなのだろう。

「でも実は、私もそこがいまいち理解できないのよね」

　隣を歩く京花が、横からこちらの顔をのぞきこんでくる。

「ミソラはどう思う？」

「何が？」

「その赤色標識レツドコードが何でΩオメガ種指定なんて特とく別べつ扱あつかいされて、しかも四年間、理装執行者シミユレーターにも制圧機動隊にも捕つかまらずに放浪し続けられるのかって理由よ。外見は、監視カメラの映像から黒くろ髪かみの少女風って判明してるわ。それに今までの理装執行者シミユレーターとの交戦履り歴れきから、赤色標識レツドコードの能力が電気を操あやつるものだっていうのも確実。こう言うと不ふ謹きん慎しんかもしれないけど、対策なんていくらでも立てられそうなのに」

「たとえば？」

「耐電服を着ていくとか、電磁シールドみたいな遮しや蔽へい機器とか。もちろんそういう対策をしても皆みんなが返り討うちに遭あったっていうのは知ってるわよ？　だけどいまいちイメージが摑つかめないのよね。それこそ暴イ君ドみたいに製造報告書レポートに載のってない炎ほのお吐はいたり、一酸化炭素の合成能力があったっていう報告もないんだから」

　怪け訝げんそうなまなざしで京花が天を仰あおぐ。

　──外見も能力も知りつくされたバイオテスタ。

　だが、それでもＳＩＲＥＮサイレンにおいて何者も捕とらえることができずΩオメガ指定を受けている。その事実は知っていても、頭の中では想像がつきにくいのだろう。

「そうだな。じゃあ京花に俺から一つ問題。もしも昆虫が人間サイズになったら一番危険な昆虫は何だと思う？」

　昆虫──その数は百万種をこえて、全動物中の七十パーセント弱を占しめる。多様な進化という意味では紛まごうことなき全生物の覇は者しや。それが昆虫だ。

「本とかテレビでも取り上げられてるだろ。昆虫の能力の凄すごさみたいなネタ集。力持ちの代表としてカブトムシだったり蟻ありが紹しよう介かいされたり、バッタや蚤のみのジャンプがすごかったり、雀すずめ蜂ばちの毒の強さ。これを人間サイズにするとどれだけ凄いのかみたいな特集」

「……そりゃ知ってるわよ。映画とか小説でもネタにされるじゃない」

「だろ。で、さっきの質問の答えは？」

「え？　ちょ、ちょっと考えさせてってば！」

　ミソラの問いに、京花が隣にいた奈々と顔を見合わせる。

　二人でしばらく黙もつ考こうした後に。

「カマキリ。完全な肉食だし、力も強いだろうし。大きくなったらヤバそうじゃない？」

「外れ」

「んと……じゃあカブトムシ？　力強いから？」

「それも外れ」

「え？　なによ!?　じゃあ毒のある雀蜂ってわけ!?」

「全部外れ」

「ちょっとミソラ！　じゃあ何よ。何が正解ってわけ！」

「だから言ってるだろ。全部外れだって。この問題に答えなんかないんだよ」

　頭に疑ぎ問もん符ふをうかべる京花と奈々。

　一方で。

「じゃあフィアは？」

「は、はい！　あの……わたし、ミソラの言いたいことわかったかもです」

　何かを思いついたように声を上げるフィア。

　自分ミソラの師であるアナスタシアによって創つくられ、そして育てられた天使型バイオテスタ。そんな彼女もまた、自分ミソラ同様に生物学については相当の教育を受けている。

「京花も奈々も、赤色標識レツドコードと関係する話だから聞いてくれ。京花の言った三種類の昆虫。そいつらが人間サイズになって襲おそってきた時、フィアならどうする？　逃にげるか？」

「何も……しないと思います」

　金きん髪ぱつの少女は、控ひかえめな口調でそう答えた。

「わたしが何もしなくても昆虫がそんな大きさになったら窒息しちゃうかそうでなくても自分の重さで動けないかのどちらかですから」

「正解。だからさっきの答えは『全部不正解』なんだよ。京花の言った三種類、こいつらが人間サイズになったところで何一つ怖くないからな」

「うん？」

「どういうことよ」

　目を丸くする奈々と京花。

　その二人に向けてミソラは、自らの足下を指さしてみせた。

「よく話の題ネ材タにされる『もしも昆虫の運動能力を人間サイズにしたら～』っていうやつ。たとえば人間サイズのバッタは高さ百メートルのビルを飛び越こせる、みたいな話あるだろ。アレ、実はまったく仮定として意味がない。なぜなら昆虫の能力の大半は、身体が小さいことを制約にしたことで手に入れた進化の結果だから」

「……あっ！」

　ミソラの意図に気づいたのか、京花が反射的に声を上げた。

「そっか！　外骨格と開放血管系のせいでしょ！」

「そう。カブトムシとか蟻とか、昆虫の身体の表面は皮ひ膚ふのかわりに外骨格で出来てる。人間みたいに骨が身体の中心にあって全身を支えてるんじゃなくて、全身が鎧よろいみたいに硬かたい骨で覆おおわれてるってわけ。で、実はこれがものすごく重たいんだよ。海にクジラっていう巨きよ大だい生物がいるけど、コイツが地上に上がったら自重で動けなくなるだろ？　昆虫が人間の大きさになったとしたら、それと同じ現象が起きる」

　外骨格とは、まさに人間が鎧を着た状態だ。

　仮にバッタが人間サイズになった場合、バッタの身体を支えるだけ外骨格はぶ厚くなる必要があり、跳ちよう躍やくや飛行はおろか歩行すらできないほどの体重になってしまう。

　バッタの筋力で運動可能な重量を、その外骨格という鎧の重さが上回ってしまうのだ。

　これは、ほぼすべての昆虫に課せられた成長制約だ。

「それでミソラ？　昆虫が人間サイズになったら動けなくなるっていうのはわかったけど、フィアちゃんの言った窒息しちゃうっていうのは？」

　ふむふむと相づちを打ちつつ、奈々が腕うで組ぐみ。

「そっちも京花の言った開放血管系のせいだよ。開放って言葉はついてるけど、昆虫っていうのは人間の血管に当たるものがそもそもない。気管系って言うんだけど、酸素を直接取りいれて、ウチワで風を送るみたいに酸素を全身に届けてる。でも人間は違ちがうだろ？　全身を血管が巡めぐってて、その血管のなかで酸ヘ素モ運グ搬ロ物ビ質ンが酸素を全身に送り届けてる。ここで重要になるのが、そのどちらが酸素運搬効率で勝まさってるかってこと」

「……どっち？」

「これは『大きさによって違う』っていうのが正解」

　開放血管系の中でも気管呼吸と呼ばれる昆虫の酸素運搬は、昆虫のような小さな体格に限定した場合のみ、人間のような血管系の酸素運搬効率を上回る。

「たとえば羽虫が高速で空中を飛べたり、蟻が力持ちだって話があるけど、ソレは昆虫あいつらが気管呼吸で、『あの小さい体格の場合限定』で酸素運搬効率が高いからできる芸当なんだ。もし昆虫が人間サイズになったら、その気管呼吸が逆に非効率になる。なぜかっていうと、人間の大きさだと酸素を直接送り届けなくちゃいけない距きよ離りが長すぎる。とてもじゃないけど気管呼吸じゃ全身に酸素が行きわたらない」

　凄すさまじい力を誇ほこるカブトムシも、気管呼吸による酸素運搬の恩おん恵けいがあってのことだ。

　カブトムシが人間サイズになった場合、気管呼吸では酸素の拡散に必要な距離が膨ぼう大だいになってしまうことから、その酸素運搬効率は著いちじるしく低下する。

「だからフィアの答えが正解ってわけ。昆虫が人間サイズになっても怖こわくない。たとえば奈々が、奈々と同じ大きさのカブトムシと喧けん嘩かした場合。奈々がその場に立ってるだけでカブトムシが一方的に動けないまま窒息する。これは相手がクワガタだろうと蜂はちだろうとカマキリだろうと同じ結果になる」

　ただし、これはあくまで昆虫側が人間サイズになった場合の話だ。

　逆に人間側が昆虫サイズになった場合、気管呼吸方式の圧あつ倒とう的てきな酸素運搬能力と外骨格という強みを持つ昆虫が人間に圧勝するだろう。

「そこまではわかったわ。でも赤色標識レツドコードと関係あるっていうのは？」

　今ひとつ釈しやく然ぜんとしない面おも持もちの京花。

「赤色標識レツドコードは昆虫じゃないし、見た目も人間と同じって報告を受けてるのはミソラも知ってるでしょ。中セ央ン統ト合ラ樹ルからの製造報告書レポートも読んだけど、赤色標識レツドコードが外骨格や気管呼吸だなんて情報はなかったはずよ」

「今の話は、じゃあ最強の生物は何だって議論の前置きな」

「ていうと？」

「さっきの昆虫の例で俺が言いたかったのは、生物の強さを比べる時は、どのサイズを基準にするかで一番強い生物っていう正解が変わるってこと」

　仮に全生物を昆虫の大きさに統一して競きそった場合、昆虫が上位を独どく占せんする。

　しかしサイズを人間に合わせた場合、昆虫はまったく脅きよう威いにならない。ほ乳類、は虫類が上位を独占することになるだろう。

「だけど仮にだぞ。もしも『すべての生物が、平等の大きさで、かつ自分の力を最大限発揮できる環かん境きよう』が存在した場合、その頂点に立つ生物ってのは何だと思う？　もちろんそんな環境は存在しないから完全な解答ってのはないけど」

「……それが赤色標識レツドコードって言いたいわけ？」

「バイオテスタは除く。そのうえで生物学的な認にん識しきに立って考えて、俺なりに出した結論は昆虫でも人間でもない。さらに言えば、ほ乳類でもは虫類でもない」

「じゃあ何よ？　まさか恐きよう竜りゆうとか言わないでしょうね？」




「電気ウナギ、だよ」




　学名『Electrophorus electricus』──電気ウナギ。

　世界中でも限られた水域にしか存在しない、その水域の頂点捕ほ食しよく者だ。

　鋭えい利りな爪つめや牙きばなど、多くの動物が自らの肉体を武器として使用する。強力な糸で罠わなを仕し掛かける蜘く蛛もや、水を吐はきだすテッポウウオであっても、それは獲え物ものを捕らえる手段であり、糸や水の噴ふん射しやで獲物を仕留めるわけではない。

　そんな中で──

「奈々も電気ウナギって漠ばく然ぜんとは知ってるだろ？」

「……う、うん。そりゃ学園研究機関アカデミーの生物教本にも載ってるもん。細さい胞ぼうが発電板ていうのになってて、それを使って発電できるんでしょ」

「そう。一いつ般ぱん的には、細胞板一個あたり〇・一五Ｖボルトの電圧って言われてる。あとは単純なかけ算で、その細胞が四千個あれば四千×〇・一五で六百Ｖボルトの電圧になる。ちなみに、この六百Ｖボルトっていう電圧は人間どころか馬が気絶する発電量だ」

　馬の体重、およそ五〇〇キログラム。

　電気ウナギの体重、わずか二十キログラム未満。

　生物界において自重の十倍以上の物を「運ぶ」、または「持ちあげる」ことはできても、自重の数十倍もの相手を「倒たおす」ことのできる生物は、一部の有毒生物を除いてまず存在しない。その有毒生物においても、毒どく蛇へびや蜂など、必ず自分の肉体の一部に毒を含ふくませて相手に接近しなければならない危険リスクがつきまとう。

　だが強電流は、それすら必要としない遠えん距きよ離り攻こう撃げきを可能とする。

　相手が外骨格に守られた昆こん虫ちゆうであっても、深海の水圧に耐たえる強力な鎧を持つ甲こう殻かく類るいであっても同じだ。電気だけは避さけることも防ぐことができない。

　ゆえに頂点。

　生物界のあらゆる生物が、もしも同じ大きさで、かつ自分の力が最大限発揮できる環境が存在した場合の最上位生物。

「で、最初の話に戻もどるけど、赤色標識レツドコードの能力も電気ウナギの発電原理を参考にできてる。生物界で一番強い生物の能力を参考にしたバイオテスタだから、それが脅威であっても何もおかしくないだろ、京花？」

「……まあ、それはそうだけど」

「さらに言うと、赤色標識レツドコードの発電能力は電気ウナギの比じゃない。まず細胞板一個あたりの発電効率が電気ウナギの数十倍。赤色標識レツドコードが竜りゆう型バイオテスタっていうのは知られてるけど、その翼つばさと尾おの細胞がほぼすべて発電板なんだよ。そうすると、いったいどれだけの細胞が発電機能を備えてるかってことだけど」

　人体の細胞数、およそ六十兆。

　人間の少女と同サイズの赤色標識レツドコードの筋肉細胞、さらに背中の翼と尾の筋肉細胞の大部分が発電板であった場合、発電板の数は電気ウナギの最低でも数百倍となる。

　その場合の発電量は──

「最低三〇〇万Ｖボルト。中セ央ン統ト合ラ樹ルからの製造報告書レポートに具体的な数値は載のってなかったけど、それぐらいの発電はできると覚かく悟ごした方がいい。人間だろうがバイオテスタだろうが耐えられるものじゃない」

「三〇〇万Ｖボルト!?　落らく雷らいとほぼ同じ電圧じゃない!?」

「だから手がつけられないって話なんだよ。簡単な耐電服じゃまず意味がない。それを、電気ウナギと違って空中放電までしてくるから耐えようがない」

　人間社会において通常「耐電服」、「耐電靴ぐつ」と呼ばれるような絶ぜつ縁えん保護具は、その大半が数百Ｖボルト程度の電圧からの感電を防ぐよう設計されている。赤色標識レツドコードの発電が瞬しゆん間かん的なものだったとしても、通常の絶縁保護具で耐えきれるものではない。

　──耐電服は意味をなさず。

　──避ひ雷らい針しんのような耐電装置を用意しても、先にそちらを破は壊かいされる。

「じゃあ遠距離からの狙そ撃げきはどうなの？　赤色標識レツドコードから気づかれないくらいの遠えん隔かく射しや撃げきで、放電もされないくらい遠くから麻ま酔すい銃じゆうを撃うちこむとか」

「それも全部察知されて避けられた。中セ央ン統ト合ラ樹ルの報告書レポートにも書いてあったろ。自分の周りに半径何百メートルっていう巨大な電界を張り巡らせて、そういった銃じゆう弾だんや追つい跡せき者たちを常に警けい戒かいしてると推測されるって」

　いわば超ちよう大規模なセンサーだ。

　自分の周囲数百メートル圏けん内ないに電場を巡らせ、遠隔射撃をことごとく察知し回避する。

　制圧機動隊や理装執行者シミユレーターが息を殺して物もの陰かげに待機しても、赤色標識レツドコードにはその様子と人数まで筒つつ抜ぬけということになる。

「なにそれ。そんな反則みたいな奴やつどうしろっていうの……」

「……いや」

　なかば自じ嘲ちよう気味の口調になる京花に、ミソラは静かに首をふってみせた。

「赤色標識レツドコードの能力がそれだけなら何とかなる」

「え!?」

「対処法はある。別に俺だけがどうにかできるってわけじゃなくて、理装執行者シミユレーターの中でも赤色標識レツドコードの電でん撃げきに対たい抗こうできるのもいるはずなんだ。身内だと久遠先せん輩ぱいの第二可逆生成パラダイムなんかはまさに赤色標識レツドコードの天敵になる能力のはずだし、何より京花の言ったとおり、電気ってのは強力だけど対抗する方法もないわけじゃない。ただ……」

「何よその含みのある言い方」

　露ろ骨こつに眉まゆ根ねをひそめる京花。

「まるで、赤色標識レツドコードにまだ別の秘密があるような言い方に聞こえるけど」

「その可能性がある。しかも、かなり高い確率で」

　ミソラが違い和わ感かんを覚えている点がそこだ。

　何か引っかかる。

　京花の言うとおり、赤色標識レツドコードがどんなに強力な発電能力を有していても、電気に関する知識と応用技術は人間の方が本来はるかに上をいく。なのに、それを理解しているはずの赤色標識レツドコードがまるで人間を恐おそれる様子を見せていない。

　──何か、知られざる奥の手がある。

　それくらいの余よ裕ゆうが赤色標識レツドコードから感じずにはいられない。

　しかしその予感の正体が、いまだミソラをもってしても解明できていないのだ。

　と。

「あのぉ、ミソラ？」

　すぐ目の前に回りこんできたフィアが、控ひかえめなまなざしで見上げてきた。

「着きましたですよ」

「……あ、そうか」

　ふと我に返って、ミソラは周囲を見わたした。

　第三衛星都市・第９区画。

　学園研究機関アカデミーからほど近い場所にあたる大通り。

　ミソラと京花が待機地点に指定された場所だ。ここで生徒の帰宅を見守り、一時間ごとにエリスへと報告を行うことになっている。

「えっと、待機場所に着いたらまずはエリス先輩に一報だっけ」

「ミソラ任せたわ。さっきまで私が報告しっぱなしだったし、そろそろ代わってよ」

「……はいはい」

　通信機能付きの認証ライセンスを取りだして、ミソラは後ろの奈々へとふり返った。

「じゃあ奈々、俺らしばらくここで待機だから。気をつけて帰れよ」

「だいじょーぶだよ！　あたしの家こっから歩いて五分くらいだし。それにブルちゃんもついてるんだから。ね？」

『その通りですぞご主人！　というわけで、ここからは吾わが輩はいに任せるがいい原人』

「ああ。期待はしてないけど、とにかく奈々のこと頼たのんだからな」

　先導する拒魔犬シエパードの後をついていく奈々。

　その背中が小さくなっていく。彼女の姿が曲がり角の向こうへと消えるまで見守って、ミソラは認証ライセンスの通話機能を起動させた。

「エリス先輩？　俺ですけど、こちら待機地点に着いたんで。異常？　いや、特にここまで歩いてくる間には何も。……了りよう解かい。何かあったら連れん絡らくします」

　通話切断。

　再び認証ライセンスを制服の内側にしまいこんで、ミソラはゆっくりと息を吐きだした。

「さ、こっからしばらくは集中力切らさないようにしないとな」
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　学園研究機関アカデミー・正門前──

　すでに生徒も教授も校舎から避ひ難なんを終え、無人となった施し設せつに残った銀ぎん髪ぱつの少女。

「第９区画も異常なし、ですか」

　認証ライセンスを片手に携たずさえ、もう片方の手に長大な刀を握にぎりしめる理装執行者シミユレーター。

　エリス・アーセナル・舞花。

　ＳＩＲＥＮサイレンが有する理装執行者シミユレーター、その頂点である五人の無ゼロ級きゆう理装執行者シミユレーターの一人。

　いまは第三衛星都市から、学園研究機関アカデミー近きん隣りんエリアの統とう括かつを任された身でもある。

　暴イ君ドの件とは違ちがって制圧機動隊と連れん携けいしているわけではないが、制圧機動隊が赤色標識レツドコードを発見した際にはエリスにも連絡が入る体制になっている。

　……とはいえ。

　……連絡があったところで、いざ交戦かというと状じよう況きよう次し第だいですが。

　相手はΩオメガ指定種。

　その強さを恐れる恐れない以前に、中セ央ン統ト合ラ樹ルから交戦は推すい奨しようしないとされた個体だ。通常の暴走バイオテスタのように捕ほ獲かく命令ではなく、できるかぎり赤色標識レツドコードを刺し激げきすることなく、赤色標識レツドコードが通りすぎるのを待つことが推奨されている。

　……人間、特に学園研究機関アカデミーの生徒が襲おそわれる事態がないのであれば。

　……赤色標識レツドコードを発見したとしても、遠距離からの観察だけで済ませるべき？

　エリスがかつて無ゼロ級きゆうとして認にん定ていされる前。無名の理装執行者シミユレーターであった頃ころは、たとえ無む報ほう酬しゆうだったとしても、あるいはまだ自分の手に負えぬ暴走バイオテスタが相手だった時も、狂きよう犬けんのごとく敵味方顧かえりみず、単身挑いどみ続ける日々だった。

　一体でも多くのバイオテスタを鎮ちん圧あつする。

　その目的は理装執行者シミユレーターによって様々だが、自分にとってはまさにこの「無ゼロ級きゆう」の称しよう号ごうを得るために他ほかならなかった。その背景には義妹キヨウカとの確かく執しつとエリスなりの思おも惑わくがあってのことだが、その確執は、無ゼロ級きゆうの称号を手にした現在も変わっていない。

　……結局、変化があったとすれば。

　……妾わたしの立場だけですか。

　こうして他の理装執行者シミユレーターを指揮する役目を与あたえられ、自分は拠きよ点てんから動けない。

　本来なら赤色標識レツドコードほどの放ほう浪ろうバイオテスタであれば、学園研究機関アカデミーの一年生に過ぎない理装執行者シミユレーターではなく、自分こそがエリアを巡じゆん回かいすべきはずなのに。

「……いけませんね。雑念なんて、妾わたしらしくもない」

　怜れい悧りなまなざしを伏ふせて微かすかに首をふる。

　そこに。

『よお副会長。そっちどう？』

「こちらの状況より、まずは巡回役のあなたの状況を伝えなさい」

　久遠真一郎からの通信。

　生徒会の書記でもある二次世代型のⅠ級理装執行者シミユレーターだ。現在はⅡ級理装執行者シミユレーターと組んで、指定エリアの巡回中のはず。

「といっても、あなたの口調から予想はつきます。特段の異常はないのでしょう？」

『正解。まあ副会長の右みぎ腕うでたる俺が目を光らせてるんだから、当然だけどな』

「誰だれが右腕ですか」

　……まったくもって。本当に、学園研究機関アカデミーでもこの男ぐらいですね。

　……妾わたしに臆おく面めんもなくタメ口で話しかけてくる生徒は。

　通信先の男子生徒に向かって大げさに溜ため息いきをついてみせる。

「久遠。先に言っておきます。昼間のうちに赤色標識レツドコードが姿を現すことはないでしょうが、もしもアレを発見した場合、決して戦いを挑んではいけません。あなたが学園研究機関アカデミーの生徒を誰より大事に想おもっているのは妾わたしも知っている。自らの手で赤色標識レツドコードを捕獲して皆みなの安全を守りたい気持ちもわかりますが、どんな場合であってもすぐに妾わたしに連絡を取りなさい。わかりましたね？」

『──────あ────副──────何か────』

「久遠？」

　突とつ如じよとして通信に入った雑音ノイズ。

　耳みみ障ざわりな音を発する認証ライセンスを見つめ、エリスはわずかに首をかしげた。

「久遠、聞こえますか？　久遠？」

『────あ、わりぃ副会長。どうも──────回線の具合が──────おかし──────で、何だって？　よく聞こえなくて』

　いたって真ま面じ目めな口調でそう言われ。

　ふとエリスは、先に発した自分の言葉がほんの少しだけ気き恥はずかしくなった。

　久遠のことだ。もう一度言ったら、からかわれるかもしれない。

　そんな予感が心の中で渦うず巻まいて。

『おーい、副────会────』

「何でもありません。それより認証ライセンスを乱暴に扱あつかいすぎているのではないですか。そこに内蔵された機器は非常に精密です。丁てい寧ねいに扱いなさい」

『あいよ』

　威い勢せいの良い返事と共に通信が切れる。

「まったく、緊きん張ちよう感かんのない男」

　再び溜息。

　正門の入口である扉とびらに背を預け、エリスは小さく頭をふった。

　──そして、気づけなかった。

　久遠真一郎の持つ認証ライセンスの不具合。

　もしもこれが、仮にミソラや他の理装執行者シミユレーターとの通信においても雑音ノイズが発生していれば、

　エリスの研とぎ澄すまされた危機察知能力ならば、その雑音ノイズの正体に至らずとも、すぐにある決断に至っていたことだろう。

　すなわち、すぐに自分が久遠の下もとへ向かう、と。

「…………」

　背を預けながら天上を見上げる銀髪の理装執行者シミユレーター。

　そんな彼女が。

　己おのれの判断を悔くいることになるのは、それからわずか三十分後のことになる。




　　　　４




　第三衛星都市・第９区画。

　学園研究機関アカデミーからの帰宅路を、奈々は拒魔犬シエパードの後ろについていくかたちで歩いていた。

「……放浪バイオテスタかぁ」

『どうしましたご主人？』

　独り言のつもりで呟つぶやいた小声に、敏びん感かんに反応してふり返るバイオテスタ。

　愛あい称しようブルちゃん。

　姿がブルドッグに似ていることから奈々が名付け、ＳＩＲＥＮサイレンの学園研究機関アカデミーに入学する際、年とし頃ごろの少女の一人暮らしは不安だからと共についてきたバイオテスタだ。

　家にいる時はいつも一いつ緒しよ。

　奈々にとってバイオテスタとは、まさにかけがえのない家族に他ならない。

　……あたしがバイオテスタの獣じゆう医いを目指したのも。

　……ブルちゃんが病気になった時に治してあげたかったのがキッカケだもん。

「ブルちゃんは、本当に良い子だもんね」

『ご主人？』

「ねえブルちゃん、なんで放浪バイオテスタって人間から逃にげるのかな。やっぱり人間あたしたちに嫌いやなことされたり、怖こわい思いさせられたからなのかな……」

　その場でしゃがみこみ、足下に佇たたずむ拒魔犬シエパードの頭をなでてやる。

　捨て犬や捨て猫ねこもそうだ。

　人間に虐ぎやく待たいを受けた動物は、人間に対して強い警けい戒かい心しんや敵意を持つ。たとえ人間側が、そうした動物たちを保護して助けようとしている時においてもだ。

　そしてその溝みぞは、容易に埋うめられるものではない。

　獣医志望の生徒として、奈々は、そうした動物たちを何度も見てきた。

「きっと、どこかですれ違っちゃったんだよね。心のすれ違い……」

『……そうかもしれませんな』

　神しん妙みような口ぶりで答えるバイオテスタ。

『しかしご主人が、今それを気にされることはありません。ご主人にはご主人にしかできないことがあって、それはバイオテスタの捕獲ではない。危険を伴ともなう任務は原人の仕事。ご主人の使命は、そのバイオテスタの心の治ち療りようだと思うわけです』

「ブルちゃん、ミソラのこと本当にお気に入りだよね」

『はい？』

「だって、何かあれば『暴走バイオテスタの鎮圧など、あの原人に任せておけばいいのです』って言ってるじゃない。それだけミソラのこと信しん頼らいしてるんでしょ？」

『そ、そんなことはありませんっ！　誰があの原人など！』

　ブンブンと首をふって否定する拒魔犬シエパード。

『ただ単に、吾輩が知っている中では……ま、まあ……ご主人の次くらいに、バイオテスタに理解のある人間だとは思っているだけで……』

「はいはい。じゃあそういうことにしておくね」

　こぼれた微び笑しようを隠かくそうともせず、奈々はその場に立ち上がった。

　今は帰宅路の途と中ちゆう。それも赤色標識レツドコードという最強最悪の放浪バイオテスタが都市に侵しん入にゆうしていると推測される状況だ。昼間のうちに出会う危険性は低いと言われているが、自分のような一いつ般ぱん生徒は自宅へ避ひ難なんするよう定められている。

「じゃあブルちゃ──」

『お待ちをご主人！　そこの公園の茂しげみ、何かがいます！』

　拒魔犬シエパードの一いつ喝かつ。軍用犬並みに訓練された嗅きゆう覚かくを持つバイオテスタが、その犬歯を剝むきだしにして、すぐ目の前の公園の茂みを睨にらみつける。

『人間の匂においではない……これはいったい……バイオテスタですが、吾わが輩はいも初めて嗅かぐ匂いです。正体不明のバイオテスタです！』

「え……ま、まさかあの赤色標識レツドコード!?」

『わかりません。ですがご主人は退さがってくだされ！』

「う、うん！」

　言われるまま数歩後ずさる。

　それと対照的に、慎しん重ちように前へと歩を進める拒魔犬シエパード。公園の植込みの根元──そのほんの小さな茂みを凝ぎよう視ししたまま、一歩また一歩近づいて。

『…………っ、こやつは？』

「赤色標識レツドコード!?　ダメだよブルちゃん、早くこっち来て！」

『い、いえ……これは……その……』

　茂みの奥に首を突つっこんだまま動かない拒魔犬シエパード。隠れているバイオテスタを目もく撃げきしているはずだが、なぜかその口ぶりは困こん惑わく気味で。

『ご主人……申し訳ありませんが、吾輩には判断しかねます。どうぞこちらへ。大だい丈じよう夫ぶ、おそらく身の危険はありませぬ』

「赤色標識レツドコードじゃないの？」

　ほっと胸をなでおろしつつ、公園の茂みまで近づいていく。自分を待つ拒魔犬シエパードの真横まで歩いていき、そこから茂みの奥を見下ろして。

「……この子？」

　茂みに倒たおれていたのは、黄色のレインコートをかぶった幼女だった。

　歳としはまだ十歳にも満たないだろう。

　幼く愛らしげな顔で、熱を帯びて苦しげに喘あえいでいる。その姿だけなら人間と何ら変わらないものの、奈々が目をみはったのは、その子の羽織ったレインコートの背中だ。

　──褐かつ色しよくの翼つばさと尾お。

　どちらも人間には存在しない器官。

　それが、レインコートのめくれた背中側から露ろ出しゆつしている。

　……でも、こんなに人間そっくり？

　……フィアちゃん以外に、こんなバイオテスタがいるなんて。

　真横に控ひかえた拒魔犬シエパードが真っ先にバイオテスタだと断言していなければ、この翼と尾も変わったアクセサリと思いこんでいただろう。それほどまでに、翼と尾さえ除けば、目の前の幼女は人間と何一つ変わらない外見をしている。

「…………」

　目をつむったまま苦しげな表情のバイオテスタ。

　その額にそっと指先を添そえてみる。

「ひどい熱！　ブルちゃん、この子、間ま違ちがいなく風か邪ぜひいてるよ！」

『捨てバイオテスタですか？』

「わかんない。だけど、とにかく看病しないと絶対まずいと思う！」

　雨あま粒つぶに濡ぬれたレインコートを羽織った幼女。

　自分の背が濡れることも構わず、奈々はバイオテスタを背負い上げた。

『ご主人、病院ですか？』

「うん。だけど、ウチで応急処置だけでもしないと大変だよ。ずっと雨に濡れてたみたいだし、とにかく暖かくして寝ねかせてあげないと！」

　翼と尾を持つ、人の姿をしたバイオテスタの子供。

　その子を背に負い、奈々は足早に自分の家へと歩きだした。







　　　インターミッション２







　──時は、半日前に遡さかのぼる。




　第三衛星都市・検問所。

　一晩降り続いた豪ごう雨うがようやく収まり、頭上を覆おおいつくしていた雨雲の切れ間からも、わずかな陽が差しこむ早朝。

「身のほど知らずが」

　水すい滴てきに濡れたアスファルトの地面。

　そこに倒れ伏ふす何人もの制圧機動隊の隊員たち。鎮ちん圧あつ用拳けん銃じゆうをかまえた者、あるいは通信機で応おう援えんを呼ぼうとした者、その誰だれもが一いつ瞬しゆんの強電流を浴びて意識を失っている。

　その光景を見下ろす黒くろ髪かみの少女。

　雨にぬれぼそった制服を肌はだに張りつかせた姿で、濡れた黒髪をさっと手ではらう。

「カルラ」

　少女が呼んだのは、自分の妹にあたるバイオテスタだ。

　検問所での妨ぼう害がいを突とつ破ぱする際、人間の狙ねらいを自分一人に集中させるため、検問所からは陰かげになる建物の裏側に待避させていた。

「カルラ、どうした？」

「…………キリシェお姉ちゃん、……なんだか、寒い……よ……」

　キリシェが見たものは。

　レインコートを着た恰かつ好こうでその場にうずくまり、小刻みにふるえる妹の姿だった。

　熱っぽく赤らんだ頰ほおと、潤うるんだ瞳ひとみ。

　その吐と息いきは弱々しく、顔色も血の気を失って土気色だ。

　──降りしきる豪雨の中の強行軍。

　──この弱すぎる妹にとって、それはあまりに過か酷こくすぎた。

「お姉ちゃん……」

「喋しやべるな。この場を離はなれて、休めるところを探す」

　ふるえ声の妹を背に負い、無人となった検問所を突破する。そこに仕し掛かけられた監かん視しカメラは破は壊かい済みだ。

「もう第三衛星都市だ。ここなら、昨日まで追ってきた人間たちも追ってこない」

　制圧機動隊も理装執行者シミユレーターも、原則的にはその都市内で任務にあたる。放ほう浪ろうバイオテスタとしてキリシェが知り得た経験則の一つだ。

　……とはいえ、検問所でやはり発見されたか。

　……私たちが第三衛星都市に侵入したことも、おそらく人間側も察知しているはず。

　検問所からの通信が途と絶だえたことも、遅おそかれ早かれ気づかれる。

　この場を離れることだけは最優先だろう。

「お……姉……ちゃん」

「心配するな。私がついている。誰にも、お前には指一本触ふれさせない」

　弱々しく背中にしがみついてくる妹。

　そのほのかな体温を感じながら、キリシェは早朝の検問所を通過した。
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　第三衛星都市・第９区画──

　一般民家が建ちならぶ中で、ひっそりと静まりかえった早朝の公園で。

　その木製ベンチに横たわった妹カルラ。

「……すまない。やはり、あの雨の中の移動はお前には酷こくだった」

「へい……き……だよ」

　苦しげに喘いだ吐息で、それでも弱々しく微笑むカルラ。

　そんな妹の頭に小さな氷ひよう囊のうをあてながら、キリシェは手にしたビニール袋ぶくろから半はん透とう明めいの液体が入ったボトルを取りだした。

　経口補水液──発はつ汗かんによって失われた体内の塩分と、エネルギー源であるブドウ糖を補給するために開発されたものだ。スポーツドリンクと同じ用よう途とで使われることもあるが、こちらは発熱時や肉体疲ひ労ろう時の栄養補給としての意味合いが強い。

　そして栄養剤ざい。

　蛋白質プロテインの錠じよう剤ざいと各種ビタミン・ミネラルの混合錠剤を一ひと粒つぶずつ。

「飲めるか」

「……う……うん」

　栄養剤を口に含ふくみ、それを経口補水液で飲みくだそうとして──

「っ！　こほっ！　うっ……」

　一瞬カルラの身体からだが痙けい攣れんし、それを地面へと吐はき出してしまった。極度の衰すい弱じやくにくわえ、意識すら朦もう朧ろう。もはや錠剤を嚥えん下かするだけの力も残ってないのだろう。

　その妹の姿に。

　キリシェがとった行動は、自ら栄養剤と経口補水液とを口に含むことだった。栄養剤を丁てい寧ねいに咀そ嚼しやくして粉末状にし、それを口の中で経口補水液に溶とかす。

　それを。

「────」

　そっと妹の唇くちびるに自分の唇をあわせ、口移しで一口一口、時間をかけて妹の口へと移し、飲ませてやる。

　我が子に母乳を与あたえる母のように。

　三十分。ゆっくりと時間をかけて、ようやくボトルに入っていた経口補水液の半分ほどを飲ませることに成功し、キリシェは自分の唇に残った液体をぬぐい取った。

　最低限の栄養補給はできた。

　あと、与えられるものがあるとすれば。

「食しよく欲よくはあるか？」

　ビニール袋から取りだしたのは、糖質の塊かたまりであるプリンとチョコレートだ。

　バイオテスタの生命維い持じに必ひつ須すとなるエネルギー源。経口補水液でも多少は補えるが、衰弱しきったカルラには圧あつ倒とう的てきに不足している。

「……お姉……ちゃん……は？」

「私はもう食べた。これはカルラの分だ」

　検問所を突破してすぐ、キリシェが向かったのは食料量販店スーパーマーケツトだ。

　竜りゆう型バイオテスタの特とく徴ちようである背中の翼と尾を隠かくせば、キリシェの姿は制服を着た人間の少女と何一つ変わらない。検問所の突破が知られて緊サ急イ警レ報ンが鳴りだす前ならば、堂々と振る舞うことでその正体を疑われることはまずない。

　よしんば自分の姿を知る者が食料量販店スーパーマーケツトにいたとしても、キリシェが店に留とどまっているのはわずか数分のこと。人目に映ろうと、制圧機動隊が駆かけつけた時にはもうキリシェの姿はそこにない。食料の購こう入にゆう資金も、かつて返り討うちにした制圧機動隊の隊員の懐かい中ちゆうを探さぐり、その有り金を奪うばったことで事足りる。

　実際、何ら疑われることなく。

　キリシェは食料量販店スーパーマーケツトから、カルラに必要な経口補水液と栄養剤、それにプリンやチョコレートといった菓か子しをごく自然に、購入することに成功した。

　……問題は、やはりカルラの発熱か。

　寒風に晒さらされ、冷たい雨に打たれ続けたことで衰弱した妹の身体。

　いや。

　むしろ異常なのは自分の方。理装執行者シミユレーターの戦いの後、凍いてつく夜の雨の中を濡れながら妹を背負って一晩歩き続け、まるで応こたえていない自分の方なのだろう。

　さらに検問所で何十人という制圧機動隊を返り討ちにし、傷一つ負っていない。




　……なぜ、こんなにも違ちがう。

　……なぜ私はこんなにも強く。

　……カルラは、こんなにも弱く生まれてしまったのか。




　まったく同じ製造過程で創つくられた姉妹しまいの竜型バイオテスタ。

　姉である自分は紛まぎれもなくＳＩＲＥＮサイレン最強で。

　なのに妹は、こんなにも弱く儚はかない。

「……キリシェ……お姉ちゃ……ん？」

「心配するな。すぐに薬を持ってくる。それまでの辛しん抱ぼうだ」

　氷の溶けた氷囊をどかして、カルラの頭をなでてやる。

　人間に投とう与よされる薬やく剤ざいがカルラにも一定の効果を与えることは、この四年間、カルラを守りぬく過程でキリシェ自身がよくわかっている。

　総合感かん冒ぼう薬──いわゆる「風か邪ぜ」と呼ばれる諸しよ症しよう状じようをやわらげる薬剤だ。カルラの幼い身体には副作用の不安もあるが、それ以上に、今はカルラの症状をやわらげて睡すい眠みんを取らせなければ回復も望めない。

「すぐ戻もどる。カルラ、この茂しげみに隠れていろ」

　ベンチに寝かせていた妹を抱だき上げて、公園のもっとも影かげの強い茂みへと降ろす。

　この公園を訪おとずれる際、すでに薬局ドラツグストアの場所も把は握あく済みだ。

　食料量販店スーパーマーケツトと同様に人間として振ふる舞まうことで、まず誰にも疑われることはない。よしんば疑われたとしても、その場で必要な薬剤だけ奪えばいい。

「……お姉ちゃん……気を……つけて」

　そう呟つぶやくなり、気を失うように目を閉じる妹。

　その姿を横目に、キリシェが真っ先に向かったのは公園の外──ではなく、公園の隅すみに設置されている水飲み場だった。

　蛇じや口ぐちを捻ひねり、真上に噴ふきだす水に口元を近づける。口内に溜たまった水を飲みこむ。それも二度や三度でなく、十回以上くり返していたことだろう。




〝……お姉……ちゃん……は？〟

〝私はもう食べた。これはカルラの分だ〟




　すべて噓うそ。

　自分が買い入れた食料は、最初からすべてカルラの為ために手に入れたものだ。

　返り討ちにした制圧機動隊から奪った資金も、すでに底を尽つきかけている。金銭を奪われることを察した人間が、巡じゆん回かい中にそうした金銭を一いつ切さい所持しなくなったからだ。

　──残りわずかとなった資金。

　もちろんキリシェがその気になれば、人間の食料量販店スーパーマーケツトから力ずくで食料を奪うことは造作ない。しかしそれは最後の手段。荒あら事ごとを起こせば、それだけ理装執行者シミユレーターたちに発見されるのが早まることも理解している。

　ゆえに資金がわずかにでも残っている間は、極力静かに、身を潜ひそめることが最善策。

　自分の分の食料などどうでもいい。

　だが妹だけは、せめて十分な栄養と食事を与えてやりたい。

「…………」

　一いつ瞬しゆんの出来事。

　わずかにキリシェが下した唇くちびるを食いしばった瞬しゆん間かんを目もく撃げきした者は、皆かい無むだっただろう。

　──空腹が限界を超こえての腹痛と目眩めまい。

　──体内で貯蔵多糖グリコーゲンが底を尽きつつあることによる身体のふるえ。

　キリシェの膨ぼう大だいなエネルギー貯蔵とはいえ、それも決して無限ではない。

　強力な発電能力は、それに見合う生体エネルギー、すなわちＡＴＰアデノシン三リン酸を消費する。そしてそのＡＴＰアデノシン三リン酸も、体内に蓄たくわえた貯蔵多糖グリコーゲンが無ければ生成は難しい。

　公園の水道水だけで空腹を満たす。

　ここ数日でキリシェが口にした唯ゆい一いつの水分であり、食事でもある。とはいえそれも空腹感を一時的に麻ま痺ひさせるだけ。エネルギーの補給としては零ゼロに等しい。

　だが、それでもＳＩＲＥＮサイレン最強のバイオテスタは、己おのれの疲労しきった姿を何なん人ぴとにも悟さとらせることなく、早足で公園を後にした。

　そして──




　異変は、キリシェが薬を手にして戻った時だった。




「……カルラ？」

　握にぎりしめていたはずのビニール袋が、指の隙すき間まから滑すべり落ちる。だがそれすら気づかず、キリシェは、公園のベンチのすぐ後ろに位置する茂みへと駆けよった。

「カルラ!?　カルラ、どこだ!?」

　どこにもいない。

　この茂みに姿を隠しているはずのカルラが。

　……私を追いかけてすれ違いになった？

　……そんなはずない。あの子の体調では一歩も歩けるはずがないのに。

　カルラが自分の意思でどこかへ行った可能性は皆かい無む。

　なら、残る可能性はたった一つだ。強制的にどこかへ連行された。

　では誰だれに？

「……人間っ！　どこまで小こ賢ざかしい真ま似ねをする！」

　歯がすり減るほどに奥歯を嚙かみしめ、キリシェは呪じゆ詛そのごとく怒いかりの言こと霊だまを吐きだした。

　周囲に残るカルラの匂においの残ざん滓し。

　そこに、わずかではあるが人間と、そしてもう一つ……こちらの臭いは犬に近い。

　制圧機動隊の引きつれた警察犬か、獣けもの型バイオテスタの仕し業わざか。

　いずれにせよ自分たちの匂いを追つい跡せきすることでカルラを見つけ、人間がどこかへと連れ去った可能性が高い。この状じよう況きようではそれ以外考えられない。

「…………許さない」

　静せい寂じやくの満ちる公園に立つ黒くろ髪かみの少女。

　彼女がそう呟いた直後。その背中側の髪が勢いよく舞い上がり、制服の背中の部位を突つきやぶって巨きよ大だいな翼つばさが顕けん現げんした。

　天使の翼のように羽う毛もうに覆おおわれたものではなく。

　さながら蝙こう蝠もりの翼のように暗色で、そして強きよう靭じんな鱗うろこに覆われた粗そ野やなる翼。

「人間……お前たちは、何度、私の逆げき鱗りんに触ふれれば気がすむ！」

　翼から、全身から、稲いな妻ずまにも似た光の波動が迸ほとばしる。

　Ωオメガ指定種『赤色標識レツドコード』。

　何者にも止められないとして中セ央ン統ト合ラ樹ルさえ捕ほ獲かくを諦あきらめたＳＩＲＥＮサイレン最強のバイオテスタは、狂くるおしいほどの激げつ昂こうを己おのが身に宿し、無言でその場を後にした。




　──それは皮肉にも、奈々がカルラを保護した数分後の出来事で。




　交錯すれちがいの邂かい逅こう。

　誰よりカルラを助けたいと願う人間の少女と。

　誰よりカルラを愛するバイオテスタの少女とが織りなす、それが始まりだった。
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　第三衛星都市・第９区画。

　一いつ般ぱん民家と共同住宅が建ちならぶ居住区。学園研究機関アカデミーからほど近い場所にありながら、公園や植樹によって緑豊かな住宅街として知られるエリアだ。

　女子用の賃貸住宅。

　その一室が、奈な々なが一人暮らしをしている部屋になる。

　一角馬ユニコーンのような大型バイオテスタでさえなければ、管理指定されたバイオテスタとの同居も可能。拒魔犬シエパードのブルちゃんとの生活もこれで三年目だ。

　その小さなリビングのベッドで──

「ブルちゃん、熱冷ましのシートもってきて」

『は、はいです！　ご主人！』

　小箱に入った冷れい却きやくシートを口にくわえて運んでくる拒魔犬シエパード。

　一方で奈々は、目の前のベッドで寝ね入いる小こ柄がらなバイオテスタをじっと見守っていた。

　……本当に人間にそっくりな外見。

　……でも翼と尾おがあるし、ブルちゃんもバイオテスタって断言してたし。

　仰あお向むけに寝ねかせる時に、背中の翼と尾が邪じや魔まかと悩なやんだが、寝かせてしばらくした後に、この幼女の方が自然に寝ね返がえりをうって横向きになった。やはりというか、翼と尾が邪魔にならない横向きがこのバイオテスタの寝る姿勢なのだろう。

『ご主人』

「ありがとブルちゃん。……ねえ、この子、いったい何だと思う？」

　熱冷ましの冷却シートを受けとりながら。

　自分の横に控ひかえる拒魔犬シエパードに、奈々は首をかしげてみせた。

　人間そっくりで羽がある。

　その特とく徴ちようだけなら、一番近いのが天使型バイオテスタのフィアだろう。

「たしか天使型バイオテスタって、フィアちゃん以外にもあと二体いるんだよね？」

『吾わが輩はいもそう聞いたことはありますが、しかし……吾輩にもわかりかねます。特にその娘むすめの翼と尾ですが』

　いまは布ふ団とんの中にすっぽりと隠かくれた尾と翼。

　奈々がそっと触れてみた時の感かん触しよくは、翼は硬こう質しつ。尾にいたっては鱗に近いものに覆われていて、まるでトカゲの尻尾しつぽのような印象だった。

　……天使の羽って、何となく鳥の羽ってイメージだよね？

　……それに天使に尾なんてなかったはずだし。

『は虫類、ないし両生類の匂いに近いです。その娘の尾と翼』

「じゃあ見た目どおりってことだよね。天使型バイオテスタじゃないとして、でもそうしたら、この子って……」

　まだ未発表のバイオテスタが脱だつ走そうしてきた？

　いや、そうだとしたらレインコートを着ていたのは理り屈くつに合わない。研究所を脱走したバイオテスタが、わざわざ人間用のレインコートを買い求めたとも思えないからだ。

「……うーん、ミソラならこういう種族の判定も詳くわしいんだけどなあ」

『あの原人ですか。しかし奴やつは赤色標識レツドコードの見張りということで、今もこの辺りの巡回で手て一いつ杯ぱいかと。あとご主人──』

　奈々の手にした冷却シートを見上げる拒魔犬シエパード。

『それより先に』

「あ、そうだね。まずはこの子に元気になってもらわないと」

　すでに額に張ってある冷却シートを外し、新しいものに取とり替かえようと手を伸のばし。




「…………キリシェ……おねえ、ちゃん……？」




　奈々の手が、止まった。

　冷却シートを外そうとしたまさにその時、寝入っていたバイオテスタの子供が目を覚まし、朧おぼろげなまなざしでこちらを見上げていたのだ。

「あ、目が覚めたんだね。よかった。倒たおれてたから心配し──」

「人間ッッッ!?」

　直後、そのバイオテスタが目をみひらいて悲鳴を上げた。

　驚きよう愕がくと恐きよう怖ふ。

　ベッドの上で跳はねるように飛び起きるや、リビングの壁かべへと身を張りつかせるように後ずさる。その幼げな黒瞳には明確な警けい戒かいの感情が映しだされていて。

「こ……ここ……どこ!?　お姉ちゃんは!?　キリシェお姉ちゃんどこ!?」

「待って。あたしは──」

「い、いやっ！　来ないで……助けて、お姉ちゃん！」

　全身を震ふるわせながら掠かすれた声を絞しぼりだすバイオテスタの幼女。

　しかしその顔色はまだ土気色。吐と息いきも消え入りそうなほど弱々しく、怯おびえを孕はらんだ瞼まぶたの周りも熱っぽく腫はれ上がっていて。

「あ、あの……違ちがうよ。あたしは」

『ご主人』

　奈々を制するかたちで、前に出たのは事の始終を見守っていた拒魔犬シエパードだった。

『かわりましょうぞ。まず吾輩が話を通した方が良い気がします』

「ブルちゃん？」

『おい、そこのバイオテスタの小こ娘むすめ。とにかくまずは話を聞け』

　そんな幼女の足あし下もとまで歩いていく拒魔犬シエパード。

　自分より小さい相手だからか、あるいは同種のバイオテスタからの話だからか。足下の拒魔犬シエパードを見つめる幼女の表情は、先さつきよりもわずかながら落ちついた表情だ。

『まず言っておくが、吾輩たちがお前に危害を加えることはない。むしろ逆だ。この目の前におられる吾輩のご主人が、公園で倒れているお前の容態を見て、わざわざ自宅に連れて帰って看病してくださったのだ。感謝こそすれ、怯える必要がどこにある』

「……でも。じゃあお姉ちゃんは……どこ……？」

『お前の言うお姉ちゃんとやらは、吾輩たちが通りかかった時にはいなかった。すれ違いになったのかもしれん。とはいえお前はまず身体からだを休めるべきだ。お姉ちゃんとやらも、その間に吾輩たちが捜さがしてやらんでもない』

「…………」

『信じられないか？　だが吾輩とてバイオテスタだ。同じバイオテスタであるお前に噓うそをつくことはない。もとより、こんなベッドで寝かせられていた状況を見てみろ。危害を加えるつもりでないことは明らかだろうが』

　足下の拒魔犬シエパードを見つめるバイオテスタの幼女。そんな彼女が不意に、がくんと膝ひざを折り、その場に跪ひざまずくかたちでくずおれた。

「あっ、ほらダメだよ！　まだ熱も下がりきってないんだから、寝てないと！」

　よつんばいになった彼女を抱だき上げる。

　小柄な身体ではあるが、その翼と尾のぶん体重は意外にある。それを何とか支えながら、奈々はそのバイオテスタを再びベッドに寝かせつけた。

「……う……っ」

「ほら。まだ熱あるんだから。これ貼はって。寝てなきゃダメだよ」

　横たわる幼女に布団をかぶせ、その額に冷却シートを貼りつける。

「だいぶ汗あせかいたよね。水分、とった方がいいよ？」

　経口補水液をグラスにそそぎ、飲みやすいようにストローを添そえてやる。

　これも冷蔵庫に入れたままでは冷たすぎて胃に負担をかけるのを懸け念ねんし、わざわざ時間を見計らって冷蔵庫から取りだし、常温にまで戻もどしておいたものだ。

「…………」

「だいじょうぶ。変なものなんか入ってないってば。ほら？」

　不安げなまなざしでソレを見つめる幼女。その意味を察し、奈々はストローから一口、グラスに注いだ経口補水液を自分で飲んでみせた。

「ね？」

「……う、うん」

　おそるおそるグラスを受けとるバイオテスタの幼女。小ぶりな唇くちびるでグラスのストローに触ふれて、注がれた経口補水液をこくんと口にする。

　あっという間に空になるグラス。

　本当は、相当に喉のども渇かわいていたのだろう。最初の一口目こそやや躊躇ためらいがちだったが、二口目からはもう飲むことに夢中な雰ふん囲い気きだった。

「……同じ味」

「え？」

「キリシェお姉ちゃんがくれた飲み物と……同じ味……甘くて美お味いしい」

「あ、ホント？　どこにでも売ってる飲み物だけど、飲み慣れてるなら安心できるよね」

　空になったグラスを差しだして、横たわった姿のまま幼女が小さく会え釈しやく。

「……あ、ありがとう」

「どういたしまして。あとは、もうあたしたちに構わず寝てていいよ。お姉ちゃんがいるの？　それも、また元気になって教えてくれたら一いつ緒しよに探してあげるから」

「…………カルラ」

「カルラ？」

「わ、わたしの……名前……」

　消え入りそうなほどの小声でそう言って。

　カルラと名乗るバイオテスタは目を閉じ、数秒と経たたずに寝入ってしまった。

『ひとまず、こちらへの警戒は多少なり解けたようですな』

「うんうん。ありがとうねブルちゃん。やっぱりブルちゃんは優ゆう秀しゆうだね」

　ベッド脇わきに腰こしを下ろした拒魔犬シエパードを抱きよせて、その頭をなでてやる。

　……カルラちゃん、かぁ。

　……聞いたことない名前だけど、何型のバイオテスタかも聞きそびれちゃったし。

「これ、やっぱりミソラに聞かないとわからないかなぁ」

『いずれにせよ、この娘が目を覚ました時に話をもう少し聞きましょう。このバイオテスタの管理者が行方ゆくえ不明届を提出しているかもしれません。その情報から探さぐれば、キリシェお姉ちゃんとやらもわかるかもしれません』

「だね。そういやフィアちゃんも自分を製つ造くった女ひ性とのこと、お母さんて呼んでたし」

　通常、バイオテスタに人間のような姉妹きようだいという血統は存在しない。

　これはバイオテスタという生物そのものが、現在でも個別生産されていることから、親子という概がい念ねんそのものが存在しないためだ。

　製造者はあくまで人間。

　親がいないのだから子という概念がなく、同様に姉妹というのもありえない。

　……フィアちゃんが自分の製造者のことを「お母さん」て言ってるし。

　……この子の「お姉ちゃん」も、自分の製造者のこと？

「ちょっとコウモリっぽい羽だよね。鳥っていうか、もっと硬かたそうな感じ。尻尾も鱗うろこみたいなのついてるし。……それも聞けば教えてくれるかな」

『あるいは原人に確かく認にんするかですが』

「だよね。ミソラ、早くお仕事終わるといいんだけど」

　赤色標識レツドコード。

　第三衛星都市のどこに潜ひそんでいるかもわからないという話だが、そんな危険な相手の監かん視しを二十四時間体制で警戒し続けるというのも酷こくな任務だ。

「ミソラと京きよう花かにフィアちゃんが一緒だっけ。何か差し入れ持っていこうかな」

『ご主人。ご主人の優やさしさは吾輩の自じ慢まんではありますが』

　何気なくそう呟つぶやく奈々の膝に。

　ここぞとばかり跳とび乗ってくる拒魔犬シエパード。

『いま外に出向かれるのは危険です。それで赤色標識レツドコードと遭そう遇ぐうしたら身も蓋ふたもありません』

「……うん。わかったよ。この子の看病もあるもんね」

　カルラ──一風変わった翼つばさと尾おを持つバイオテスタの幼女。

　ベッドで目をつむる彼女の寝ね顔がおを、奈々はじっと見守ることにした。
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　第三衛星都市・第９区画──

　大きな道路、交差点に面した市街地の一角で。

「ミソラ、チョコレート食べます？　ちょっと溶とけかけですけど」

「……いや。大だい丈じよう夫ぶ、ありがとな」

「そうですか？　これすごく美お味いしいのに」

　一口サイズのチョコレートを美味しそうに口にするフィア。

「ほら、美味しい」

「嬉うれしそうで何より。だけど、もうちょっと緊きん張ちよう感かん持ってくれると良いんだけどな」

　その隣となりで、ミソラは手に握にぎった認証ライセンスへと目を向けた。

　……他ほかの巡じゆん回かい班からも赤色標識レツドコードの情報なし、か。

　……まあ、こんな昼間から姿を現すわけないとは思ってたけど。

　第三衛星都市の全域で、ミソラのような認証ライセンス保有者が駆かりだされ巡回にあたっている。その大半は京花のような理装執行者シミユレーターだが、それでも都市全域の広さを考えれば認証ライセンス保有者の数は圧あつ倒とう的てきに少ないと言える。

　それを埋うめるのが、都市の公的警備部隊である制圧機動隊だ。

　現にミソラたちがこの交差点を基点として周囲を見張っている間も、制圧機動隊の武装車両が何度、目の前を通過していったことか。

「で、京花、そっちは？」

「何も。ていうか赤色標識レツドコードがいたら大声で悲鳴上げてるわよ」

　ミソラの立つ位置から数メートル離はなれた建物、その陰かげから現れる赤毛の少女。

　その背後側を指さして、京花が肩かたをすくめてみせる。

「人目のつかない場所とか確認してみたけど何も手がかり無し。ホントは見つからない方が私も安心できるんだけど……かえってこう、何もないまま何時間も待機って逆に疲つかれるのよね。緊きん張ちようだけ維い持じし続けるのって大変」

「別に慣れっこだろ？　理装執行者シミユレーターなんだから」

「そうでもないわよ。暴走バイオテスタなら大体いつ襲おそってくるか見当つくけど、放ほう浪ろうバイオテスタを探す任務って普ふ段だんなら制圧機動隊の分野だし」

　疲れ混じりの溜ため息いきをこぼすⅡ級理装執行者シミユレーターの少女。

「あーあ。レイ様と組みたかったなぁ。レイ様の隣なら何時間でも頑がん張ばれるのに」

「レイレイはⅠ級理装執行者シミユレーターだし、別エリアの指揮官だってさ」

「……なおさらウチの指揮官と交こう換かんしてくれればいいのに」

　義姉エリスのことを思いうかべたのか、京花が苦笑い。

「指定エリアの見回り終わったし報告する？　ミソラお願いね」

「だと思ったよ」

　言われるまま、手にした認証ライセンスを操作する。

　液えき晶しよう画面に映しだされる情報には、まだ新しい情報は何も表示されていない。

　──レイレイなら、赤色標識レツドコードを見つけたら俺に連れん絡らくしてくれるはず。

　──そうそう簡単に見つけられる相手じゃないか。

「俺らの担当地区も異常なしと。ちょっとエリス先せん輩ぱいに連絡入れるから、フィア、一応、周りの様子には気をつけててくれよ？」

「ふぁい（はい）！」

　飴あめ玉だまを口に頰ほお張ばりながらうなずく天使型バイオテスタ。そんな少女の様子にこっそり苦く笑しようしながら、ミソラは手元の認証ライセンスを操作した。

「俺ですけど。エリス先輩、いま大丈夫？」

『──────』

「エリス先輩？」

『失礼しました。ミソラですね。ちょっと別件に対応していたもので』

　返事がないまま十数秒。一度通信を切ろうかと思った矢先、彼女の声が伝わってきた。

　が、ミソラが違い和わ感かんを覚えたのはその口調だ。

　焦あせっている？

　そう思わせるほど口早で、かつ歯切れが悪い。

「こっちは異常なしだけど、他はどうですか」

『……それを確認している最中でした』

「え？　それどういう──」

『ミソラ、万に一つということで聞きますが、久く遠どうの現在地を知りませんか？』

　久遠真しん一いち郎ろう。

　生徒会に所属する三年生で、二次世代型の理装執行者シミユレーターである男子生徒だ。ミソラや京花と同様に、理装執行者シミユレーターの生徒と二人で別地点を巡回中のはず。

「久遠先輩が何か？……まさか赤色標識レツドコードが!?」

『断言はできません。久遠そして組ペアのエリミラの認証ライセンスが、どちらも通信不通の状じよう況きようです。とはいえ通話に出ないのではなく、耳みみ障ざわりな雑音ノイズに邪じや魔まをされているだけですが』

「そっか。じゃあ赤色標識レツドコードを発見したとか、交戦中ってわけじゃないと？」

『現時点でわかっているのは認証ライセンスの雑音ノイズだけです。とはいえ、そのせいで定時連絡が来ないのも問題ですから。最も寄よりの巡回チームに確認を取りに向かわせるよう検討しています。その連絡は追って指示しますので』

「わかった。何かあったら俺も京花もすぐ動けるんで」

　認証ライセンスを片手にうなずいてみせる。

　通信が切れるのを確認し、ミソラは再び認証ライセンスを制服の内ポケットに収めた。

　……だけど、なんか気になるな。

　……久遠先輩だけじゃなくて、もう一人の先輩の認証ライセンスも通信不調だなんて。

　暴走バイオテスタ発生による情報手段である認証ライセンス。

　これに内蔵された精密通信機器は、まず誤作動を起こさない。多少の衝しよう撃げきで故障することもないし、その回線も中セ央ン統ト合ラ樹ルが用意した特別なものだ。

　それが通信異常？

　赤色標識レツドコードが第三衛星都市に現れ、その巡回に向かったと同時に起きた。偶ぐう然ぜんとは思えないほど、あまりに時期が嚙かみあいすぎている。

「どうかしたの？　エリスと妙みように長いこと話しこんでたじゃない？」

「まあちょっとな」

　不思議そうな表情でこちらの顔を覗のぞきこんでくるのは京花。

　そんな彼女に、ミソラはその場で腕うでを組みながら。

「久遠先輩の組ペア。どっちの認証ライセンスも調子が悪いんだってさ。通信に出ないとかじゃなくて、やたら雑音ノイズがうるさいせいで通話以前の問題なんだとか」

「へえ、珍めずらしいわね。二人ともちょうど認証ライセンスの調子が悪くなったなんて。あとそうね、二人の場所でたまたま電波の乱れが生じてるとか？」

「……待った。京花、いま何て言った？」

「え？」

　口を開けたまま、ぽかんと瞬まばたきをくり返す赤毛の少女。

「認証ライセンスの不具合の理由だよ。いまお前、何て言った」

「大したこと言ってないわよ。単に認証ライセンスの電波が乱れてるとかじゃない、くらいしか言ってないし。機械故障の理由なんていくらでも考えられ────」

「……それだ」

「え？」

「やばい！　くそっ、何で気がつかなかったんだよ！」

　赤色標識レツドコードを発見したら報告する。その指令に意識を傾けい注ちゆうしていたせいで、逆に、赤色標識レツドコードを目で探すことに気を取られすぎてしまっていた。

　唐とう突とつなる雑音ノイズ。

　それこそが赤色標識レツドコードの出現を示す警サイ鐘レンだったことに気づけなかった。

「フィアはここで俺のかわりに見張りを頼たのむ。京花、すぐにエリス先輩に連絡してくれ。久遠先輩は既に赤色標識レツドコードと接触してる可能性が高い！」

「なんですって!?　どういうこ────ちょっとミソラ!?　どこ行くの！」

「俺が久遠先輩のところに向かう。二人はここで待っててくれ！」

　京花とフィアが次の言葉を発するより先。

　ミソラは、交差点から続く公道をまっすぐ南へ走りだしていた。

　目指すは第12区画。

　雑音ノイズが示す、赤色標識レツドコードの潜せん伏ぷく地点へ。
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　沈ちん黙もくに包まれた空間。

　天を衝つくほどに巨きよ大だいな複合ビルが建ちならび、バイオテスタ関連の成長促そく進しん剤ざい、栄養剤、その他あらゆる商業関連の企き業ぎようが一点に集結する都心部。

　第三衛星都市・第12区画。

　巨大ビル内はおろか、そこに続く大公道にも一いつ切さいの人ひと影かげが存在しない。最強最悪の放浪バイオテスタ出現の情報を受けて、既に避ひ難なんは完かん了りようしている。

　静せい寂じやくなる都市。その交差点の中央で──




「お前が、このエリアの指揮官にあたる理装執行者シミユレーターか？」




　微び風ふうに黒くろ髪かみをなびかせる制服姿の少女。

　年ねん齢れいは、人間であれば十七歳か十八歳といったところだろう。麗うるわしくも端たん整せいな面おも立だちに、それに相応ふさわしい長身と成熟した肢し体たい。

　美しい──それ以外に喩たとえようのない容姿でありながら、こちらを見つめる緑玉色エメラルドグリーンの双そう眸ぼうには一切の慈じ悲ひも慈じ愛あいも無い。

　そして何よりの特とく徴ちようは、その制服の背部を突つきやぶって顕けん現げんした褐かつ色しよくの翼だ。

「私の質問は一つだ。時間が惜おしい。速すみやかに答えろ」

　明確な敵意。

　ただそれだけを視線と言葉に滾たぎらせて、その竜りゆう型バイオテスタは淡たん々たんと続けた。

「カルラをどこへ連れ去った」

「……カルラ？」

　渇かわききった喉のどから、たったその一言を久遠真一郎は必死に絞しぼりだした。

　……これが赤色標識レツドコード。

　……ＳＩＲＥＮサイレン唯ゆい一いつのΩオメガ指定種。なるほど、噂うわさどおりの怪かい物ぶつだ。

　背筋から滝たきのように汗あせが噴ふきだすのを止められない。

　純じゆん粋すいなる威い圧あつ感かん。Ⅰ級理装執行者シミユレーターとして暴走バイオテスタと何度となく相まみえてきたが、こうも息が詰つまりそうになる重圧は過去に経験したことがない。

「素す直なおに話せば、貴様もこの女のようにならずに済む」

　足あし下もとに横たわる銀ぎん髪ぱつの少女を睥へい睨げいする赤色標識レツドコード。

　エリミラ──久遠とともに第12区画を巡じゆん回かいしていた学園研究機関アカデミー三年生の少女だ。

　真正面から近づいてくる赤色標識レツドコードを真っ先に発見し、距きよ離りを置こうと逃にげだそうとした直後、声を上げる間もなく電でん撃げきを受けて地に倒たおれた。

「どういうことだ。放ほう浪ろうバイオテスタのお前が、なぜこんな昼間から、それも人目につく場所に姿を現す！」

「勘かん違ちがいするな人間。質問しているのは私だ」

　これみよがしにエリミラの背を踏ふみつけてみせる赤色標識レツドコード。

　人間の上位に立つ次バ世イ代オ新テ生ス物タ。その行こう為いはまさに、それを象しよう徴ちようするかのようで。

「私の妹のカルラを人間きさまらが連れ去ったことはわかっている」

「お前の妹だと!?」

　赤色標識レツドコードの妹にあたる存在がいる。

　それは久遠にとって、否いな、すべての理装執行者シミユレーターが初めて知らされる内容だった。

「答えろ。カルラをどこへやった」

「……悪いな。あいにくカルラとやらの居場所に心当たりはない」

　仲間の少女エリミラを足あし蹴げにされたことへの怒いかりを心中で抑おさえつけて。

　出来うるかぎりの平静を保って久遠は答えた。

「正直に話すが、お前に妹がいるなんて初めて聞いた話だ。連れ去るとか以前の問題でな。同じ質問を他ほかの理装執行者シミユレーターにしても同じことだろうさ」

　しかし理解はできた。

　なぜ赤色標識レツドコードが自ら、自分たちの前に姿を現したのか。おそらくは妹を人ひと質じちに取られたと考え、その妹を奪だつ還かんするための情報を入手しようと姿を見せたのだ。

　理装執行者シミユレーターと制圧機動隊。

　バイオテスタを鎮ちん圧あつする人間たちを、片かたっ端ぱしから尋じん問もんする気で。

　……だけど、Ⅰ級理装執行者シミユレーターの俺すら知らない赤色標識レツドコードの妹を捕ほ獲かくした？

　……どこの誰だれの真ま似ねだっていうんだ？

　エリスが妹の存在を知っていれば、必ずその情報は自分たちにも回ってきていたはず。今回はそれがない。つまり無ゼロ級きゆう理装執行者シミユレーターである彼女も知らない事実ということだ。

「もう一度言ってやろうか？　おそらくお前は、人間オレらがお前の妹を人質に取ったと思って、それでわざわざ俺たちに見つかるよう出てきたんだろうが、それは勘違いだ」

「────」

　沈黙する赤色標識レツドコード。

　その間に、久遠は背中側に回した手で認証ライセンスの画面を操作した。

　広域音声記録。

　通信機能とは別に、認証ライセンスに備えられた機能だ。本来なら今すぐエリスと通話をつなぎ、この会話をエリスに届けたい。だが迂う闊かつに通話機能を開けば、事情を知らないエリス側からの声が赤色標識レツドコードに聞き取られる可能性がある。

　ゆえに、今は悟さとられぬよう会話を記録するのが最善手。

　……だけど、何度操作しても音声記録が始まらないのはどうしてだ？

　……一度や二度じゃない。さっきから何度も試ためしているのに。

「玩具オモチヤいじりが趣しゆ味みか？」

　心まで見み透すかすように、じっとこちらを見つめる赤色標識レツドコード。

「その背中に隠かくした機器で何をしたいか知らんが、貴様の持つ認証オモチヤが作動することはない。既にこの場を中心とし、半径三百メートル圏けん内ないは私の電磁領域だ」

「……電磁妨害ジヤミングか！」

　奥歯を嚙みしめ、久遠は手にした認証ライセンスを足下に放ほうり投げた。

　電磁界──

　赤色標識レツドコードの能力が電気ウナギの発電を参考にしたものだという情報は、周知の事実。

　その電気ウナギが、濁にごった水域内で獲え物ものを探知するのに用いるのが電界だ。周囲に微び弱じやくな電気を張り巡めぐらせ、音波探知ソナーのように獲物の場所を探さぐるとされている。

　赤色標識レツドコードの電磁妨害ジヤミングは、その応用。

　圧あつ倒とう的てきな電磁力によって形成された電磁界の範はん囲い内では、精密機器の一部機能が阻そ害がいされる現象が生じる。それを意図的に発生させて認証ライセンスの機能を妨害しているのだろう。

　……どうりで、副会長との通話が乱れてたわけだよ。

　……あの雑音ノイズこそコイツが近づいてきてる証しよう拠こだったわけだ。

　過去の交戦履り歴れきから、赤色標識レツドコードが電界を操作することについては報告があった。

　しかしそれは広域の電界で人間側の行動を把は握あくすること、そして遠えん距きよ離りからの射しや撃げきを寸前に感知して回かい避ひするためと推測されていた。

　まさか電磁妨害ジヤミングによる精密機械の作動妨害まで可能だとは……

「ずいぶん器用な真似をするじゃねえか」

「私を製造した科学者ニンゲンが、私に学習させた物理事象の一例だ。今まで人間に追いつめられることもなかったから実じつ践せんする機会もなかったが」

　無感情な瞳ひとみでこちらを見つめる竜型バイオテスタ。

「今度ばかりは別だ。私がカルラの奪還で動いていることを、悟られることに利点はないだろうからな」

「なるほどね。それで隠し芸の初披ひ露ろうってわけか」

　一歩、また一歩と近づいてくるΩオメガ指定種。

　それに対し、久遠もまた臆おくさずに足を前に踏みだした。

「で、俺の口からそれが広まったらどうする気なんだ？」

「無い」

　最強最悪の放浪バイオテスタ。

　少女の姿をした怪物が、その翼つばさを一度大きく羽ばたかせた。

「カルラの連行先を知っていれば見み逃のがしてやろうかとも考えたが。貴様がそれを知らない以上、私の目的を知った貴様を、私が逃がす理由があると思うか？」

「……ああ、なるほどね」

「醜みにくくひれ伏ふせ、人間」

「上等だ！　こっちだってな、いいかげん頭にキテんだよ！」

　赤色標識レツドコードの足下に倒れる学友を見つめ、久遠は吼ほえた。

　──エリミラ。

　──自分の級友であり、共に暴走バイオテスタの鎮圧に向かったこともある仲間だ。

　そんな彼女が悲鳴を上げて逃げようとする背中を摑つかみ、何一つ弁解も許さず電流を浴びせて昏こん倒とうさせた。まったくの慈悲無く。

　……なあ副会長、コレは有りだよな？

　……俺が赤色標識レツドコードに立ちむかったって許されるよな？

　Ωオメガ指定種。

　その意味は「喫緊の危険性が確認できない場合、手を出す義務はない」というものだ。

　中セ央ン統ト合ラ樹ルから下されたこの指定ゆえに、理装執行者シミユレーターの中でも自分から赤色標識レツドコードに挑いどむのはごく一部の有志のみだ。

　だが、現い在まは違ちがう。

　この最悪のバイオテスタは明らかに人間を敵視し、いかなる暴力をも辞さないつもりでいる。カルラという妹を本当に人間が捕獲したのか定さだかではないが、その妹を見つけるまで赤色標識レツドコードの暴ぼう虐ぎやくは止まらないだろう。

「抵てい抗こうしないなら心ここ地ちよく眠ねむらせてやる。眠るのは、この冷たい地面の上だがな」

「……悪いが、俺はそういう諦あきらめるってのが一番嫌きらいでね」

　拳こぶしを握にぎりしめる。

　その拳をΩオメガ指定種へと突きつけて、Ⅰ級理装執行者シミユレーターである青年はそう告げた。

「お前が好き勝手暴れるおかげで、学園研究機関アカデミーの同級生も先生も、その家族も、皆みんなが怖こわがって家から一歩も出られない。お前の足下で倒れてる俺の級友だってな、本当はバイオテスタが好きでしょうがない優やさしい奴やつなんだよ。だけど、だからこそソレが暴走するのを止めたくて理装執行者シミユレーターになった。……わかるか？　お前という凶きよう悪あくな放浪バイオテスタが一体いるせいで人間が怯おびえて、バイオテスタそのものを信じられなくなるんだよ！」

「…………」

「だから、俺がお前を鎮圧する！　この都市の皆が、いやＳＩＲＥＮサイレンに暮らす人間すべてが安心して生活できるようにするためにもな！」

「……なるほど」

　翼を生やした少女の応こたえは、冷れい笑しようだった。

　話にならない。

　そうとでも言いたげに大おお仰ぎように溜ため息いきさえついてみせる。

「やはり人間の理り屈くつはどれもこれも同じだな。それに従うバイオテスタも愚おろかだが、一番滑こつ稽けいなのは、やはり人間の思考そのものだ」

「……なに？」

「お前の言う人間の安あん寧ねい。そこにバイオテスタの安息など存在しない」

　──ジッ。

　赤色標識レツドコードの指先から、雷らい光こうにも似た光が迸ほとばしる。




「人とバイオテスタは、相あい容いれない生そん物ざいだからだ」




　少女の姿をした竜りゆう型バイオテスタが姿勢を低くする──

　そう認にん識しきした直後。

　赤色標識レツドコードの姿は、久遠のわずか一メートル手前にまで迫せまっていた。

　瞬しゆん間かん転移。

　目を離はなすどころか完全に集中しきっていたにもかかわらず、重反応加速アクセルによって加速した久遠の神経伝達速度をもってしても、赤色標識レツドコードの動きを見きるどころか、反応することすらできなかった。それが意味するところは、すなわち。

　……こいつ!?

　……俺が瞬きした瞬間を狙ねらって距きよ離りを詰つめやがった!?

　人間なら誰しもが無意識下に行う「周期性瞬まばたき」。そのわずか〇・一秒という刹せつ那なの視界暗転を、このバイオテスタは明らかに狙っていた。

「ぐっ！」

　無理やりに身体からだを捻ひねりながら後方へとのけ反らせ、何万Ｖボルトという超ちよう高電圧をまとった赤色標識レツドコードの手刀を紙かみ一ひと重えで回避する。

　重反応加速アクセル。

　理装執行者シミユレーターにおける、対バイオテスタ鎮圧用の特異能力だ。

　──『ＡＴＰアデノシン三リン酸』の極大生成による運動能力向上。

　──全神経系における神経衝撃インパルスの伝導加速による認識・対応能力向上。

　これら二つの生体化学反応の加速を重ね合わせ、人間をはるかに上回るバイオテスタの筋力と反射神経に対たい抗こうする。

「っ？　反応した？」
















「あいにく、身内に似た真似をされた経験があるんでね！」

　無ゼロ級きゆう理装執行者シミユレーターエリス・アーセナル・舞まい花か。

　彼女と組み手をした時、同じ方法で何十回と床ゆかに叩たたきつけられたのを今でも覚えている。その翌朝に教えてもらった種明かしが、まさに赤色標識レツドコードの接近方法だ。

「なるほど。だが無意味だ」

　黒くろ髪かみをなびかせる少女。

　その彼女が、後方へと跳ちよう躍やくした自分めがけ一いつ瞬しゆんで距離を詰めてくる。

「重反応加速アクセルというらしいな。その理装執行者シミユレーターの移動。それで加速したつもりか？」

「なっ!?」

　驚きよう愕がくの声が喉のどから漏もれた。

　今度こそ瞬きなどしていない。ただ純じゆん粋すいに、重反応加速アクセルによって超加速した自分の移動以上の速さでもって、赤色標識レツドコードが追いついてきたのだ。

　……馬ば鹿かな、なんだこの常識外れの脚きやく力りよく。

　……こいつの筋肉細さい胞ぼうはほぼ全すべて、発電専用の発電板じゃなかったのか!?

　筋肉細胞が進化して生まれた発電板。

　しかし発電機能の代だい償しように、本来の筋肉細胞が持つ筋力は大半が失われてしまう。

　いま赤色標識レツドコードの背中に顕けん現げんしている翼もそう。あくまで強力な発電組織のために存在する部位であって、発電能力を有するかわりに飛行機能は無いに等しい。

　そのはずが。

　なぜ理装執行者シミユレーターの重反応加速アクセルに反応し、そして追いつく瞬しゆん発ぱつ力りよくを有しているのか。

「創造者が、被ひ創造物ごときに蹂じゆう躙りんされる気分はどうだ？」

　嘲ちよう笑しようめいた笑えみをうかべて迫るΩオメガ指定種。人間など触ふれただけで失神させる強電流をまとう指先が、今度こそ久遠の右みぎ腕うでを制服の上から鷲わしづかみにした。

「終わりだ」

「……なんて思ったか？」

　強電流を浴びて倒たおれる。

　先の理装執行者シミユレーターの少女や、今までに返り討うちにしてきた数えきれぬほどの理装執行者シミユレーター、制圧機動隊の人間たちと同様に例外はない。

　なかばそう確信していた赤色標識レツドコードが、わずかに表情を歪ゆがませた。

　──電気が流れない。

　制服ごしに触れているはずなのに、この理装執行者シミユレーターの制服と肉体の狭はざ間まにある何かが、電流の到とう達たつを阻そ害がいしているのだ。

「貴様？」

「お前の能力が電でん撃げきってことは、理装執行者シミユレーターの間じゃ常識なんだよ！」

「なんだ、この感かん触しよく？　服の内側に何を仕し込こんでいる？」

「何も仕込んでねえよ」

　反射的に手を離して距離をおこうとする赤色標識レツドコード。

　それを許さず、逆に一歩足を踏ふみだして拳を振ふりあげる。

　エリスの刀や京花の投ダ擲ー矢ツ、さらにはレイベルトの双そう銃じゆう。

　理装執行者シミユレーターの多くがバイオテスタ鎮ちん圧あつ用として専用武器を用意する一方で、久遠真一郎の攻こう撃げき手段はミソラと同じく己おのれの拳そのものだ。だがミソラと決定的に異なる点が、久遠の振るう拳が、単なる「握り拳」ではないということだろう。

「人間をなめるんじゃねえ！」

「私を殴なぐる？　愚かな、そんな素す手でで私を殴れば貴様の方が────ッッッ!?」

　見下しきった赤色標識レツドコードの視線。

　だがその並外れた動体視力が、久遠の拳に「輝かがやく何か」を確かに捉とらえた。

「そういうことか……」

　目をみひらいた少女が、両りよう腕うでを交こう叉ささせて防ぼう御ぎよの姿勢をとる。

　四年間にわたる人間との交戦履り歴れき。その中で、ＳＩＲＥＮサイレン最強とも噂うわさされる赤色標識レツドコードが防御の姿勢をとったことなど、無数の戦績のうち過去に三度もないだろう。

　久遠の拳。

　その振りおろす拳が、赤色標識レツドコードの構える両腕の防御によって阻はばまれる。

　破は裂れつ音。鋼鉄の鎚矛メイスでやわらかい物を叩きつぶしたような鈍にぶい音が、こだました。

「っ……！」

　わずかに顔をしかめ、後退したのは最強のバイオテスタである赤色標識レツドコード。

　久遠の拳の直ちよく撃げきこそ防いだものの、その両腕の皮ひ膚ふ上には、内出血を示す赤黒い斑はん点てんが痛々しく刻まれている。

「痛いか？　だがな、そこに倒れてるエリミラや、お前が今まで痛めつけてきた人間の痛みはこんなもんじゃねえぞ！」

「…………」

　それには応えず。

　黒髪の少女が無言で見つめる先は、久遠真一郎の両拳だった。

「第二世代型。理装執行者シミユレーターの適格者のうち、Ｎ因子適合率が45％以上である人間を指し、そのＮ因子適合施せ術じゆつの結果、第二可逆生成パラダイムと呼ばれる固有の生化学反応の実行を可能にする。……だったか？」

「詳くわしいじゃねえか。その知識も、お前を製つ造くった学者からの教育ってわけだ」

「多少、手順を誤ったな」

　血の滲にじんだ部位を舌でなめて消毒する赤色標識レツドコード。

　足あし下もとに倒れたままの少女エリミラと久遠とを冷ややかに見比べて。

「貴様から先に潰つぶしておくべきだった。よりによって貴様の第二可逆生成パラダイムが、私の電撃を防ぐ能力だったとは」

「そいつはお気の毒だな」

　第二可逆生成パラダイムの発動は、理装執行者シミユレーターの中でも一ひと握にぎりの選ばれた者だけに与あたえられた天てん恵けい。

　しかし固有能力そのものを選ぶことはできない。

　さらに、それが必ずしもバイオテスタの鎮圧に適しているわけではない。京花やエリス、そして久遠のようにその能力が交戦に役立つのは、第二世代型の理装執行者シミユレーターの中でも実は数えるほどしか人員がいないとされている。ゆえに貴重な人材の確保として、まだ十代でありながら理装執行者シミユレーターの資格を与えられるというわけだ。

　そして、その中で──

　久遠真一郎の第二可逆生成パラダイムは、まさに『対電撃』能力と称しようしても過言ではない。

「炭素同位体ダイヤモンドによる絶ぜつ縁えん……か？」

「言っただろ。お前の電撃はとっくにＳＩＲＥＮサイレン中で知れわたってるんだよ」

　煌きらめく宝石を拳こぶしの表面に具現化させて、久遠はそれを赤色標識レツドコードへと突つきだした。

　金剛石ダイヤモンド。

　天然に存在するもっとも硬かたい宝石として知られる物質だ。

　──『不ふ定てい性せい共きよう有ゆう物ぶつ質しつ』

　──それが久遠真一郎に授さずけられた固有の第二可逆生成パラダイムの通つう称しよう。

「ダイヤモンドがなぜ硬いか知ってるか？　炭素同位体による共有分子結合。原子に存在する電子同士が強固につながり合う結合の中で、四面体形っていう最高に『完成された』天然の結合だからだ」

　ダイヤモンドは炭素（Ｃ）の集合体である。

　つまりは鉛えん筆ぴつの芯しんのような黒鉛グラフアイトと同じ元素で出来ているのだが、黒鉛グラフアイトと違ちがうのは、ダイヤモンドにおいては炭素原子同士が極きわめて強固に結びついているということだ。

　炭素原子の共有結合。

　これがダイヤモンドに世界最強の硬こう度どを与えると共に、もう一つの特性を与えた。

　──すなわち。

　──ダイヤモンドの共有結合は電気を通さない。

「お前が一番よく知ってることだろうがよ、この世界には電気を通すものと通さないものがある。前者を伝導体、そして通さないものを絶ぜつ縁えん体たいと呼ぶわけだ。そしてこの違いは、その物質内部に『自由電子』があるかどうかで決まる」

「…………」

「ダイヤモンドを構成する炭素原子は、炭素原子と電子とが全部綺き麗れいに結びついちまってるからな。ダイヤモンドの内部に電気を導くための自由電子なんてほとんど無いなんだよ。だから電気はまず流れない」

　ガラスや紙、プラスチック。

　人間に身近なものでも絶縁体は数多く存在する。だが、たとえ絶縁体であってもそれがプラスチックの鎧よろいであれば、赤色標識レツドコードの腕わん力りよくでプラスチックの装そう甲こうを破は壊かいして、その隙すき間まから電撃を浴びせられるだけだろう。

　しかし最強硬度をほこるダイヤモンドであれば話は別。

　電気を通さず。

　そして何ものにも破壊されることがない。

「なるほど。その可逆生成パラダイムとやらで生化学反応を操作して、体内の有機物から炭素を剝はく離り、再結合させてダイヤモンドとして具現化させているわけか」

「そういうこった」

　久遠の拳は、いわば『ダイヤモンド製の手てつ甲こう』をまとった状態だ。

　全身を強電流で覆おおった赤色標識レツドコードに素手で触れても感電することなく、さらに最強硬度のコーティングにより殴おう打だの破壊力も飛ひ躍やく的に上じよう昇しようする。

　……だけど、それをこんなに早く見破ってくるのかよ。

　……一いち撃げき殴なぐる前に、俺の第二可逆生成パラダイムをほとんど完かん璧ぺきに看破しやがった。

　頰ほおを冷たい汗あせが伝っていく。

　先の衝しよう突とつでダメージを負ったのは赤色標識レツドコードだが、衝撃を受けたのはむしろ久遠の方だと言っても過言ではない。

　──久遠が振りあげた拳。

　その拳の表面に『光るもの』が具現化されているのは、観察すれば誰だれにでもわかることだろう。だが驚きよう愕がくすべきは、自分の電撃を受けても久遠が平然としていたことから、その手に宿る物質が単なる金属ではなく絶縁体であると瞬しゆん時じに察知。そして──




〝炭素同位体ダイヤモンドによる絶縁……か？〟




　久遠の能力が炭素を操あやつるものであると看破し、攻撃を受ければダメージは免まぬかれないことを悟さとった上で、迷わず防御行動を取ったことだ。それも久遠が重反応加速アクセルで超ちよう加速した中での、刹せつ那なの合間にだ。

　あの一いつ瞬しゆんの交叉。

　もし赤色標識レツドコードが久遠の能力に気づかなければ、久遠の拳は赤色標識レツドコードの強電流を弾はじきつつ、その胴どう体たいに深々と刺ささっていただろう。

　昏こん倒とう。そうでなくても相当な深手となる一いち撃げきのはずだった。

　……それを。

　……両手のちょっとした内出血だけに留とどめやがった。

　そして何より不ふ穏おんなのが赤色標識レツドコードの、こちらを見つめるその目だ。

　何一つ変わらない。自分の電撃が絶縁体によって弾かれたことも、両腕の内出血の傷も、まるで戦せん闘とうに影えい響きようないと言わんばかりの無感情な双そう眸ぼう。

「絶縁体ダイヤモンドを具現化できるのは、拳の部位だけか？」

　黒くろ髪かみをなびかせる少女。

「もう一度試ためしてみるか」

「何度やっても同じだっつってんだよ！」

　内心の動どう揺ようを押し殺し、久遠は再び地面を蹴けった。

　地を這はうほどに身を屈かがめて疾しつ走そうしてくる赤色標識レツドコード。その軌き道どうに対し、こちらはそれを回かい避ひするように真横へと跳ちよう躍やく。

　だが赤色標識レツドコードも瞬時にその動きを察知し、跳躍する先を見み越こしてさらに加速。

　……やっぱりだ。

　……こいつ、重反応加速アクセルで加速した俺より速い!?

　距きよ離りを離はなそうとしても無む駄だ。後方へ跳とんでも横へ逃にげても、瞬時にこちらの挙動を察知し、みるみるうちに距離を詰つめられていく。

「くっ！」

「遅おそすぎる」

　少女の伸のばした腕うでが、久遠の腕をすり抜ぬけて右みぎ肩かたを摑つかむ。

　通常ならこの瞬しゆん間かんに電でん撃げきを受けて倒たおれる。……が、赤色標識レツドコードの手から流れる電撃は久遠に伝わることなく、具現化した絶縁体ダイヤモンドによって再び阻まれた。

「なるほど？　任意の位置にダイヤモンドを具現化できるわけか」

「だから、無駄だって言ってんだろうが！」

　顔と顔とが触ふれあうほどの距離から拳を振ふりあげる。

　狙ねらうは顎あご先さき。

　が、その拳が触れる寸前に竜りゆう型バイオテスタは身をひるがえし、一跳びで後方十メートル以上も先へと逃のがれていた。

「……お前、どうなってんだ。そのデタラメな機動力はよ」

「答える意味などない」

　目にかかった髪かみを払はらいのける少女。

「お前の顔も見み飽あきた。カルラの居場所を知らない以上、お前の遊ゆう戯ぎに付きあう気はない」

「なに？」

　そして────
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　黒髪の少女が一言、そう呟いたのを確かに聞いた。

　呟いて。

　ただ、それだけだ。先のように突とつ進しんしてくるわけでもなく、身体からだ全体から火花を散らすようなこともない。その場にじっと佇たたずみ、微び動どうだにしない。

「なんだ？　おい、今のは────ッッッ痛つぅッッ!?」

　途と方ほうもない激痛。

　全身の皮ひ膚ふが張はり裂さけたような痛みが久遠の右みぎ腕うでを襲おそったのは、その時だった。

「…………そん……な…………」

　自分の右手から右肩まで。

　最強硬度の絶縁体であるダイヤモンドで保護していたはずの部位が焼けただれ、真っ赤に腫はれ上がっていたのだ。そこにあったはずの制服の生き地じにいたっては、繊せん維い一つ残らず消失してしまっている。

　……火傷やけど？　そんな馬ば鹿かな。

　……いま奴やつは何もしてなかったはずなのに。

　たとえば落らく雷らいは極めて高熱であることが知られている。落雷を受けた大木が真っ二つに割さけてそのまま燃え上がるという現象も稀まれではない。

　だが、それは電流が大木を通過したからこそ起きる現象だ。

　絶縁体で防ぼう御ぎよした右腕のこの大火傷。そして制服の生地が炭化どころか消し飛ぶほどの高熱など、電撃を浴びないかぎり生じるはずがないというのに。

「……そんな。電撃は……」

「防御した？　そんな気でいたか？」

　慈じ悲ひ無き瞳ひとみでこちらを見つめるΩオメガ指定種。

　それが無防備に背中を向けた。

　──もはや興味も失うせた。そう言わんばかりの仕草で。

「人間は、最初から誰だれ一人ひとりとして私の能力ちからを理解していない。それはつまり、人間はどう足あ搔がいたところでバイオテスタを理解できない存在だというわけだ」

「…………なっ!?」

「冷たき大地にひれ伏ふせ、それがお前の宿命だ」

　それが。

　久遠真一郎の聞いた、赤色標識レツドコードからの最後の言葉だった。
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　第三衛星都市・第12区画中央部──

　巨きよ大だいな複合ビルが建ちならぶ無人の公道を、ミソラはひたすらに走り続けていた。

　もうどれだけ走り続けたことか。

　認証ライセンスによる通話も位置探知も機能しないことがわかっている以上、エリア全域を駆かけめぐる以外に目的の生徒を見つける術すべはない。

「くそっ、久遠先せん輩ぱい……！」




〝久遠先輩の組。なんだかどっちも認証ライセンスの調子が悪いんだってさ〟

〝へえ、珍めずらしいわね。ていうことは二人の場所でたまたま電波の乱れが生じてるとか？〟




　ミソラを走らせた理由はただ一つ、京花が何気なく口にした一言だ。

　電波の乱れ。中セ央ン統ト合ラ樹ルによって完全に統制されたＳＩＲＥＮサイレンの情報通信網もうにおいて、そんな現象は通常ならば存在しない。

　だがもしも、それが人じん為い的に発生したとすれば？

　……赤色標識レツドコードならソレができる。

　……大規模の電界でエリア中を覆うことで、認証ライセンスの電磁妨害ジヤミングが可能になる。

　だとすれば赤色標識レツドコードが潜ひそんでいる場所は。

　この第12区画？

「どこだ先輩！　久遠せんぱ──────っ………………」

　開けた交差点。信号機が赤と青を交こう互ごに点てん滅めつをくり返すだけの、無人の空間。

　その先に──

「久遠……せん……ぱ……？」

　理装執行者シミユレーターである女子生徒がうつ伏ぶせに倒れている姿。

　そして、さらにその奥に。

「………………」

　立ったまま意識を失っている男子生徒。

　腰こしから上に相当する制服だけが、まるで蒸発したかのように消しよう滅めつし、逞たくましく鍛きたえあげられた上半身には、言葉に尽つくせぬほど惨むごたらしく火傷の痕あとが刻まれていた。

　真っ赤に腫れ上がった上半身。

　制服が一瞬にして蒸発するほどの熱を浴びたことで、全身の皮膚が破け、腹部から顔までのいたるところから痛々しく血が滲にじみ出ている。

「久遠……先輩…………？」

　意識はない。

　否いな、たとえ意識があっても到とう底てい言葉を発する体力など残っていなかっただろう。

　それでもなお──

　ミソラの前に立つ男子生徒は、意識を失った今も地にひれ伏すことなく、自らの両足でその場に立っていた。

　赤色標識レツドコードの暴ぼう虐ぎやくに、最後まで立ちむかう意志の表れであるかのように。
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　ＳＩＲＥＮサイレンの夜が更ふけていく。

　夜十時。

　普ふ段だんならば居住区の家屋ではリビングの明かりが点ともり、バイオテスタ研究施し設せつにおいては今からが深夜実験の時間にあたる。

　しかし今日だけは違ちがう。都市の全区域で民家から明かりが消え、バイオテスタの研究施設にも研究員たちの姿はない。巡じゆん回かいにあたる理装執行者シミユレーターと制圧機動隊を例外として、誰だれもが自宅に避ひ難なんし、赤色標識レツドコードの目に留まらぬよう息を潜めているからだ。

　第三衛星都市・第９区画。

　たった一つ照明の点った建造物である救急医療施設メデイカルセンター。その受付前エントランスで──

「二名の緊きん急きゆう手術、終わりました」

　二階に続く階段から下りてくるのは、刀を携たずさえた銀ぎん髪ぱつの少女だった。

「まずエリミラですが、彼女は軽傷です。いつも通りの被ひ害がい……という言葉は抵てい抗こうもありますが、電気ショックによる随ずい意い筋きんの一時的麻ま痺ひと、その痛みと衝しよう撃げきによる昏こん倒とう。久遠と比べれば傷など無いに等しい」

　一呼吸。

　天を仰あおぐように天てん井じようを見上げて、エリスが深々と息を吐はく。

「久遠は、現在も集中治ち療りよう室で治療が続いています。症しよう状じようは上半身に集中した火傷。真皮におよぶ火傷深度もそうですが、むしろ危険なのは上半身ほぼすべてにいたる火傷の面積具合です。現在は薬やく剤ざいによる処方が続いている。そして、ミソラ──」

　エリスの双眸が階下の自分へと向けられる。

「素直に礼を言います。あなたが久遠の持ち場に駆けつけて応急処置を施ほどこさなければ、さらに深刻な事態になっていたのは確実でした。今回は私の失態であり責任です」

「……いや」

　乾かわいた笑えみを浮うかべ、ミソラは受付前エントランスの席から立ち上がった。

「エリス先輩のせいじゃない。俺だって、認証ライセンスの雑音に違い和わ感かんを覚えたのは本当に偶ぐう然ぜんだった。赤色標識レツドコードの電界が精密機械にまで干かん渉しようしたなんて今までなかった。エリス先輩が気づけなくても誰がそれを責められるんだよ」

　第12区画へと駆けつけて。

　京花とフィアが呼んだ応おう援えん部隊が駆けつけるまで、最も寄よりのビルの水道から冷水を運び、ミソラはひたすらに久遠の火傷を冷れい却きやくし続けた。

　単純ではあるが、医師が到とう着ちやくするまではもっとも有効で現実的な応急処置だ。

「あとは──」

　受付前エントランスの席に黙だまって腰かけるのは少女二人。

　フィア、そして京花がじっと自分を見上げて頷うなずくのを確かく認にんして。

「それでエリス先輩、赤色標識レツドコードがどこに行ったかっていう情報は……」

「不明です」

　静かに首を横にふる無ゼロ級きゆう理装執行者シミユレーター。

「今も第三衛星都市の全域で巡回は続いています。ただし、学園研究機関アカデミーの理装執行者シミユレーターには私から新しく命令を出しています」

　絶対に交戦しないこと。

　どんな状じよう況きよう下かであっても、間ま違ちがっても久遠やエリミラの仇かたきを討うとうなどと考えないこと。

「京花」

「……なによエリス」

　義あ姉ねに名指しで呼ばれ、赤毛の少女がゆっくりと顔を上げる。

「もう一度だけ、あらためて念を押しておきます。もしあなたが赤色標識レツドコードを発見した場合、絶対に交戦を考えないこと」

「それ、どんな時であっても？」

「例外はありません。赤色標識レツドコードの拘こう束そくにもっとも適した能力を有していたはずの久遠が敗北した以上、もはやⅠ級理装執行者シミユレーターでもアレを鎮ちん圧あつするのは至難の業わざでしょう。ゆえに、赤色標識レツドコードを発見した場合には私が────」




「やめとけ、エリス先輩」




　階段の踊おどり場ばに立つ無ゼロ級きゆう理装執行者シミユレーター。

　そんな彼女を見上げ、ミソラは弱々しく首を横にふってみせた。

「久遠先輩の敵かたき討うちのつもりなら、考え直した方がいい」

「？　それはどういう意味ですか」

「……見誤ってた。久遠先輩だけじゃない、この俺も、赤色標識レツドコードっていうバイオテスタはちょっと強い放ほう浪ろうバイオテスタくらいの感覚でしかなかった。だけど違う。アレは本当に生半可に手を出していい相手じゃなかったんだ」

「それは承知です。しかし今回、赤色標識レツドコードは日中のうちに都心部に姿を現し、久遠たちを襲しゆう撃げきした。理由はわかりかねますが、今までにない凶きよう暴ぼう化、ないし暴走している可能性が考えられます。ここで止めねば、さらに被害が拡大するでしょう」

「違う！　危険すぎるってのがわかったから止めてるんだよ！」

　静せい寂じやくが支配する受付前エントランスで。

　絶ぜつ叫きようにも似たミソラの声が、通路の先へと反はん響きようしながら伝わっていく。

「ミソラ？」

　不安そうな面おも持もちで自分を見上げるフィアの視線を感じながら。

「……俺が甘かった」

　ミソラは、下した唇くちびるを嚙かみしめて吐と息いきをついた。

　──師アナスタシアと共に、そして彼女と別れてからも様々なバイオテスタを見てきた。

　──だが初めてだ。

　──心の底から、こんなにも勝機の見えない相手バイオテスタと出会ったのは。

　まだ自分は赤色標識レツドコードを目もく撃げきさえしていない。

　なのに今、ソレを脳のう裏りにうかべるだけで背中の怖気おぞけが止められない。

「Ωオメガ指定種どころじゃない。赤色標識レツドコードってのは、もう本当にバイオテスタとかの次元を超こえてる生物だったんだ。ＳＩＲＥＮサイレンのすべてのバイオテスタと理装執行者シミユレーターが集まっても勝てる相手じゃない。ああ、そうさ。少なくとも俺は……赤色標識レツドコードのもう一つの能力に対して、まったくといっていいくらい対たい抗こう策が思い浮かばない」

「もう一つの能力？　どういうことですか？」

　訝いぶかしげな表情でエリスが眉まゆ根ねを寄せる。

「赤色標識レツドコードの能力は強電流。現に認証ライセンスの通信を電磁妨害ジヤミングしたのは、あのバイオテスタの電界によるもの。そう言ったのはあなたでしょう？」

「そうさ。そして久遠先せん輩ぱいの第二可逆生成パラダイムなら、電でん撃げきは炭素同位体ダイヤモンドの具現化で対抗できたはずなんだ。だけどもう一つの能力にはまったく対抗できなかった。……思いだしてくれエリス先輩。それにフィア、京花もだ。久遠先輩が受けた火傷やけどの状じよう況きようを」

　久遠真一郎の上半身に刻まれた火傷は、身体からだの正面に集中している。

　背中にはほぼ一いつ切さいの火傷がない。

　つまり真正面から「何か」を浴びた上での火傷ということになる。これがもし電撃に付ふ随ずいする高熱によるものであれば、こうも局所的な火傷にはなるまい。

「赤色標識レツドコードの能力で俺たちが知ってるのは桁けた外はずれの発電と電界だ。でも久遠先輩は違う。あの人の傷は、そんな電流を受けたものじゃない」

　火傷の代表といえば真っ先に思い浮かぶのが炎ほのお。

　だが多少の炎であれば、これも久遠の第二可逆生成パラダイムで防ぐことができたはず。

　仮に火か炎えん放射のような技わざを赤色標識レツドコードが持っていたとしても、重反応加速アクセルによる超ちよう知覚と超反応を有する理装執行者シミユレーターなら十分にかわせたはず。

　にもかかわらず、久遠の火傷は身体の正面に集中している。

　もし攻こう撃げきを避さけようとしていれば身体の側面や背中にも火傷の痕が残っていただろう。それが無いということは、すなわち攻撃を受ける瞬しゆん間かんまで、久遠は赤色標識レツドコードの攻撃を認識すらできなかったということだ。

「エリス先輩もわかるだろ。あの用心深い久遠先輩が、真正面から、まったく反応できずに攻撃を浴びたってことがどれだけ異常なことか。Ⅰ級理装執行者シミユレーターが避けるどころか反応もできない攻撃。それはいったい何だと思う？」

「……予想がついてるの？」

　そう尋たずねたのは、じっと隣となりで話を聞いていた京花だった。

「久遠先輩の傷が今までの被害と違うってのは、それは私だって一目見てわかったわよ。だけど赤色標識レツドコードのもう一つの能力だなんて、それでどう判断しろっていうの？」

「確信は、俺にもない」

　京花の視線を受け、ミソラは絞しぼりだすように声を吐きだした。

「だけど俺の予想が正しいとしたら、エリス先輩でも対策無しじゃ絶対に勝てない。ＳＩＲＥＮサイレンの誰が何人で向かおうと、Ａ級バイオテスタを何体出動させようと、久遠先輩とまったく同じ攻撃方法でやられるだけだ。……俺も含ふくめてな」

「なによ？　憶おく測そくでもいいから言いなさいってば」




「竜りゆうの息吹いぶき、だよ」




「竜の……息吹？」

　一いつ瞬しゆん、狐きつねにつままれたように呆ほうけた表情の京花。

「……何よそれ、お伽とぎ話ばなしじゃあるまいし。竜が炎でも吐くって言いたいの」

「炎じゃない。だけどこれ以上に相応ふさわしい表現が見あたらないんだ」

　我知らずのうち握にぎりしめていた両の拳こぶし。

　そこに滲にじむ大量の汗あせは、自分でも気味が悪いほどに冷たいものだった。

「俺の予想する『竜の息吹』の特性は、射程・赤色標識レツドコードを中心として半径数百メートル。瞬間速度四○○○メートル毎秒、温度一〇〇〇〇度超」

「──ッッ!?　何よそれ、どうしたらそんな馬ば鹿かげた数字が出てくるの!?」

「物理化学として説明できる事象だからだよ。さらに言えば、いいか、今のは俺が推定で見積もった中でも最低の数値だ。これがさらに、射程どころか瞬間速度も温度もここから十倍以上跳はね上がることだって考えられる」

「…………」

　椅い子すから立ち上がったまま言葉を失う京花。

「……噓うそでしょ。落らく雷らい級の発電能力だけでも常識外れだっていうのに、その竜型バイオテスタはどれだけ反則的な能力を兼かねそなえてるのよ」

「いや、その認識自体は間違ってない」

「え？」

「赤色標識レツドコードの根底は、京花の言った落雷級の発電能力であるのは間違いない。俺が言った『竜の息吹』はその応用で、究極形だ」

　静かに、深々と──

　自分の声が静寂の中へとこだまし、そして消えていくのを感じながら、ミソラは階上のエリスへと背を向けた。

「とにかくエリス先輩も、間違っても今は赤色標識レツドコードと戦おうなんて考えないでくれ。久遠先輩のこと心配してる気持ちもわかるけどさ。……俺に、もう少しだけ考える時間をくれ。悔くやしいけど、それくらい危険すぎる相手なんだ」

　受付前エントランスから続く病びよう棟とうへ。

　明かりの消えた無人の通路を、ミソラはを嚙みしめながら歩き続けた。

　薄うす暗ぐらい通路のなか。

　どこまで歩いてきたかもわからない。今いる現在地もわからない。

　人ひと気けのない通路でふと立ち止まり、ミソラは右手の壁かべへと倒たおれるように寄りかかった。

「……参ったな」




〝ミソラ、あなたは私の最高の教え子だったわ〟




「参ったよ先生。今度ばかりは俺、すぐには返事ができそうにない」

　言葉に滲む乾かわいた苦く笑しよう。

　……赤色標識レツドコード。人類が偶ぐう然ぜんに製つ造くりだしてしまった禁断の竜。

　……なるほど。中セ央ン統ト合ラ樹ルが匙さじを投げ出すわけだ。

　ＳＩＲＥＮサイレンにおいて唯ゆい一いつ、Ωオメガ指定を受けた放浪バイオテスタ。

　まさしく最強の次バ世イ代オ新テ生ス物タ。

　あらゆるバイオテスタも理装執行者シミユレーターも、あの竜人の前では無力に等しい。それを、久遠の受けた火傷を見た瞬間にミソラだけは理解してしまった。

「くそ、どうすればいい……」

　──単純な電撃なら方程式オムニスで防ぎようはある。

　──けれど『竜の息吹』にどう対抗すればいい？

　射的規模、赤色標識レツドコードを中心として半径数百メートル全域。

　瞬間速度、四○○○メートル毎秒。

　温度、一〇〇〇〇度超。

「赤色標識レツドコードの能力がアレを操作しているものだっていう俺の予想は、まず間ま違ちがってない。だとしたら竜の息吹を防ぐ方法も無いわけじゃない……だけど…………」

　竜の息吹。

　その脅きよう威い性はつまるところ、真天使フイオラミリスの光子線フオトンと共通するものだ。

　認にん識しき不可能の到とう達たつ速度と究極の超高熱。

　竜の息吹の正体が予測できている以上、方程式オムニスがソレを構成する化学式を掌しよう握あくすることは可能だろう。問題は、その到達速度と範はん囲いがあまりに桁けた違ちがいであることだ。

　──攻撃の発生から到達までが速すぎる。

　──方程式オムニスが竜の息吹を感知した時には、俺が超高熱の息吹を受けて倒れている。

　一いち撃げき必殺の超高熱であり、回かい避ひどころか認識不能の超速度。

　たとえば真天使フイオラミリス戦でミソラが光子線フオトンを避けることができたのは、その前兆として真天使フイオラミリスの翼つばさが輝かがやくことを一度目撃していたこと。そして光子線フオトンの性質上、光を凝ぎよう縮しゆくさせることから攻撃規模が精密かつ限定的であったからだ。

　……竜の息吹は違う。

　……光子線フオトンより精密性に欠ける分、その発生範囲がデタラメに広い。

　竜の息吹が撃うちだされてからは防ぼう御ぎよも回避も不可能。ソレを避ける手段があるとすれば、その発生予兆を見み極きわめること。

「知ってるとすれば、久遠先輩だけか……」

　竜の息吹の発生予兆。




〝C/ X Ar, 我、ele lecie xes 姫たるelmei sraghch.竜なり〟




　久遠真一郎だけが目にした、あるいは聞いたであろう発生予兆。

　それさえ判明すれば『竜の息吹』を回避する策も思いつくかもしれない。

　しかし彼はまだ昏こん睡すい中。いつ目を覚ますかもわからない。意識を取りもどしたとしても質問に受け答えできる体調まで回復するのに何日必要とするかも不明の状況だ。

　どうする？

　ある特殊環境下であれば、ミソラにも赤色標識レツドコードの雷らい撃げきを回避する手だてはある。

　だが竜の息吹だけは対策のしようがない。

「……くそ、どうすればいいんだよ。どうすれば赤色標識レツドコードを止められる！」

　握った拳を壁に押しつけて、ミソラは強く瞼まぶたを閉じた。

　ヒトを傷つけ続ける赤色標識レツドコード。

　深まり続けるヒトとバイオテスタの溝みぞ。今もそうだ。Ωオメガ指定種の出現によって第三衛星都市そのものが怯おびえ、息を殺して眠ねむるように沈ちん黙もくを保っている。

　赤色標識レツドコードを止めないかぎり、人間が放ほう浪ろうバイオテスタに怯える生活に終わりはない。

　そんな世界に、バイオテスタと人間が調和する真の共存もありえない。

　……このままじゃ。

　……先生と約束したことも噓になっちまう。

　人間とバイオテスタが調和して生きる世界を目指す。

　赤色標識レツドコードを止めないかぎり、自分の師アナスタシアと交かわした約束が、ただの理想論で終わってしまう。

「俺は……」




「いいんですよ」




　目をつむったままの自分。

　その背中に、そっと誰だれかが触ふれてきた。

「そんな悩なやんでるミソラなんて、らしくないです」

　背中から両手を回し、抱だきついてくる少女。

　ふり向かずとも、それが誰であるのかを悟さとるのはあまりに容た易やすくて──

「……フィア？」

「全部そんなに抱かかえこまないで。ミソラが苦しい時は、わたし、あんまり頭良くないけど、一いつ生しよう懸けん命めい考えますから。ミソラの悩みそのものを解決できるかはわからないけど、わたしにできることを一生懸命考えます。だから、全部抱えこまないで」

　ゆっくりと、抱きついてくる手を離はなす。

　輝く幻げん灯とう。

　自分のふり向いたその先に──薄暗い通路を照らしだす光の翼を顕けん現げんさせて、可か憐れんなる天使型バイオテスタの少女がにこりと微笑ほほえみかけていた。

「フィア、お前、こんなところで翼を出したら……」

「大だい丈じよう夫ぶです。京花さんはわたしの正体知ってるし、エリスさんていう理装執行者シミユレーターの方は二階に上がっていきました。それに、ね」

　蒼そう碧へき色に輝く両りよう翼よくを一度大きく羽ばたかせる少女。

　光の鱗りん粉ぷん。

　粉雪を想おもわせる光の粒つぶがふわりと浮うかび、踊おどるように、自分たちの周囲を照らしだす。

「こんな暗いところでじっと考えてたって、ジメジメした気持ちになるだけです。明るい場所で、明るい気持ちで考えないと良い案だって出ないと思うから」

「…………」

「だから、この方が明るいかなと思って」

　通路を満たす天使の光。

　天てん井じように取りつけられた照明の人工的な輝きと比べ、少女の創つくりだす生物バイオ発ルミネ光ツセンスの輝きの何と美しく幻げん想そう的で、そして生命の神秘を想わせることだろう。

　その光を。

　そして、目の前で微笑みかける天使の少女を前に。

「────」

「きゃっ!?　ミ、ミソラ!?」

「ありがとな。こんなに気を遣つかってもらって。……全部、フィアの言うとおりだよ」

　ミソラは、正面から少女を抱だきしめていた。

　……そうだよな先生。

　……俺は、俺の信じる道を進んで行くさ。

　今まで自分は、バイオテスタが人間と共存できるものだと信じて疑わなかった。

　だがＳＩＲＥＮサイレンを訪おとずれて。

　そして初めて、人間に明確な敵意を持つ赤色標識バイオテスタの存在を知った。

　人間を恐おそれるのでもなく暴走するのでもなく、完全なる敵意を持つ放浪バイオテスタの存在。なぜそんな悲劇の個体が生まれてしまったのか。

　……だけど、何を迷う必要があるんだよ。

　……答えは最初から此こ処こにあったじゃないか。

　優やさしく自分を抱きしめ返してくれる、少女の姿をした天使型バイオテスタ。

　人間とバイオテスタは、分かり合える。

　その確信だけで十分だ。そう信じる意思さえあれば、自分はきっと前に進める。

「ミソラ」

「大丈夫、もう迷わない」

　じっと自分を見上げてくる少女に、ミソラは微び笑しようで応こたえた。

「赤色標識レツドコードを見つけにいく。なんでそんなに人間を敵視するのか実際に会って確かめて、その上で赤色標識レツドコードを止めてみせる」

「……止める理由は？」

「もちろん、赤色標識レツドコードが人間と仲直りできるため」

「安心しました。それでこそミソラです」

　とびっきりの微笑でそう応え、金きん髪ぱつの天使が嬉うれしそうに頷うなずいてみせる。

「急ぎましょう。その竜りゆう型バイオテスタを見つけないと」

「ああ」

　そして二人は歩きだす。赤色標識レツドコードを──

　人間の創りし最強の生物にして、もっとも悲しき竜の少女を止める。そのために。







　　　インターミッション３







　明かりの消えた都市。

　街灯のおぼろげな明かりだけが無人の道路を照らしだす以外に、光らしい光はない。

　一いつ般ぱん家屋、バイオテスタ研究施し設せつ、見上げるほどの高層ビルでさえも。無明の夜に包まれるまま眠るように静まりかえっている。

「私の襲しゆう撃げきを恐れてか。人間らしい発想だ」

　第三衛星都市・第９区画──

　静せい寂じやくの居住エリアを一人歩きながら、キリシェは誰にともなく呟つぶやいた。

　……私にとっても都合はいい。

　……人間が私を恐れて行動を控ひかえるのであれば、そのぶん私が自由に動くだけだ。

　竜型バイオテスタの視力はこの闇やみ夜よでも落ちることはない。

　むしろ人間の明かり──道路に立っている制圧機動隊と理装執行者シミユレーターたちが、自分たちの視界確保のために灯ともした照明のおかげで、その拠きよ点てんがこちらからは丸わかりだ。

「…………」

　拠点を壊かい滅めつさせたうえで最短距きよ離りを通るか。

　あるいは、人間たちに見つからぬよう拠点を迂う回かいして遠回りするか。

「……ちっ」

　数秒の沈黙を隔へだてて、キリシェが選んだのは後者だった。遠くに映る制圧機動隊たちを迂回するため、その三つ手前の十字路を折れて迂回ルートを選せん択たくする。

　理由は単純。

　交戦によってこれ以上、自分の体力を消しよう耗もうすることを危き惧ぐしてのことだ。

　……余計な消費だったな。

　……昼間の理装執行者シミユレーター相手にエネルギーを消費しすぎた、か。

　落らく雷らいにも匹ひつ敵てきする数百万Ｖボルトの強電流。

　しかしキリシェもそれを無制限に使えるわけではない。体内に貯蔵している貯蔵多糖グリコーゲンを呼吸によって酸化分解し、生体エネルギーＡＴＰアデノシン三リン酸を生成する。これを消費することで強力な電流を生みだすのがキリシェの発電原理だからだ。

　強力な発電ほど大量のＡＴＰアデノシン三リン酸を必要とする。半径三百メートルの大規模な電界もそう。理装執行者シミユレーターと交戦するたびに、キリシェ自身も少なからず消耗していくというわけだ。

　そして、決定的だったのが昼間。




〝言っただろ。お前の電でん撃げきはとっくにＳＩＲＥＮサイレン中で知れわたってるんだよ〟




　炭素同位体ダイヤモンドを具現化する理装執行者シミユレーター。

　カルラの居場所を吐はかせるつもりで接せつ触しよくした相手が、自分の電撃を絶ぜつ縁えんする術すべを持っているのは計算外だった。

「余計な……力を……使わされたな」

　一いつ瞬しゆんの目眩めまいに、キリシェはふらりと傍そばの塀へいによりかかった。

　人間一人を昏こん倒とうさせる電撃ならば、キリシェの膨ぼう大だいなＡＴＰアデノシン三リン酸貯蔵を考こう慮りよすれば大した消費ではない。だが『あの能力』だけは──

　キリシェの知られざる真の能力におけるＡＴＰアデノシン三リン酸消費量は、その電撃の比ではない。

『もっとも小さき世界の支配者』

　電子。

　この世界の物質は『原子』が化学結合することでできている。

　水素原子（Ｈ）二つと酸素原子（Ｏ）が組み合わさることで水（[image: えいちつー]Ｏ）となるように、あらゆる物質は無数の原子から構成される。

　この化学結合において、原子と原子とを結びつけている接せつ着ちやく剤ざいが『電子』。

　──キリシェの真の能力は、この電子を意のままに支配すること。

　──当時の開発者すら知らない、キリシェが生まれながらに有していた特性だった。

　人間に知られている強力な発電能力も、この電子支配による膨大な電子の流れから電気が発生するという後発的な能力に過ぎない。

　この能力の真の強みは、電子支配による森しん羅ら万ばん象しようへの干かん渉しようだ。

　化学結合で存在する分子に対し、自由電子を『強制的に押しつける』ことで物質構造を崩ほう壊かいさせることと同時に、そこから乖かい離りした原子を、さらに新たな自由電子で結合させることで、まったく別の物質として再結合させる。

　あらゆる電子への干渉。

　この世界のほぼすべての物質に干渉し、その構造を分解、そして構築し直すことすら可能とする全能に近い能力だ。




『２月19日　×××２年

　研究所の通路から悲鳴が聞こえ、私は仮か眠みん室から飛び出した。

　そこで私が目にしたものは──研究所内の通路を我が物顔で歩き回るキリシェだった。

　Ａ級バイオテスタ拘こう束そく用の手て錠じようが引きちぎられ、厚さ十センチ以上にも及およぶ監かん視し室の、その壁かべが、まるで無かったかのように消失していた』




　かつてキリシェが研究所にいた頃ころ、それは偶ぐう然ぜんのうちに開花した。

　手錠を構成する鋼鉄の分子を分解することで手錠を崩壊。そして監視室の壁も、これを構成するコンクリートを分解することで消しよう滅めつさせることにも成功した。

　物質への存在干渉。

　だがこれは、キリシェにとっても自在に使えるものではない。

　──『時間』と『距離』の制約。

　たとえば銃じゆうを持つ理装執行者シミユレーターの銃を自在に分解できるかというと、そうではない。

　電子支配による物質干渉ができるのはキリシェが接近した対象のみ。分子干渉そのものが精せい緻ちこの上ない技ぎ巧こうであり、戦せん闘とう中に行使できるほど容た易やすいものではない。

　ゆえに、キリシェは電子支配をさらに別方向へと深化させていった。




　……キッカケは、自分の力を製造者おやに褒ほめてもらいたくて。

　……見せかけでもいい。たった一言でもいい。

　……自分のことを褒めてほしかった。自分が生きている理由を知りたかった。

　……そんな一ひと欠片かけらの愛情を求めるがあまり。

　……孤こ独どくな竜の少女が見いだした、悲ひ哀あいの結けつ晶しようにして最強の能力たる『竜の息吹いぶき』。




　それが自由電子支配による『プラズマ生成』だ。

　プラズマ──気体を構成する物質が、陽イオンと電子に分ぶん離りしている状態。

　この環かん境きよう下では自由電子が極めて流れやすく、最大半径三百メートルの電磁場を発生させて認証ライセンスの通話を電磁妨害ジヤミングしたのも、この力の応用にあたる。

　そしてその究極系が『竜の息吹』。昼間の理装執行者シミユレーターのように、完全な耐電能力を持つ相手が現れた時のみ、キリシェが発動する秘技にあたる。

　その正体は、超ちよう高熱を帯びたプラズマの乱気流とも言うべき『太陽風』。

　瞬しゆん間かん速度、四○万メートル毎秒。

　最高温度、一〇〇万度超ちよう。

　その名のとおり太陽から放出される太陽風プラズマを、自身の生成した無む尽じん蔵ぞうとも言うべき自由電子によって再現する。むろんキリシェ単体での再現には制約がある。その規模も本来の太陽風の百分の一程度だとはいえ──

　瞬間速度、四○○○メートル毎秒。

　温度、一〇〇〇〇度超。

　最大射程、キリシェを中心として半径三百メートル圏けん内ない全域。

　不可視にして無音、無気配。一度発動すれば、それを認にん識しきし回避する術はない。どんな理装執行者シミユレーター、バイオテスタであっても同じことだ。

「……私としたことが、焦あせりすぎたか」

　炭素同位体ダイヤモンドを具現化する理装執行者シミユレーター。

　冷静に事を進めていれば、太陽風プラズマを披ひ露ろうするまでもなく、あの理装執行者シミユレーターを相手にしても電撃だけで十分に対応は可能だったはず。エネルギー消費の激しい太陽風プラズマを使う必要はまったくなかった。

　そうしなかったのは。

　キリシェ自身が、戦闘以上に別の側面で精神的に追いつめられていたからだ。

　カルラの行方ゆくえを追いかけることを優先するがゆえに勝負を急ぎ、体力の消耗を顧かえりみず、奥の手である『竜の息吹』を使用してしまった。

「その挙げ句、このザマか……」

　爪つめが食いこむほど拳こぶしを握にぎりしめ、壁から身を起こして再び歩きだす。

　──たった一人の妹。

　──この世界で、キリシェが孤独を忘れられる唯ゆい一いつの相手。

　もしキリシェが一人であれば、人目のつかぬ河か川せん敷じきで休息を取っていただろう。

　貧ひん血けつと睡すい眠みん不ぶ足そくによる目眩と吐き気。

　それでもなお、キリシェはその足を止めることはしなかった。




　……人間。私を製つ造くっておきながら私を恐おそれ、迫はく害がいしたのみならず。

　……カルラまで、その手にかけようというのか。




　かつて誰だれより人間の愛情を求めたバイオテスタ。

　その人間に裏切られたことで生きる意味を失った孤独な竜りゆうの少女。彼女にとって、今は妹を守ることだけが自分に存在意義を与あたえてくれている。

「……待っていろカルラ……私が……助けに行くから」

　妹の匂におい。

　公園に残されたわずかな残のこり香がを辿たどって、キリシェは夜の道を歩き続けた。







　　　フェーズ４　「被ひ創造物　─交叉すれちがい─」
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　奈な々なの自宅。ひっそりと静まりかえった住宅街で唯一、その一室だけは今も細々とした明かりが漏もれていた。

　それも照明の場所はリビングではなく、浴室で。

「はーい。じゃあシャンプー流すからね。目、閉じててね」

「……う、うん」

　ぎゅっと目を閉じる裸はだかのカルラ。

　泡あわまみれになった彼女の頭にシャワーをあてて、丁てい寧ねいに泡を落としていく。

「な、奈々お姉ちゃん、まだ？」

　目をつむったまま、カルラがしきりに目をこする。

　シャンプーの泡が目に入ったせいだろう、焦るあまり背中の翼つばさをしきりに羽ばたかせ、お尻しりから突つきでた尾おがぴょこんと跳はね上がる。

　熱湯の蒸気に満ちた浴室で。

「はい、おしまい。髪かみの毛けすっかり綺き麗れいになったよ！」

「そ、そう……？」

　しきりに頭をふって水分を飛ばすカルラ。そんな愛らしげな仕草を見守りながら、奈々はカルラの身体からだに残ったボディシャンプーの泡を洗い落とした。

「カルラ、綺麗になったの？」

「なったなった！　髪の毛も艶つや々つやだし。身体も綺麗になったよ！」

　脱だつ衣い場のバスタオルでカルラの水気を丁寧にふきとってやる。髪はもちろん全身も、そして竜型バイオテスタだという彼女の翼と尾もだ。

「カルラちゃん、羽と尻尾しつぽ、さわっても大だい丈じよう夫ぶ？」

「だ、大丈夫……！」

　バスタオルで触さわられるのがくすぐったいのか、小さくみじろぐ竜型バイオテスタ。

　そこへ──

『ご主人、洗せん濯たくと乾かん燥そうも終わりましたぞ』

　カルラの衣服をくわえてやってくる拒魔犬シエパード。

「ありがとブルちゃん。そうしたら、そこのカゴの中に入れておいて」

　カルラの髪をかわかして、丁寧にブラッシングしていく奈々。

　雨に打たれて衰すい弱じやくしきった容態もすっかり回復し、お風ふ呂ろで埃ほこりと泥どろを落としたことで、カルラ本来の純じゆん朴ぼくで可愛かわいらしげな素す顔がおがよく映はえる。

「はい、そうしたらお着き替がえしよっか」

「う、うん……」

　洗濯の終わった自分のワンピースに袖そでを通す竜型バイオテスタ。

　あちこちが擦すりきれているので何か別の衣類をと思ったのだが、普ふ通つうの衣類ではカルラの背中にある翼がどうしても制限されてしまうのが難点だ。

　その点、カルラが着ていた服は最初から服の背中の部位に穴が開けてあって、翼がそこから出せるようになっている。ワンピースというのも、尾の部分がスカート生き地じの下から出しやすいからという理由なのだろう。

「……いい匂い」

「そりゃあ洗濯した後だもん」

　自分の服の胸むな元もとに鼻を近づけて、しきりにその匂いを確かめるカルラ。そんな子供っぽい仕草が妙みようにおかしくて、奈々は思わず息をこぼしてしまった。

「なんか昔のブルちゃんみたい。あたしの服の匂いとか、ずっと嗅かいでたもんね」

『な、何を言うのですご主人!?』

「まあそれは置いといて。ねえカルラちゃん、その服、カルラちゃんのお姉さんが用意してくれたんだよね」

「……うん」

　着がえを終えたカルラが頷うなずく。

　お姉さん──その一言で、その幼女の表情にまじる小さな影。

「……ねえ、奈々お姉ちゃん」

「ん？」

「奈々お姉ちゃんは人間なのに……なんで、こんなにカルラに優やさしくしてくれるの？」

「人間だから、だよ」

「え？」

　疑問の声を上げる竜型バイオテスタの幼女。

　その頭を優しく撫なでてやりながら。

「バイオテスタは、人間と一いつ緒しよに暮らしてくれる生き物だもん。人間にはできないことをお願いするかわりに、バイオテスタが弱った時は助けてあげるのが人間の役目だもん。辛つらい時はお互たがい様さまでしょ？」

「…………」

「なにか困ったことでもあるなら、あたし聞くよ？」

「……でもキリシェお姉ちゃんは……」

「うん」

　弱々しげな上目づかいのカルラ。

　その躊躇ためらいがちなまなざしと共に、そのバイオテスタは悲しそうな口調で続けた。

「カルラ、キリシェお姉ちゃんから……人間は信じるなって言われたの。人間は、カルラがキリシェお姉ちゃんみたいに強くないから、『破は棄き』しようとしたって……」

「……破棄？」

　奈々とて学園研究機関アカデミーの生徒だ。

　バイオテスタ製造における「破棄」が何を暗示しているのかも想像はつく。

　──違い法ほう破棄。

　バイオテスタにおける生命倫りん理りの観点から、バイオテスタの管理には厳密な法規定が定められている。「失敗作」という理由だけでバイオテスタを殺せつ生しようすることは禁忌タブーとされ、今では中セ央ン統ト合ラ樹ルへの内部通告制度も徹てつ底ていされている。

「だからキリシェお姉ちゃんは……カルラのこと助けてくれて、でもそのかわりキリシェお姉ちゃんは沢たく山さんの人間から追いかけられて……カルラのかわりに、ずっと痛い思いして、でもカルラのことそれでもずっと守ってくれてて…………」

「────」

　カルラが姉と慕したうキリシェという者。それが製造者の人間ではなく同種のバイオテスタであったという誤解に、奈々はようやく気づいた。

　研究所を脱だつ走そうしたことを理由に人間から追われ続けている。

　そしてカルラと同じ竜型バイオテスタ。これらすべてを踏ふまえて導かれる真実は──

『ご主人、そのキリシェというバイオテスタは、まさか……』

「うん」

　拒魔犬シエパードの言葉に、奈々は小さく頷いてみせた。

　もはや疑うまでもないだろう。

　ＳＩＲＥＮサイレンでΩオメガ種指定された最強最悪のバイオテスタであり、第三衛星都市に侵しん入にゆうした放ほう浪ろうバイオテスタ。赤色標識レツドコードこそカルラの姉で間ま違ちがいない。

「でも……奈々お姉ちゃんは……カルラのこと、人間なのに優しくしてくれて……何だか、もうわからないの。キリシェお姉ちゃんの言ってることも本当だけど、奈々お姉ちゃんの言ってることも噓うそじゃないって感じるから……だからカルラ、どうしたらいいのかわからなくなっちゃいそう……」

　目の端はしに涙なみださえうかべて。

　嗚咽おえつをもらしながら、肩かたをふるわせてうなだれるバイオテスタ。その姿に──

「ごめんね」

　奈々は、その小さな竜型バイオテスタをそっと抱だきよせた。

「カルラちゃんは間違ってないし、そのお姉ちゃんの気持ちもすごくわかる。ごめんね、きっと……最初に悪いことしたのは人間あたしたちの方なんだと思う。カルラちゃんのお姉さんが人間のこと嫌きらいになるのも当然だよ」

「…………」

「でもね、信じてほしいの。人間は悪い人ばっかりじゃないよ。少なくともあたしは、カルラちゃんともキリシェお姉さんとも仲良くしたい。あたしが謝って済むなら何度でも謝るよ。それは人間が悪いことをしたんだから当然だもん」

「……うん。奈々お姉ちゃんは優しい人。カルラ、わかる」

　目をつむって、その小こ柄がらな身体で寄りそう少女。

　それがこの竜型バイオテスタなりの、信しん頼らいの証あかしとなる最大限の表現なのだろう。

　……そっか。

　……だからカルラちゃん、最初に起きた時はあんなに怯おびえてたんだね。

　人間は危険な生き物だと姉から教わり、人間から逃にげ続けてきた。

　そんな子が自分を前にして怯えないはずがない。

　そして同時に。

「────」

　なんて悲しいすれ違いなんだろう、そう思う。

　ＳＩＲＥＮサイレンに生きるすべての人間から恐おそれられた赤色標識レツドコード。

　でもその正体は、人間に裏切られ、たった一人の妹を守るためだけに研究所を逃とう亡ぼうし、そして逃げ続けているだけの誰だれより心優しい姉だったのだ。

「ねえカルラちゃん」

　抱きしめていた手をゆるめ、奈々は竜りゆう型バイオテスタの幼女を見つめた。

「あたし、そのお姉さんに会いたい。カルラちゃんがこんなに良い子なんだから、お姉さんも話せばきっとわかってもらえると思う」

「っ！　だ、ダメ！　それはダメだよ……奈々お姉ちゃん……」

　目をみひらき、逆にしがみついてくるカルラ。

　その叫さけぶような声が、徐じよ々じよに弱々しくなっていく。

「キリシェお姉ちゃんは……ダメだよ……奈々お姉ちゃんの話も絶対聞いてくれないよ。人間の話は全部噓だからって……自分は生まれた時から利用され続けてきたって。人間とバイオテスタに共存はないっていつも言ってるもん。支配されるか……そうでなかったら、今の自分たちみたいに逃げ続けるしかないんだって……」

「うん、お姉さんがそう思うのも仕方ないよ」

「だったら──」

「でもこのままだと、お姉さんもカルラちゃんも、ずっとまた同じ生活になっちゃうもん。カルラちゃん雨のなか歩いて、それで風か邪ぜひいたんでしょ？　お姉さんに連れられて、人間から逃げようとして」

「…………」

　じっとうつむく竜型バイオテスタの幼女。

「カルラちゃんとお姉さんが良かったら、あたしの家で暮らしてもいいよ」

『ご主人!?』

「ううん、あたしは本気」

　驚きよう愕がくの声を上げる拒魔犬シエパードに、奈々はゆっくり頷いてみせた。

　凶きよう悪あくな赤色標識レツドコードを我が家に招くこと。それは一いつ般ぱん人じんであれば考えもつかないことだし、それが許されることなのかもわからない。

　だけど──

「正直言うとね、人間も、たぶんお姉さんのこと怖こわがってると思うの」

「……うん。カルラもそれは知ってる」

「だから、すぐに仲直りとか理解し合うって難しいよね。そのために、やっぱり必要なのは時間だと思うんだ」

　いつか人間が、赤色標識レツドコードの恐きよう怖ふを忘れることができるまで。

　いつかキリシェの、人間への憎にくしみがやわらぐ日まで。

　それは時間が解決するのを待つしかない。その「時」は、キリシェとカルラが放浪バイオテスタであるうちは永遠に訪おとずれることはないことだろう。

　だから、誰かが居場所を与あたえるしかないのだ。

　このバイオテスタの姉妹きようだいが、人目につかず穏おだやかな時間をすごせる憩いこいの場を。

「……でも、キリシェお姉ちゃんは…………」

「ううん。あたし頑がん張ばるよ。だからカルラちゃんも、お姉さんを説得してあげて。ね？」

　カルラの肩に手をおく。

　その指先が震ふるえそうになるのを、奈々は必死でこらえきった。

　……怖くないはずがない。

　……いったいどれだけの人間が赤色標識レツドコードによって傷ついたかもわからないのだから。

　それでも、もしキリシェを説得することができたなら、周りの人間も赤色標識レツドコードに怯える必要はなくなるだろう。

　人間にとってもキリシェ、カルラにとっても、一番いい未来に繫つながるはずなのだ。

　だから──

『ご主人、何かが来ます！』

　犬歯を剝むきだしにして構える拒魔犬シエパード。




　金属製の扉とびらが錠じようごと木こっ端ぱ微み塵じんに砕くだけちったのは、その時だった。




「カルラの匂においを辿たどって来てみれば、まさかこんな民家とはな……」

　残ざん骸がいとなった扉の破片が踏み砕かれる音。

　ぞっとするほど冷たい夜風がリビングに吹ふきこみ、それと共に足音と、そして過去経験したことのない重圧感が近づいてくる。

「妹カルラを連れ去ったのは貴様だな」

　その背中にカルラと同じ巨きよ大だいな翼つばさを顕けん現げんさせて。

　まっすぐ突つきすすんでくる赤色標識レツドコード。

　罠わなの可能性も、奈々自身が囮おとりである可能性すらまるで警けい戒かいするそぶりもない。

　──憤ふん怒ぬ。

　人間に対する憎ぞう悪おだけを具現化させたバイオテスタが、そこにいた。

「理装執行者シミユレーターか？　それとも制圧機動隊とやらか？　いずれにせよカルラに手を出したのは間違いだったな。貴様、決して許されることと思うなよ」

「……あ……ぁ……ぁっ……」

　その眼光を浴びた瞬しゆん間かん、全身が金かな縛しばりにあったように動けなくなった。あまりの緊きん張ちように喉のどの水分が一いつ瞬しゆんで渇かわききって、言葉も出ない。

　──話せばきっとわかってくれると。

　──人間のことも許してくれると。

　それが、あまりに遠く儚はかない一方的な思いこみであったことを奈々は悟さとった。

　憎悪を湛たたえた全身。

　だが、そんな赤色標識レツドコードの目は空っぽだった。

　生きる希望も喜びもない、さながら妹を守ることだけに存在する機械そのもの。

　……なんて。

　……なんて悲しい目をしたバイオテスタなんだろう。

　それが奈々の見た、最後のキリシェの姿だった。

「待って！　お姉ちゃ──────」

「失うせろ人間」

　カルラが制止の声を上げる、その前に。

　キリシェの指先から迸ほとばしった雷らい光こうが、奈々という人間の少女の全身を灼やいた。

「…………」

　声もなく倒たおれる人間の少女。

『貴様ぁっ！』

　激げつ昂こうする拒魔犬シエパードが、キリシェの足首に嚙かみついて牙きばを立てる。が、一瞬全身を震わせて、奈々の傍そばに倒れたのは拒魔犬シエパードの方だった。

　キリシェの全身にまとった電流に自ら触ふれた者の末路。

「無事だったかカルラ」

　倒れた人間の少女とバイオテスタには目もくれず、呆ぼう然ぜんとその場に座りこむ妹に向けて優やさしく手を伸のばすキリシェ。

　だが──

「……お、お姉ちゃん……ちがうよ……この人は…………」

「カルラ？」

　妹の様子がおかしい。

　そうキリシェが感じとったのは、人間に囚とらわれていたはずの妹が逆に、床ゆかに倒れた人間の少女に抱きついたその後だった。

「奈々お姉ちゃんは……人間だけど……カルラに優しくしてくれて……具合が悪いのも、奈々お姉ちゃんが助けてくれたんだよ」

　奈々の介かい護ごによって回復した妹の体調。

　服も洗せん濯たくされ、泥どろと埃ほこりまみれだった身体からだも入浴で見み違ちがえるほど綺き麗れいになっている。

　怒いかりに我を忘れてさえいなければ──

　キリシェの観察眼であれば、それはすぐに気づけたことだろう。

「……人間が？　カルラを？」

「なんで……お姉ちゃん、ひどいよ…………奈々お姉ちゃんも、ブルちゃんも、カルラのこと本当に大切にしてくれて、キリシェお姉ちゃんとも仲良くしたいって言ってくれてて……それなのに…………」

　目に大おお粒つぶの涙なみだを浮うかべるカルラ。

　それをしばし見下ろして──

「……何かの間ま違ちがいだろう。行くぞ」

「待ってお姉ちゃん！　奈々お姉ちゃんたち、どうなるの！　助けてあげないと──」

「死ぬことはない。軽い電でん撃げきだ」

　強力な電撃はそれだけ生化学エネルギーを浪ろう費ひする。

　こんな人間に体力を浪費する価値もない。

　普ふ段だんなら去り際ぎわにそんな言葉の一つでも残していただろう。

　だが、こちらの手を握にぎりながらぽろぽろと涙を流し続ける妹を前に、キリシェは喉のど元もとまで出かかった言葉を、わずかな躊ちゆう躇ちよの末に押し堪こらえた。

「カルラ」

「…………」

　無言の妹に対し、なかば強ごう引いんにその手を引いてキリシェは歩きだした。

　破は壊かいした扉をこえて。

　無む明みようの世界が待つ外へと、二体の竜型バイオテスタは姿を消した。
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　第三衛星都市・第９区画──

　街灯にぼんやりと照らされた公道。周りの民家は息を押し殺したように静まりかえり、リビングにも寝しん室しつにも、明かりは一いつ切さい点ともっていない。

「ちょっと!?　どういうことよミソラ、赤色標識レツドコードを探しに行くですって!?」

　静せい寂じやくの帳とばりが降りた居住区。

　隣となり合わせで歩くミソラとフィアへと、京きよう花かが後ろから駆かけてくる。

「ただの巡じゆん回かいの延長だよ」

「適当言わないで！　エリスの言う巡回と、ミソラの言う巡回はまるで別物でしょ！」

　まくしたてるように告げる京花。

　──本来の巡回とは、赤色標識レツドコードが「そこにいない」ことを確かく認にんするもの。

　──ミソラの巡回は、赤色標識レツドコードをどこまでも追つい跡せきして発見しようというもの。

　多くの理装執行者シミユレーターが第三衛星都市内を徹てつ夜やで見張っているが、その大半が「赤色標識レツドコードが現れない」ことを祈いのっているに違いない。

　それにΩオメガ指定種である以上、見つけても余計な接せつ触しよくをする必要は一切無い。

　だがミソラは違う。

　自ら赤色標識レツドコードを見つけ、何らかの意図をもって自ら接触を試みようとしている。

　京花はそこまで理解している。

　だからこそ、こうも口調を荒あららげて止めに来たのだ。

「ミソラ、自分でエリスに言ったじゃない。久く遠どう先せん輩ぱいの敵かたき討うちなんて真ま似ねはやめろって」

「言った」

「じゃあ何でよ」

　目の前に回りこみ両手を広げて阻はばむ京花。

　深い紫むらさき色いろをした彼女の双そう眸ぼうを正面から見つめ、ミソラは──

「目的が敵かたき討うちじゃないからだよ」

　ただ一言、穏やかな口調でそう言った。

「え？」

「俺はただ話をしたいだけだ。四年前に赤色標識レツドコードが研究所を脱だつ走そうした理由も、なんでそんなに人間を憎にくむのかも、俺はまだ何一つアイツを理解してない。……それは俺だけじゃなくてさ、きっと人間誰だれもがそうなんだと思う」

「……理解して、それでどうなるっていうの」

「さあ。そこまではまだ考えてないな」

　漆しつ黒こくの夜道。

　けれどその分、頭上に輝かがやく星の瞬またたきが美しい。宝石箱をひっくり返したように光る夜空を見上げ、ミソラは小さく息を吐はいた。

「赤色標識レツドコードの背負った過去が解決できるなら、何日かかっても話を聞いてやるさ」

「……本気でそんな相手だと思ってるの？　久遠先輩がどんな目に遭あったか一番よく知ってるでしょ！　出会い頭がしらに襲おそわれたらどうするのよ！」

「そうしたら逃にげる」

　この上なく真ま面じ目めな口調でミソラは告げた。

「京花、お前の言う通りだよ。本気で人間を憎んでるなら俺の話なんてまず聞き入れないだろうし、問答無用で襲ってくる可能性の方が高い。で、じゃあ交戦になったら今の状じよう況きようじゃ俺の勝ち目は零ゼロに近い」

「なら……」

「だけど、ある特別な条件でのみ俺と赤色標識レツドコードの立場が逆転する。明日あしたか明後日あさつてか、いつソレが起きるか確証はないけど、その条件が整いさえすれば俺にも勝機がある」

「あの赤色標識レツドコードに……勝つですって!?」

「あくまで可能性の話だけどな」

　制服の内側から認証ライセンスを取りだして通話を開く。通信先の相手は、第三衛星都市と第四衛星都市との区界を巡回するⅠ級理装執行者シミユレーターだ。

「あ、レイレイ？　俺だけど、そっちはどう？」

『現在、第四衛星都市に繫つながる検問所の前だ。赤色標識レツドコードが第三衛星都市から脱だつ出しゆつしようとする場合に、ここを通過する可能性が一番高いからな』

「わかった。で、連れん絡らくが行ってると思うけど常に認証ライセンスの通信は入れといてほしいんだ。もし不ふ穏おんな雑音ノイズが入り出したら、それが赤色標識レツドコード接近の合図になる」

『把は握あくした。ところで先に話を受けた件についてだ。赤色標識レツドコードと対話したいと？』

「レイレイも反対派？」

『お前以外の誰かが言ったことなら反対していた。反対することで考え直すこともありえるからな。お前の場合、反対するだけ無む駄だなだけだろう？』

　通話先から伝わるレイベルトの溜ため息いき。

『奮ふん闘とうするのは構わんが死なない程度に。俺から助言があるとすればそれくらいか』

「わかった」

　切れる通信。

　……これで、とにかく赤色標識レツドコードが発見されればレイレイが報告をくれる。

　……あとはどこに潜ひそんでいるかだ。

　赤色標識レツドコードが久遠真しん一いち郎ろうと交戦してから数時間しか経たっていない。どれほど急ごうと、まだ確実に第三衛星都市にいるはずだ。さらに言えば、この学園研究機関アカデミー付近からそう遠くに移動したとも考えにくい。近くに身を潜めている可能性は高い。

「というわけだから京花、悪いけどエリス先輩と一いつ緒しよに病院で待っててくれ。こっちも朝まで探して、見つからなかったら引き返すから」

「……でも」

「だいじょうぶです。わたしも、ミソラと一緒について行きますから」

　不安げなまなざしの京花に、微び笑しようで応こたえたのはフィアだった。

「わたしもバイオテスタです。同じバイオテスタなら、きっとその竜りゆう型バイオテスタさんも話を聞いてくれると思います」

「ものすごい希望的憶おく測そくでしょ、まったく……」

　苦々しい面おも持もちで後ろ頭をかく赤毛の少女。

「いいミソラ。あんたは頑がん丈じようだからどうやっても無事だろうけど、フィアは女の子なんだから、赤色標識レツドコードと交戦になったらフィアだけは絶対に逃がしなさいよ」

「わかってるって。さっきも言ったけど、俺だって今の状況じゃ戦う気は──」

　いいかけた言葉は、半ばで途と切ぎれた。

　路面を擦こする小さな足音。

　人間ではない。人間よりも何倍も小さくて、そして弱々しくて……

「駄だ犬けん!?」

『……ここ……に……いた、か…………』

　街灯に照らされたのは、よろめきながらこちらへと向かってくる拒魔犬シエパードだった。

「おい、どうしたんだよ!?　なんでお前がいったい……奈々のお守もりはどうした!?」

『……………………』

　無言でうなだれる拒魔犬シエパード。

　そして。

『…………すまない……ミソラ……』

「え？」

『吾わが輩はいからの……一生の願いだ…………どうかご主人の仇かたきを。あの竜人だけは……吾輩、絶対に許すわけには……いかない…………頼たのむ！』

　振ふりしぼるようにそう告げて。

　その小こ柄がらなバイオテスタは、意識を失ってその場にくずおれた。
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　無数の金属の破は片へんと化し、砕くだけちった家の扉とびら。

「奈々さん、どこですか!?」

　開けっ放しになった家屋。

　照明がついたままになっているリビングを、蒼そう白はくな面持ちでフィアが駆けていく。

「っ、奈々さん！」

「…………」

　フィアの足が止まる。

　廊下を進んだ先のリビングで、仰あお向むけに倒たおれたままの小柄な少女。

「ミソラ！」

「──わかってる」

　唇くちびるを嚙かみしめて内心の動どう揺ようを押し殺し、ミソラはただ一言そう答えた。

　両りよう腕うでに抱かかえていた拒魔犬シエパードを絨じゆう毯たんの上に寝ねかせて。

　倒れている少女の肩かたに、そっと触ふれる。

「奈々。俺だ、わかるか？」

「…………っ…………ミソ……ラ……？」

　数秒の沈ちん黙もくを隔へだて。

　微び動どうだにしなかった少女の身体からだがふるえ、ゆっくりとその瞼まぶたが開いた。

「喋しやべらなくていい。救急医療施設メデイカルセンターには連絡してある。すぐに救急車も来るはずだから」

「…………」

「赤色標識レツドコードにやられたんだな」

　竜人。

　彼女が誰に襲われたのか。拒魔犬シエパードの発した言葉だけで十分だ。

「奈々、とにかく──」

「……ちがう……の……」

　弱々しく、奈々が、自分の指先を摑つかんできた。

「ちがうの……ミソラ……キリシェは……………悪くない、よ……」

「キリシェ？」

「……悪いのは……人間あたしたちの方……だから」

　目の端はしに光るしずくを浮うかべて。

　もっとも心優やさしき少女は、嗄しわがれた声で、それでも最後の力を振りしぼって伝えてくれた。

　キリシェと名付けられたバイオテスタ──

　彼女が人間を憎み、放ほう浪ろうバイオテスタとなった経緯いきさつのすべてを。




　すべてを話し終えて。




「ミソラ……あたしたち、わかりあえ……ない……の？　ヒトと……バイオテスタは……」

「────いいや」

　奈々の手を握にぎりかえし、ミソラは言葉に力をこめてそう言った。

　断言できる。

　赤色標識レツドコードの……いや、キリシェが人間を憎む理由を理解できたからこそ断言できる。

　そしてこれは、自分だけでは絶対に知り得なかった「真実」なのだろう。

　カルラという妹の存在。

　そのバイオテスタを奈々が看病して、カルラが奈々に心を開かないかぎり、絶対に聞くことはできなかった。

「奈々、本当によく頑がん張ばった。……わかってる。絶対に、何があってもキリシェを止める。人間のためにも、そしてキリシェ自身のためにもだ」

　うん。

　そう答えるかわりに口元をわずかにやわらげて────倒れたままの少女が、ふっ、と意識を失った。

「フィア。悪いけど救急医療施設メデイカルセンターの車が来るまで奈々たちを頼む」

　膝ひざ立ちの姿勢から立ち上がる。

　──純じゆん粋すいなバイオテスタを相手にしては、これが生しよう涯がい初めてだ。

　こんなにも勝機の見えないバイオテスタと戦うこと。

　そして、こんなにも負けたくないバイオテスタと戦うこと。

「俺は、キリシェを……」




『あのバイオテスタに挑いどむ気か？』




　走りだそうとした足が、止まった。

　反射的にふり向く。

　声質は同じ。

　だが、その声の湛たたえる絶対なる存在感は────

『脆ぜい弱じやくなる人の身で。幻げん獣じゆうの力にも精せい霊れいの力にも頼たよることのできない、こちら側の世界の住人であるお前が、あの竜に挑もうというのか？』

「……お前は」

　金きん髪ぱつの天使型バイオテスタ。

　だがミソラが目をみはったのは、こちらを見つめる少女の目だ。

　──鮮あざやかな緋ひ色いろ。

　フィアの瞳ひとみの色が翡ひ翠すい色いろから緋色へ変わる。

　その神秘的な事象を、ミソラは過去に一度だけ目まの当たりにしたことがあった。

「まさかフィオラミリス!?　お前なのか!?」

　フィアの精神世界に宿った真天使フイオラミリス。

　方程式オムニスの力によって、一度は眠ねむりについたはずの神性幻げん想そう種が。

『ずいぶん騒そう々ぞうしい力の波動だと思って顕で現てみれば……』

　倒れた人間の少女とバイオテスタ。

　そして跡あと形かたもなく破は壊かいされた家の扉を眺ながめまわすフィオラミリス。

『くり返す。あのバイオテスタに挑む気か？』

「お前、キリシェを知ってるのか？」

「…………」

　一いつ拍ぱく分の沈黙を挟はさむ真天使フイオラミリス。

　微笑か憫びん笑しようか、あるいは自じ嘲ちようか。フィオラミリスの応えは、かつてミソラが見たことのない複雑な思おも惑わくが入りまじった奇き妙みような表情だった。

『あの竜に勝つのは至難だ。たとえお前と、お前の方程式オムニスであってもな』

「それは、物理的な相性の意味でか？」

　新約召しよう喚かんで顕現した幻獣が相手なら、どれだけ強力だろうと方程式オムニスで逆召喚できる。

　だが今回は違ちがう。純粋な次バ世イ代オ新テ生ス物タであるキリシェには、逆召喚の能力が通用しない。通常の暴走バイオテスタと同じ手段で鎮ちん圧あつするしかない。

　しかし全身に電流をまとった竜人に触れれば自分が感電するだけ。迂う闊かつに接近できず、距きよ離りを取っても回かい避ひ不能の太陽風プラズマを受けるだけ。

　素手でバイオテスタに挑むミソラにとっては、あまりに相性が悪すぎる。

　……だけど、それだけじゃない。

　……その程度のことなら京花やレイレイ、何より俺自身が一番よくわかってる。

　そんな物理的な相性を語るためだけに真天使フイオラミリスが顕現するとは思えない。

　何かあるはずなのだ。

「フィオラミリス、お前、キリシェの何を知ってるんだ？」

『伝説の竜りゆう姫ひめ』

「え？」

『あの竜の次バ世イ代オ新テ生ス物タに与あたえられた名前は、「向こう側」の世界に実在する最強の竜の名だ。キリシェ──あらゆる幻獣も比ひ較かくにならぬほど強大な力を誇ほこる「向こう側」の竜姫キリシエ。そして「こちら側」の竜人キリシエ。これが何を意味するかわかるか』

「……待ってくれ。並行世界むこうがわのって、それ福音機関とかの世界のことか!?」

　ミソラの知るかぎりキリシェは純粋な次バ世イ代オ新テ生ス物タだ。

　中セ央ン統ト合ラ樹ルが復元した製造報告書レポートを読んだ上でも、それにⅠ級理装執行者シミユレーターのレイベルトも赤色標識レツドコードと幻獣は関係がないと言っていた。

「キリシェと幻獣は──」

『何一つ関係ない。お前の知るキリシェは純粋な次バ世イ代オ新テ生ス物タ。その認にん識しきに誤りはない。暴イ君ドと言ったか。あの個体のように幻獣が次バ世イ代オ新テ生ス物タに憑ひよう依いしたわけでもない』

「……じゃあ、なおさら何が言いたいんだ？」

『────』

　ともすれば自嘲にも映る微び笑しようを湛えて。

　その真天使フイオラミリスは、じっとこちらの目を見つめて言葉を続けた。




『連結した二世界の均衡（＝）イコールが崩くずれ始めた。あの竜人バイオテスタは、その象しよう徴ちようだ』




『新約召喚と呼ばれる禁断の術式がある。連結しあった並行世界に干かん渉しようして「世界の傷きず痕あと」を拡張することで、他世界から幻獣をはじめ、あらゆる存在を召喚する力だ』

「……ああ、それは俺も知ってる」

　福音機関イスカリオテ。

　ほかならぬ真天使フイオラミリスを追ってきた青の第三相ネツクザールから聞かされたことだ。さらに中セ央ン統ト合ラ樹ルがその事実を頑かたくなに隠いん蔽ぺいしようとしていることも。

『人間も世界も同じ。人間が傷つけば血が噴ふきだすように。世界が傷つくことで、そこに内在する波長ちからが流出する。そして新約召喚の危険性は、その流出した波長ちからが漏もれるだけではなく、連結したもう片方の世界に流入していくということ』

「……それで？」

『結果は先に言ったとおり。最初は同一量の波長ちからで調和を保っていた二つの世界の均衡が、波長ちからの流出と流入によって崩れつつある。そしてキリシェという次バ世イ代オ新テ生ス物タがまさに、これは私にとっても予想外だったが、並行世界側の原存在オリジナルである伝説の竜姫の影えい響きようを非常に強く受けて誕生した個体ということになる』

　純粋なる次バ世イ代オ新テ生ス物タ。しかし人間の新約召喚に依よることなく、並行世界から流出した力がそのまま宿った個体が奇き跡せき的に誕生した。

　それが竜人キリシェ。

「待ってくれ。それ今後も起きうることなのか!?　『向こう側』から波長ちからの流入が続けば、竜人キリシエみたいな強力な次バ世イ代オ新テ生ス物タが生まれてくるって現象は──」

『無い』

　フィオラミリスの返答は簡潔にして速すみやかだった。

『その理由は、並行世界側に実在する原存在オリジナルにある。どれほど幻獣や真獣が強力でも、召喚されもせず、自らの力の影響を「こちら側」の次バ世イ代オ新テ生ス物タに与えるような例外的個体は、せいぜい竜姫キリシエくらいのものだ。竜という共通因子、そして名前の因果による結びつきが、奇跡的な確率で力の邂かい逅こうを実現させたのだろうな』

「……そうか」

　キリシェの能力は電子支配。

　それを予感しておきながら、ミソラが京花たちに言い出せなかった理由──

　あまりに度を逸した能力。

　いかに次バ世イ代オ新テ生ス物タに備わった生化学能力だとしても、電子支配という全能に近い能力を有することは通常ならば考えにくい。しかしそれが並行世界側の影響を受けることで、キリシェ本来の発電能力が進化し、電子支配へと至ったというのなら説明がつく。

　いわば次バ世イ代オ新テ生ス物タとしての能力の一つの極地。

　最後まで確信が持てず京花やエリスにも警告以上のものが言えずにいた、竜人キリシエの能力の謎なぞがようやく解けた。

「お前が顕あらわれたのも、キリシェの力に反応してって言ったよな」

『そう。「向こう側」の力の影響が、世界そのものではなく、まさか次バ世イ代オ新テ生ス物タにまで及およぶのは予想していなかった。そんな稀まれな例だからこそ私以外に感知できる者もいない。……そして、お前が今から戦おうとしている次バ世イ代オ新テ生ス物タはそういう相手だ』

　並行世界側に実在する最強の竜。その力の影響を、新約召喚ではなく、拡張しつつある世界の傷痕を通して直に受けた個体。

『やめておけ。あの次バ世イ代オ新テ生ス物タは、傷ついた世界の悲鳴が生んだ異い端たんの個体だ。お前であっても正面から挑んで勝てる相手ではない』

　淡たん々たんと真天使フイオラミリスはそう告げて──

『……と言いたいところだが』

　珍めずらしくも苦く笑しようの面おも持もちで、溜ため息いきをついたのはフィオラミリスの方だった。

『私が顕現する直前、相方に「ミソラを助けて」と言われてしまった』

「フィアに？」

『同じバイオテスタとして、そんな悲しい過去を背負った個体を見過ごしたくない、と、言っていた。おおかた誰だれかさんの影響か真ま似ね事ごとだろうがな』

　緋色の瞳が輝かがやきを増して。

『私がここにいる顕現は、アナスタシアが仕組んだなかば自動的な防衛機能によるものだ。キリシェという竜型バイオテスタが残した波長ちから、その残ざん滓しに私が反応した。そして自動的がゆえに、私もフィアも、互たがいの精神世界がすれ違うことはあれど、それが交こう叉さする──つまり会話などありえないと思っていた』

「……それができたのか？」

　フィオラミリスの顕現に際し、フィアがそれに抗あらがう力はないことまでは聞いている。

　ならばせめて真天使フイオラに託たくそう。

　それがフィアの意思。天使型バイオテスタである少女と、そして並行世界の神性幻想種とが出会った刹せつ那なの邂逅だった。

『ゆえに、何を望む？　今回だけは私も助力してやる。あのバイオテスタへの直接的な加勢か？　それとも囮おとりか？　望むのならば──』

「いや、その気持ちだけでいい」

『なに？』

　フィオラミリスが訝いぶかしげなまなざしでこちらを見つめる。

　対し、ミソラが見つめるのは足あし下もとに横たわる小こ柄がらな少女と、そして同じく彼女の傍かたわらに寝ねかせた拒魔犬シエパードだった。

「お前の力を借りて勝っても意味がないんだ。勝ち負けじゃなく、戦った結末で、それでキリシェ自身の気持ちを変えられないと意味がない」

『というと？』

「キリシェはたった一人で、無力な妹を守るために戦ってる。そいつに真お天ま使えの力を借りた人間が挑いどんで勝てたとしてさ。それでキリシェが納なつ得とくできると思うか？」

　多勢に無勢。自分に勝つためだけに頭数を増やし、戦力を増強してきた。

　人間はやはり卑ひ怯きような生き物だ。そう思われる未来しかそこにはないだろう。

「だから俺が一人で挑まなきゃいけない。加勢とか無しで、正面きって挑んで、命がけで説得しないと伝わるものも伝わらない」

『勝つのは至難だ。それはわかっているな？』

「まともに戦えばそうさ」

　京花にも問われ、そして答えたことだ。

「だけど、ある特別な条件さえ満たせば俺にも勝機がある」

　明日あしたの夜か明後日あさつてか。いつその条件が満たされるかはミソラにも不確定ではあったが、その時を待ってから挑むつもりだった。

　しかし時間がない。

　キリシェが、妹を連れて第三衛星都市を脱だつ出しゆつする前に──

「そうだ。フィオラミリス、お前が力を貸してくれるっていうんなら一つだけ頼たのむ」

『何だ？』

「天そ上ら──」

　窓の外。

　どこまでも広がる夜の帳とばりを見つめ、ミソラはこう言った。

「天そ上らに涙なみだを流させてやってくれ。奈々と駄だ犬けんの分、それにキリシェとカルラの代わりだ。もうこれ以上、誰も泣くことがないように」







　　　インターミッション４







　──冷たい雨だった。

　ひとたび濡ぬれれば骨の髄ずいまで痛みを感じる凍いてついた雨。

　建物の屋上を抉えぐるような勢いで打ちつける天の涙。周囲にこだまする水の爆ばく音おんは、雨音の範はん疇ちゆうを超こえ、もはや滝たきと呼んだ方がふさわしいかもしれない。

　それが、どれほど降り続いていただろう。




　ぴちゃ……




　夜の帳が降りた薄うす暗ぐらい路面に、小さな小さな波は紋もんが生まれた。

　轟ごうとうなりを上げる雨あめ飛沫しぶき、公道に設けられた街灯になにかが照らされる。

　おぼろげな光の下で、水みず浸びたしの道を進む二人の少女。

「……雨か」

　ぬれそぼった肢し体たい。

　額に張りついた濡れた黒くろ髪かみを水すい滴てきごと手で払はらいのけ、キリシェは頭上を見つめた。

「アテが外れたな。早くても明日以降かと思っていたが」

　ＳＩＲＥＮサイレンのはるか彼方かなたの上空に漂ただよっていた雨雲。

　それが突とつ如じよとして、異様なほどの強風に流されて此こ処こまでやってきた。おかげでこの深夜、またも雨に打たれながらの強行軍となってしまった。

　……思えば。

　……アテが外れたのはこの都市に来た当初からか。

　この世界に運命を決するための回転盤ルーレツトがあるとして、それがある瞬しゆん間かんを境に、自分の予想をことごとく裏切りだした。そんな感覚だ。

　第三衛星都市に着いて早々に妹が発熱に苦しみ、倒たおれたこと。

　そんな妹を探す合間に理装執行者シミユレーターと戦い、その焦あせりから予定以上に体力を消しよう耗もうしたこと。

　だが何よりの違い和わ感かん。いや、変化とも言うべきことがあるとすれば──

「カルラ」

「…………」

　レインコートを羽織り、自分に手を繫つながれながら歩く妹。

「まだ具合が悪いか？」

「ううん……身体からだは、よくなったよ。看病してもらったもん……奈な々なさんに……」

　奈々という人間。

　もともとカルラは人間に対して警けい戒かい心しんは持っていた。自分と共にＳＩＲＥＮサイレンを放ほう浪ろうし、理装執行者シミユレーターや制圧機動隊から逃にげる日々を過ごすなかで、人間は自分たちを追いつめる狩しゆ猟りよう者でしかないと、そんなイメージしか抱いだいていなかったはずなのだ。

　それが──

　わずか自分の手を離はなれた数時間で、こうも奈々という人間に懐なつくものなのか？

「…………」

　だが、思い返せばキリシェ自身にも腑ふに落ちない点はある。

　まずキリシェが奈々という人間の家に侵しん入にゆうした時。

　罠わな、あるいは理装執行者シミユレーターたちの一いつ斉せい攻こう撃げきを警戒して電界による状じよう況きよ確うか認くにんを行ったが、あの家には奈々という人間の反応しかなかったということだ。

　つまり罠ではなかった。




〝奈々お姉ちゃんも、ブルちゃんも、カルラのこと本当に大切にしてくれて、キリシェお姉ちゃんとも仲良くしたいって言ってくれてて──〟




　……そんなことがあるというのか。

　……わたしが赤色標識レツドコードと呼ばれる放浪バイオテスタだと知っていて、それなのに。

　ありえない。あってはならないのだ。

　そうでなければ自分の────人間とバイオテスタは相あい容いれない────その理り屈くつが、砂の城のごとく崩くずれ去ってしまう。

　……うそだ。人間がバイオテスタとの共存を望むだなんて。

　……その愛情を……私はあんなにも望み、そしてすべて裏切られたというのに。

「忘れろ」

　だからこそ、キリシェにはそう答える以外になかった。

「何かの間ま違ちがいだ。奈々という人間も、しょせんはどこかで理装執行者シミユレーターや制圧機動隊と繫がっている協力者だろう」

「……違うよ」

　歩きながら、再びカルラからこぼれる嗚咽おえつまじりの声。

「奈々さんは本当に……カルラのこと、それにお姉ちゃんとも話がしたいって……人間が悪いことをしたことを知って、お姉ちゃんやカルラに謝りたいって、そう言ってたんだよ。……人間は、バイオテスタと仲良くできるんだって……」

「では、なぜ私たちはこうして追われ続けている」

　人間に追われるからこそ逃げ続ける自分たち。

　放浪バイオテスタが逃げ続けるから追い続ける人間。

　永遠にその溝みぞは埋うまらない。どちらかが音を上げて、降こう伏ふくするまで戦いは続く。

　──負けない。

　──負けるわけにはいかないんだ。何があっても、カルラを守るためには。

　カルラの言うように、もしも奈々という人間が自分たちにとって無害の存在だとしても。

　では多数派はどうなのか。

　奈々という人間が例外なのであれば、結局ＳＩＲＥＮサイレンにおける自分たちの立場に変わりはない。バイオテスタへの理解などそこには無く、人間と相容れることはない。

「奈々という人間のことは忘れろ。もう第三衛星都市も離れる」

　降りしきる雨のなか、再び検問所へ。

　目指すは第二衛星都市。

　つい数日前に脱出したばかりの都市だが、カルラがこの第三衛星都市での記き憶おくを忘れるためには別の都市に移動した方がいい。

　それにこの検問所は、既すでに制圧機動隊たちの包ほう囲い網もうを突とつ破ぱした場所だ。監かん視しカメラや警報機器なども破は壊かい済み。行く手をさえぎる者は誰だれ一人ひとりとしていない。

　そう確信したキリシェが、検問所に足を踏ふみいれたその先に────




「オムニスの方程式を、知ってるか」




　たった一人。

　制服姿の少年が、雨に打たれながらも自分たちを見つめて立っていた。

　……制圧機動隊の武装ではない。

　……理装執行者シミユレーターか？

　キリシェが違和感を覚えたのは、目の前の少年の佇たたずまいだ。

　理装執行者シミユレーター特有のバイオテスタへの警戒心、そういった類たぐいのものが一いつ切さい感じられない。だが先の奈々という人間のような一いつ般ぱん人じんかと言えば、それとも違う。

　わからない。

　キリシェが今まで出で逢あってきたどの人間とも、目の前の少年は何かが違う。

「どうすればお前に会えるかって考えたけど、突つきつめれば選せん択たくは二つのどちらかだ。つまり第三衛星都市に『留とどまる』か『脱出』かの二択たく」

　一歩、その少年が歩を進めてくる。

　自分キリシエが赤色標識レツドコードと恐おそれられる放浪バイオテスタであることは確実に知っているはず。

　しかし少年の表情に迷いや警戒、恐きよう怖ふといったものは一切ない。

「このうち『留まる』選択なら問題ない。いつかお前がまた姿を現した時、そこに直行すればいいからな。問題は後者で、つまり第三衛星都市からお前が脱出しようとした時だ。そうすると、お前を見つけるにはＳＩＲＥＮサイレン中を探しまわらなくちゃいけなくなる。それを阻そ止しするには俺自身が検問所で待機するしかない」

　少年が、背後の検問所跡あと地ちを指さしてみせる。

「第三衛星都市から繫がってるのは第二衛星都市と第四衛星都市。──どちらの検問所に向かうのか。可能性が高いのはまだお前が侵入してない第四衛星都市だろうってのが大方の予想だったけど、お前ならそれも予想したうえで、あえてコッチかと思ってた。まあ、それは読み合いの末の結果論だったけどな。でもよかった。ここの方が人もいないから、二人きりで話ができる」

「……話？　人間であるお前が、バイオテスタである私に話だと？」

　冷たい雨に打たれながら。

　キリシェは、そんな雨よりも凍てついた冷れい笑しようを浮うかべてみせた。

「あいにく私にその気はない。失うせろ人間。私を誰だれだと思っ────」

「キリシェ、だろ」

「……っ!?」

　カルラと繫いでいた手を一いつ瞬しゆん放しかける。

　キリシェにとって、自らの名を呼ばれることはそれほどまでに久しい衝しよう撃げきだった。

　──赤色標識レツドコード、あるいはΩオメガ指定種。

　──キリシェの問いは、少年がそう答えることを予想していたものだ。

　だがまさか。

　かつて壊かい滅めつさせた研究所と共に失われたはずの名前。放浪バイオテスタとなって以来、自分の名前を呼ぶ人間が現れたのは初めての経験だったから。

「貴様、何者だ……」

「俺の名前を聞いてるなら、ミソラ。それとも俺の目的を聞いてるっていうなら……そうだな、いろいろ話したいことはあるんだけど、あえて言うなら」

　一いつ拍ぱく。

　言葉を探すための呼吸を置いて。

「俺が、人間代表だ」

「……なに？」

「すべての人間に代わって俺が謝って、戦って、傷ついて、そしてお前と仲直りするためにここに来た。それを奈々に託たくされてな」

「っ！」

　奈々という人間の名に、手を繫いでいたカルラが反射的に顔を持ちあげる。

　そして──

「来いよ赤色標識レツドコード！　お前の憎にくしみも恨うらみも、全部、消えてなくなるまでぶつけてこい。俺がどこまでだって付きあってやる！」

　少年は高らかに宣言した。

「だから、これが最初で最後！　人お間れと竜おまえのたった一度の戦いだ！」




　最高のバイオテスタ研究者アナスタシア、その後継者である少年と。

　最強のバイオテスタにして、すべての人間を憎む竜人の──

　これがその邂逅はじまり。







　　　フェーズ５　「キリシェ　─人間─」







　ぶ厚い雨雲に覆おおわれた曇どん天てん。

　星明かりも月明かりも、遠くに建ちならぶ建物の明かりもなく。光源と呼べるのは道の両りよう端たんに設置された街灯の朧おぼろげな明かりだけ。

　その光に照らされて──

　雨に打たれながらも微び動どうだにせず、ミソラは竜型バイオテスタと向かいあっていた。

　竜人キリシェ。

　外見だけなら人間の少女とまるで変わらない。いまのように翼つばさと尾おを隠かくした状態であれば、学園研究機関アカデミーに通う人間と言っても誰一人疑う者はいないだろう。

「奈な々なからお前たちの話は聞いた」

「っ」

「そんな表情するってことは、覚えてるみたいだな」

　わずかにキリシェの表情が歪ゆがむ。

　その横には、複雑そうな面おも持もちでレインコートを着たカルラがうつむく姿。

「そうだよ。お前の妹が倒たおれてるのを看病して、だけどそれを知らないお前は、何一つ話を聞くことなく奈々に電流を浴びせて傷つけた」

「…………」

「お前が人間を恨む理由はわかるし、俺だってそれを責められない。ＳＩＲＥＮサイレンの一部で、心ない連中がそうしたバカみたいな研究してるのも、もしかしたら一つや二つじゃないかもしれない。だけどな」

　降りそそぐ雨音。

　滝たきのごとき水量で天上から落ちてくる水すい滴てきを浴びながら──

「俺が、奈々から何を言われてここに来たと思う？」

「……私の知るところではない」

「奈々はな、お前を助けてほしいって言ってた」

「なに？」

「わかるか、お前の妹を看病してやって、助けて、なのに当のお前から感謝どころかケガを負わされた奈々本人が、お前のことを助けてほしいって言ったんだよ！　お前と分かり合えるって心の底からアイツは信じてる！」

　拳こぶしを握にぎりしめてミソラは叫さけんだ。

　この雨音に消されぬよう──

　奈々という少女が伝えられなかった想おもいも一いつ緒しよに言葉に乗せる。そのために。

「……戯ざれ言ごとを」

「いいや。だから、それを証明するために俺が来た。奈々のかわりにな」

　一歩、また一歩近づいていく。

　距きよ離りおよそ五メートル。互たがいの仕草も表情も、この薄うす暗くら闇やみの中でもはっきりと手に取るように見える距離まで。

「キリシェ、お前はただ怯おびえてるだけだ。最強だけど誰より孤こ独どくを恐れてる。だから妹を巻まき添ぞえに放ほう浪ろうを続けてるんだ」

「口の利きき方に気をつけろ人間。私はカルラを守るために──」

「それが間ま違ちがってるって言ってんだよ！」

　最強のバイオテスタが一瞬その言葉に気け圧おされるほど。

　ミソラは、喉のどに血の味を覚えるほど強く、哀あわれな竜人へと吼ほえた。

「いい加減に気づけよキリシェ！　お前はカルラを守ってるんじゃない。妹が人間と接せつ触しよくするのを妨ぼう害がいしてるだけなんだ。カルラと、そしてお前自身が人間と解わかりあう立場になる前に、その直前ですべてを塞せき止める赤色標識レツドコード。それが今のお前なんだよ！」

「……もういい。目め障ざわりだ」

　刹せつ那な。

　キリシェの指先から雷らい光こうにも似た光が迸ほとばしった。

　指先に触ふれた水滴を伝い、地上に溜たまった水たまりを伝い拡散する電流。

　その速度、光速に匹ひつ敵てきする三十万キロメートル毎秒。物理学上の最速値にして、回かい避ひはおろか反応・認にん識しきすら許さない絶対速度。

　だがその電でん撃げきが、止まった。

　水という導体によって確実に届くはずの一いち撃げきが、ミソラの直前でだ。

「なにっ……？」

　声を上げる竜人。

　耐電服を着ているどころか、電流を通す雨雫に全身ぬれそぼった状態で、さらに久く遠どうのような絶ぜつ縁えん装そう甲こうを用意しているわけでもない。

　なのに、なぜ電撃が届かないのか。

「ずいぶんと奇き妙みような小細工だな？　どうやって私の電撃を防ぼう御ぎよした？」

　わずかに眉まゆをひそめるキリシェが、自ら進みでる。

　──妹カルラを逃にがすのでなく、自分が前に出ることで妹から距離をとる。

　──何よりの警けい戒かいの表れ。

　そんなキリシェに。

「お前は強いよ。俺も、心の底からそう思う」

　ミソラは素す直なおな気持ちをそのまま口にした。

「本当に、俺が今まで出会ったどんなバイオテスタも目じゃないくらい圧あつ倒とう的てきだよ。ＳＩＲＥＮサイレンがΩオメガ種指定したのもわかる。その強さはきっと、お前一人のためだけじゃなくて、妹を守るために運命が、あるいは神さまが与あたえてくれた特別な強さなんだろうな」

「それで？」

「だけどある特別な条件を満たした時、俺とお前の立場は逆転する。そう、今まさにこの瞬しゆん間かんなら勝機がある」

　腕うでを掲かかげ、まっすぐ天上を指さしてみせる。

「この豪ごう雨うがその条件？　正気か？　この雨は私にとって最高の交戦環かん境きようだ。お前がどこまで逃げようと、雨を伝う電流から逃のがれる術すべはない」

「──いいや。その逆だ」

　靴くつ先さきまで浸しん透とうする雨と、足あし下もとに溜まった湖のような水たまり。

　それをちらりと一いち瞥べつして。

「この雨の中だからこそ、俺が勝つ」

「勝機？　誰の前でモノを言っている」

「勝つさ。そして、俺がすることはたった一つだ」

　互いに姿勢を屈かがめ。

　そして──

「お前を奈々のところに連れていく。お前が、今度こそ奈々と分かり合えるようにな」




　人間ミソラと竜人キリシエは、同時に地を蹴けった。




「調子に乗るな人間っ！」

　キリシェの後うしろ髪がみが突とつ風ぷうを受けたように舞まい上がり、直後、その背中には虫類のソレを思わせる巨きよ大だいな翼が顕けん現げんする。

「お前に……私の負った憎しみの何がわかる！」

　その細さい胞ぼうのほぼすべてが発電板によって構成された竜人の翼。キリシェが体内に有する膨ぼう大だいな生体エネルギーＡＴＰアデノシン三リン酸を消費し、それを強力な電流へと変へん換かんする。
















　──古来、人類は天上に輝かがやく雷光を神話の「神」そのものとすら崇あがめていた。

　──その落らく雷らいをも再現する強電流。

「醜みにくく、ひれ伏ふせ」

　キリシェが腕を振ふりおろす。その指先から伝う電撃が無数の雨を伝って地上に降り立ち、水たまりを経由して拡散し、ミソラへと迫せまる。

　水という導体内における電撃の速度、秒速三十万キロメートル。

　今度こそ反応できない。必殺のつもりで放ったキリシェの電撃が、再びミソラを中心とする周囲数メートル圏けん内ないでことごとく弾はじかれた。

　電流が、そこから先に進まない。まるで見えない壁かべでもあるかのように。

「なんだっ……？」

　わずかに身じろぐ黒くろ髪かみの少女。

　その隙すきをついて、ミソラはさらに距離を詰つめた。そしてミソラの疾しつ走そうにあわせて、電流を拒きよ絶ぜつする絶ぜつ縁えん空間もまた移動する。

「イオン分解か！」

　キリシェが大きく目をみひらいた。

　一いつ般ぱん的に、水は電気を通す物質だと言われている。

　その理由は水中に様々な物質が溶とけこみ、イオン原子として存在することで電流の通り道を作っているからだ。それが雨であればなおさら、空中から降りそそぐ時に様々な物質を有していることだろう。

　しかしそれには一つだけ例外がある。

　──水以外の不純物のすべてを濾ろ過かした『純水』だけは、違う。

　──純水は電気を通さない。

「俺のバイオテスタ『方程式オムニス』が、俺の周りの雨水に混じるイオン原子構成を掌しよう握あくして、すべて分子として再結合した。電気を流す通イりオ道ンは存在しない」

「電荷を操あやつる能力……？」

　竜りゆう型バイオテスタの双そう眸ぼうが獣けもののごとく、さながら伝説の──本物の竜さながらの威い圧あつ感かんを湛たたえ、輝きだす。

「まあいい。ならば直接お前を捕とらえるまでだ」

　キリシェが、その翼を一度大きくうねるように羽ばたかせて。

　刹那。

　黒髪の少女の姿が、かき消えた。

「速いっ!?」

「その人間を超こえた反応。お前も理装執行者シミユレーターと同じ重反応加速アクセルとやらを使えるようだが、あいにくソレは見み飽あきている」

　真横にまで迫ったキリシェ。

　この薄うす暗ぐらさと雨による視界不良とはいえ、一いつ瞬しゆんではあれど自分が動きを見失うほどの速度で迫るバイオテスタ。ミソラですら過去に経験したことがない。

　……コイツの筋肉のほとんどは発電板のはず。

　……物理的に考えて、この常識外れの運動速度が出せるわけがない。

　つまりこの機動力の正体は。

「生成した電気エネルギーを、体内の運動エネルギーに転てん換かんしてるのか」

「──見ぬいたか」

　目を細めるキリシェの反応が、何よりミソラの推測に対する明確な答えだった。

　自己生成した電気エネルギーを、体内で運動エネルギーへと転換。

　そうすることで、本来なら筋肉によって生みだされるべき力学的エネルギーを、筋肉の絶対量に依よることなく爆ばく発はつ的てきに生成できる。

「だけどお前の運動エネルギー生成、効率は重反応加速アクセルより格段に落ちるはず。そんな機動力で動いたところで、すぐに体力消費してぶっ倒たおれるだけだろうが」

「そうかな？」

　間近に迫ったキリシェの浮うかべる冷れい笑しよう。互いの服と服とが触れあうほどの距離でもって、それはミソラですら寒気を覚えるほど底知れぬ竜人の破は壊かい衝しよう動どうだった。

「お前こそ、私を誰だれだと思っている」

　その動きが、ミソラの直前で減速どころか一方的に加速する。

　……さすがバイオテスタ。

　……保有エネルギー量には、最初から絶対の自信があるってことか。

　電撃そのものが膨大に体力を消費する。

　その能力を自在に使いこなすための無む尽じんとも言うべき生体エネルギーを保有した個体。それが、キリシェを生んだ「最強のバイオテスタ」竜人計画だ。

「だが、貴様のその反応速度も並の理装執行者シミユレーターとは思えない。話に聞く無ゼロ級きゆうか？」

「いいや、そんな肩かた書がき堅かた苦くるしいだけだ」

　理装執行者シミユレーターを凌りよう駕がする速度で迫るキリシェ。それに匹ひつ敵てきする反応でもって、ミソラもまた彼女の動きを捉とらえ、その伸のばされた手を寸前でかわしきる。

　──バイオテスタ『方程式オムニス』。

　師アナスタシアが創つくり、そしてミソラが授さずかったバイオテスタ。

　自律意思は存在せず、かつて瀕ひん死しの重傷を負ったミソラに宿ることで血液の代だい替たいとなり、いまは完全にミソラの血液と同化した状態だ。

　その能力は、『あらゆる方程式、反応式を掌握する』こと。

　方程式オムニスが『あらゆる方程式を満たす理想の触しよく媒ばい』となり──

　主あるじであるミソラを『あらゆる方程式を発動させる理想の器うつわ』とさせる。そして、それによって発動する重反応加速アクセルの反応加速は通常の理装執行者シミユレーターの比ではない。

「……なるほど」

　三み度たび。伸ばした手がミソラによってかわされて空を切る。

　直後、キリシェが一言そう呟つぶやいた。

「人間にしては大した瞬しゆん発ぱつ力りよくだ。しかし」

「なっ!?」

　ミソラの足に何かが絡からみつく。

　尾お──大だい蛇じやの胴どう体たいをも想起させる巨大な尾がいつの間にか、キリシェのスカートの裾すそから現れてミソラの足首を搦からめとっていたのだ。

「捕らえたぞ」

　獲え物ものを捕ほ獲かくした肉食動物のような眼光でもって、こちらを睨にらみつける竜の少女。

　周りの水を経由して電でん撃げきを浴びせるのが無理ならば。

　直接、触ふれて電気を流せばいい。

「終わりだ」

　足首に絡みついた尾を伝い、直接ミソラの足首から全身へと流れ伝う強電流。

　人間はおろか鯨くじらですら仕留める電撃が──




「『方程式オムニス』発動。全反応式を連結する」




　ミソラの全身を灼やき焦こがす直前。

　まるで火の粉が飛びちるように、一瞬にして霧む散さんし、消しよう滅めつした。

「馬ば鹿かな……」

　翼つばさと尾を顕現させた少女が、今度こそ言葉を失った。

「まさか電気分解!?」

「言ったはずだぜ。この豪雨の時だけは、俺とお前の立場が逆転する」

　電気分解。

　大量の水に電極を設置して電気を流すことで、それが水素と酸素に分解される物理現象だ。そのために必要な水は、いま天上から無限に供給されている。

　この雨を全身に浴びておくことで、全身どの箇か所しよに電撃を受けようと、方程式オムニスによる化学反応支配によって水の電気分解を導き、結果として電撃を消滅させる。

「だが、この豪雨は……」

「偶ぐう然ぜんに降ったものだって言いたいんだろ？　だけど、そうじゃねえんだよ」
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　第三衛星都市を覆おおいつくす雨雲。

　その漆しつ黒こくの天上────もはや人間の目には到とう底てい捉とらえられぬほど上空に、たった一体、輝く六枚の翼を有する真天使フイオラミリスが降臨していた。

『…………』

『ご苦労だった』

　神性幻げん想そう種フィオラミリス。

　そんな彼女の横に浮ふ遊ゆうする二体の精せい霊れい。

　風の始原精霊シルフ。この世界と並列する高波動世界にのみ存在する伝説の精霊だ。

　フィオラミリスの旧約召しよう喚かんによって顕現してからわずか半はん刻ときで、ＳＩＲＥＮサイレン全域の雨雲を第三衛星都市にかき集めてみせた。

『モウ、オワリ？』

『それがアイツとの約束だからな。お前たちは帰き還かんしろ』

　光に包まれる二体の精霊。

　高波動世界へと帰っていく精霊を見送って──

『一度だけだ。助力はこれきり』

　眼下に広がる地上を見下ろして、フィオラミリスはそう告げた。

『あとはミソラ、お前があの竜を止めてみせろ。お前が本当にアナスタシアのすべてを受け継ついだ後こう継けい者しやだというのなら、な』

　真天使フイオラミリスの呟き。

　それは風の始原精霊シルフの残した旋せん風ぷうにさらわれて、遥はるか彼方かなたへと消えていった。




　　　　[image: くぎり][image: くぎり][image: くぎり][image: くぎり][image: くぎり]




　降り止やまぬ雨。

　身を骨の髄ずいまで凍こおらせるように冷たい雫しずくを全身に受けながら、竜の少女が跳ちよう躍やくする。

　後方へと、初めてキリシェが自ら身を退ひいた。

「この大量の雨のイオン原子をことごとく消滅させて絶縁。さらに私の電流を電気分解で消費することで直接接せつ触しよくによる電撃にも耐たえる……お前、本当に何者だ？」

「大した芸じゃねえよ」

　距きよ離りを取ろうと後退する竜型バイオテスタ。

　そんな少女の狙ねらいを察し、ミソラは逆に彼女目がけて一気に駆かけだした。

　……距離だけはまずい。

　……この豪ごう雨うの条件でも、こいつに距離を取られれば俺の負けだ。

「お前だって似たようなことできるんだろ？」

「なに」

「電子支配による物質分解と再構築能力。そして奥の手が竜の息吹いぶき。言っちまえば超ちよう高熱のプラズマ流である太陽風だ」

「なっ!?」

「竜の息吹は使わせねぇよ」

　ビクッ、と少女が全身を硬こう直ちよくさせる。

　その一瞬の動どう揺ようをついて、ミソラはキリシェへと一気に距離を詰つめた。

　秒速四〇万メートル。

　温度一〇〇万度超ちようという桁けた外はずれのプラズマ気流。

　その太陽風をキリシェがどれだけの規模で再現できるかは何者にも知り得ないが、発動すれば回かい避ひも防ぼう御ぎよも不可能であることだけは間ま違ちがいない。

　──ゆえにミソラの勝利条件は、

　──電撃を防ぐことのできる豪雨下で、かつ竜の息吹を一度も使わせないこと。

「太陽風の弱点は、その自由電子の放出圈が広すぎることだ。針の穴を通すような精密な能力じゃない。だから『発動すればお前自身を巻きこむ』くらいの近きん距きよ離りを保てば、お前も竜りゆうの息吹を発動できない。違うか？」

「……なぜ、貴様が私の能力をそこまで把は握あくしている！」

　後方へ跳躍するキリシェ。さらに左右への急転回で距離を開けようとする。

　それを、ミソラが重反応加速アクセルによる疾しつ走そうで追いかける。

「久遠先せん輩ぱい。お前が戦った理装執行者シミユレーターは、俺の学校の先輩だ」

「なるほど。ではあの男と、そして奈々という人間二人分の敵かたき討うちというわけか」

「──いいや」

　不意を衝ついてキリシェの放つ電撃。

　それを、水の電気分解によって消滅させながら。

「最初に言ったはずだ。そんな気持ちで俺はバイオテスタと戦いたくなんかない。俺が戦うのはいつだって、たった一つの理由だけだ」

「…………」

「ただ単に、帰る場所のないバイオテスタがいた。それを見て、心配してる友人がいて。彼女からソイツのことを託たくされた。そう。お前と、お前の妹のことだ！」

　人間から恐おそれられ、放ほう浪ろうバイオテスタとして四年以上もＳＩＲＥＮサイレンを徘はい徊かいし続けてきた。

　帰る場所のない孤こ独どく。

　その孤独を、妹を守るためだと自分に言い聞かせることで誤ご魔ま化かしてきた四年間。

「俺は、俺にできるかぎりのことをやる。一人ぼっちのバイオテスタがいたのなら、いつだってどんな時だって等しく『＝イコール』で助けてやるさ。だから俺がお前を止めて、奈々の下もとへ連れていく。これ以上、お前が行き場を失わないためにもだ」

「ふざけるな！」

　竜の咆吼がこだまする。

　電撃もプラズマも伴ともなわない。それは赤色標識レツドコードと呼ばれた少女に蓄ちく積せきした、純然たる怒いかりと憎にくしみの放出だった。

「貴様に、私の味わった苦く悩のうの何がわかる！　私が……私が生まれてどれだけの孤独を味わったことか。人間きさまらは一度たりとも、私がどれほど望んでも愛情の言葉一つ与あたえてはくれなかったのに！」

「それは人間の過あやまちだ。現い在まのお前の気持ちと行動が間違ってるなんて俺も言えない」

「ならば──」

「でもお前は、カルラにも一生そんな恨うらみと苦しみを押しつける気か？」

「……っ！」

「お前が一番わかってるはずだ。お前の妹は、お前のように強くない」

　奈々が発見した時のカルラは、高熱に冒おかされた状態だった。

　最強のバイオテスタであるキリシェとは違う。

　人間以上に弱い命。厳しい気候に晒さらされ、休息も食事もとれない放浪生活。それが続けば続くほど、カルラという少女の命は削けずられていく。

「話を聞けキリシェ！　俺も奈々も、お前たちと敵対したいだなんてこれっぽっちも望んじゃいない。お前たちが今度こそＳＩＲＥＮサイレンで暮らせるように──」




「…………ミソラ」




　──空気が変わった。

　逃にげ続けていたキリシェが足を止め、無感情な瞳ひとみでこちらをじっと睨みつけてくる。

　虚無色からつぽの瞳。

　生きることの意味を失った次バ世イ代オ新テ生ス物タ。ただ妹を守ることのみに存在価値を見いだし、縋すがりつくしかない、悲ひ哀あいなる竜の少女の姿がそこにはあった。

「ミソラ、貴様は……異物だ……」

　自らの額に手をあてながら、呻うめくように言葉を発する赤色標識レツドコード。

「貴様がいると、私の中で何かが崩くずれそうになる。私という存在に混じりかけた不純物。それが……貴様だということを理解した！」

　その翼が弾はじけとんだ。

　間近で見ていたミソラがそう錯さつ覚かくするほど、キリシェの背中に顕けん現げんした翼が一いつ瞬しゆんにして膨ぼう張ちようし、彼女の全身をも包みこむほど巨きよ大だい化した。

　竜の尾おも同様だ。ソレ自身が巨大な大だい蛇じやのごとく膨ふくれあがり、肥大化していく。

　……これが、竜人キリシェ。

　……竜型バイオテスタとしての本当の姿か！

　竜ち因か子らの最大顕現。

「貴様だけは確実に、私のすべてを以もつてこの場で排はい除じよする！」

　裁きの光。

　ＳＩＲＥＮサイレン最強のバイオテスタの全身から稲いな光びかりが瞬またたいて──

「っっぐっ!?」

　ミソラの全身を、かつて経験したことのない高熱と衝しよう撃げきが駆けめぐった。

　……冗じよう談だん……だ、ろ。

　……本当にこいつ、最強のバイオテスタとかそういう次元ですらないってのか。

　絶ぜつ縁えん破は壊かい。

　本来ならば究極の絶縁体であるはずの純水と大気だが、その絶縁の限度を超こえた放電に触ふれた際、その絶縁機能が破壊されて電気を強制的に通すようになる現象だ。

　大気の絶縁破壊に要する電圧、実に三〇〇万Ｖボルト。

　これが自然界において「落電」と呼ばれる現象。

　およそこの世界にあるすべての絶縁体が、この放電の前には無む為いと化す。それに一瞬でもミソラの肉体が耐えられたのは、その迫せまりくる電でん撃げきの大半を、方程式オムニスが電気分解によって消費させて抑おさえこんだからだ。

　……だけど、だめだ。

　……そんな程度で抑えこめる威い力りよくの放電じゃない。

「終わりだ」

　終しゆう焉えんの雷らい撃げき。竜人から放たれる最強最大の放電を目前にして。

　ミソラは──

「終わり、だと？　ここで終わったら、誰だれがお前を助けてやれるっていうんだよ！」

　左ひだり腕うでに嵌はめた制御環アクセスキーを、全力で右の拳こぶしで叩たたき割った。
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　千ち々ぢの欠片かけらとなって砕くだけ散ちるガラス。中心部の真空管を失った金属環が、音を立てて地に落下する。

「処理係数『無限界』。全ての解をもって世界を『＝（連結）イコール』する」

　光が生まれた。

　幻げん想そう的に輝かがやく極小の文字がミソラの足下を中心に浮うかびあがり、それが無数に連なることで環わを成して、極ごく彩さい色しきに輝く光の円えん環かんが天上までを照らしだす。

「綺き麗れい……」

「その光は!?」

　妹カルラと姉キリシエ。

　その輝きを前に、二体の竜型バイオテスタの声が唱和する。

「残り、二十七秒」

　輝く円環の中心に立って、ミソラはキリシェを睨にらみつけた。

「それが俺の限界時間だ。どっちが先に力つきて倒たおれるか！」

　バイオテスタ『方程式オムニス』。

　それは自らがあらゆる方程式を満たす理想の触しよく媒ばいであり、その真価はミソラの指定するあらゆる方程式を掌しよう握あく、無限大に加速させることにある。

「戯たわ言ごとを……！」

　キリシェの全身から迸ほとばしり、全方位へと放たれる竜の雷。

　大気の絶縁すら破壊し、雷らい鳴めいという名の衝しよう撃げき波はすら発生させながら、超高熱の雷撃が光に匹ひつ敵てきする速度でミソラへと迫る。

　だが、刹せつ那な。

　天から降りそそぐ豪ごう雨うが一瞬にして消しよう滅めつすると同時に、放たれた雷撃のことごとくが、まるで陽炎かげろうのように音もなくかき消えた。

「……まさか」

　キリシェもまた瞬しゆん時じに理解していた。

　放った雷撃が避さけられたわけではない。

　雷撃がミソラの身体からだに触れる刹那、落らく雷らいにも匹敵する電気エネルギーが、この天上から降りそそぐ豪雨すべてを代だい償しように、電気分解によって消費されたのだ。

　──制御環アクセスキーの制約から解きはなたれた方程式オムニス。

　──その方程式オムニスによって無限に加速した電気分解で、ようやく可能になる防御法。

「だけど一回きりだ。これで俺も手札は使いきった」

　三百万Ｖボルトに達する電気エネルギーのすべてを電気分解という化学反応で消費する。それだけ大規模な電気分解に、いったいどれほどの水量を必要とするだろう。

　結果。キリシェの全力の雷撃を防ぐ代償に、天上から降りそそぐ雨のすべてが、膨ぼう大だいな水素分子と酸素分子とに分解されて消滅した。

　──もう雷撃は防げない。

　──雨が再び地上へと到とう達たつするより先に、キリシェが雷撃を発動する方が早いだろう。

　ゆえに機会チヤンスは一度だけ。

　キリシェが最大出力でもって放った雷撃を、方程式オムニスの支配する化学反応によって一度だけでも無効化できるかどうか。失敗すれば雷撃を浴びて自分が倒れる。

　しかし成功すれば、その先には。

「ミソ────」

「俺の勝ちだ」

　全身の電流を放出して無防備となった竜めがけ、ミソラは拳を振ふりあげた。

　衝撃。

　振るった拳が、キリシェの身体に深々と突きささる。

「……っ、か……は……っ……？」

　自らの胸むな元もとを押さえてよろめく少女。

　鳩尾みぞおち──胸と腹部とのちょうど中間。身体の正中線上に存在し、打ちぬくことで強きよう烈れつな痛みを与える急所として知られる部位だ。

　倒したか？　意識を失うか、そうでなくても横おう隔かく膜まくの痙けい攣れんで呼吸もままならない。

　そうミソラが確信しかけた矢先。
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「──────っ、ミ、ソッ、ラァァァァァァッッッッッ！」

　竜人が顔を上げる。

　その翼つばさから、尾から、全身から、先をも超える放電がキリシェの全身を包みこむ。

　大気そのものがプラズマの気流によって覆おおわれて。

　……半暴走!?

　……あれだけ力を消費して、まだこれ以上の放電ができるっていうのか!?

　激げつ昂こうした竜人。

　全身に何百万Ｖボルトという電撃をまとっているせいで、もはや拳で触れることもできない。甘かった。今の一いち撃げきはダメージを与えるどころか、竜人を逆上し凶きよう悪あく化させる禁忌タブー。

　壊こわれた精神制御リミツター。

　先の一撃がまさに竜の逆げき鱗りんに触れる行こう為いであったことを、ミソラは直後に理解した。

「絶ッッッ対に、貴様だけは逃がさない！」

　自らの背せ丈たけよりも巨大な翼を羽ばたかせ、キリシェの姿が宙に浮く。

　重反応加速アクセルによる跳ちよう躍やくならばまだ追いつける。が、キリシェは凶悪無比の電流で全身を覆っている。拳で触れたところで感電するのは自分の方だ。

　──そしてまずい。

　──この距きよ離りは竜の息吹いぶきの射程圏けん内ない。

　キリシェを中心として半径三〇〇メートル超ちよう。

　回かい避ひはおろか、発動の瞬しゆん間かんを認にん識しきすることすらできない不ふ可か避ひの息吹。

　それを覚かく悟ごしたと同時。

「……くそっ！」

　ミソラは、ある場所を目指して駆かけだした。

　竜の息吹から逃げる術すべはない。そう理解しながらも、ミソラは方程式オムニスによって無限に加速された重反応加速アクセルに身を委ゆだね、限界まで地を駆けた。

　そして──

「人間……人間なんて…………私は認めない！」

　竜人キリシェの『竜の息吹』。

　その全身から放出されたプラズマ流が一〇〇〇〇度超の熱波となり、秒速四〇〇〇メートルという桁けた外はずれの暴風と化して吹ふき荒あれる。

　すべてを壊かい滅めつさせる竜の息吹。

　その気流を浴びた地面のアスファルトが、一瞬にして白い煙けむりへ。瓦が礫れきと化した検問所の壁へき面めんも音を立てて沸ふつ騰とうし、消えるように蒸発していく。

　膨大なプラズマ嵐あらしが渦うず巻まいて、消滅したその後に──

「……っ……ぁ……はぁ…………」

　まさしく体内の全生体エネルギーを消しよう耗もうしつくしたキリシェが、荒あららげた息を隠かくすこともできぬまま地面へと着地する。

「……ミソラ……」

　呪じゆ詛そを吐はくような面おも持もちで少女が見つめるのは、竜の息吹を浴びたはずの少年だ。

　無傷。

　先の電撃を受けたダメージこそ色いろ濃こく残っているが、キリシェの最終技である太陽風を浴びた形けい跡せきはない。もし浴びていれば、そもそも人間が無事であるはずがないのだ。

「……なるほど。その位置だけは私の攻こう撃げき圏けん外がいと読んだか」

　竜の少女が、肩かたで息をしながらも皮肉げに唇くちびるをつり上げる。

　ミソラの立つ位置。

　それは、キリシェの妹であるカルラの目の前だった。

「よもや私がカルラに手を出すことはないと考えて、真っ先にそこに逃にげこむとは。……はは、まさに人間らしい卑ひ劣れつな発想だな？」

　挑ちよう発はつか、それとも憫びん笑しようか。

　哀あわれみめいた声こわ音ねでそう告げるキリシェの言葉に対し。

「よかったなカルラ」

　ミソラがしたことは、すぐ後ろに立つ妹の肩をぽんと叩いてやることだった。

「え？」

「お前の姉ちゃん、あんな理性失いかけてても、お前だけはちゃんと攻撃圏外にしてた。あんな優やさしい姉ちゃん中々いないぜ。大事にしろよ？」

「……ミソラ!?　それは、どういうことだ!?」

　呆あつ気けにとられた口調で叫さけぶキリシェ。

　そんな彼女にふり返り、ミソラは背後の妹を指さしてみせた。

「どうもこうもじゃねえよ。あんな広こう範はん囲い攻こう撃げきここでぶっ放したら、当然、妹カルラまで巻きこむって考える方が普ふ通つうだろうが」

　ミソラがカルラへと駆けよった理由。それはキリシェによる竜の息吹がカルラを避けて発動すると予測していたのではなく、むしろその逆だ。

　万が一、あの状じよう況きようでカルラに対しても竜の息吹が襲おそいかかっていたとしたら。

　──事実。

　──キリシェの半径三百メートルという圏内に当然カルラも入っていた。

　それを知っていたからこそ。

　ミソラは自分の身でもってカルラを庇かばうために駆けつけたのだ。

「まあ、お前がカルラへの攻こう撃げきは外してくれてたから、それで結果的に俺も助かったって結論は間ま違ちがってないけどな」

「…………」

　言葉を失うキリシェ。

　彼女もまた気づいたのだろう。仮にミソラが単に自分の妹を盾たてにしようとしていたなら、ミソラはカルラの背後に隠れていたはず。

　だが現実は違う。

　竜の息吹が発動するまで、ミソラは一歩として妹の前から動かなかった。

　──身を挺ていしてカルラを庇うために。

　──この人間が本当に、言葉だけでなく、カルラを助けようと行動したことに。

　それに気づいてしまった。

「……そんな……なぜ……人間のお前が、そこまでしてカルラを…………」

「言っただろ。俺は、お前もお前の妹も助けてやりたいって。それがバイオテスタおまえたちを生みだした人間にできる精せい一いつ杯ぱいの思いやりで、愛情だからだ」

「…………愛情……」

　方程式オムニスの二十七秒制限が終わりを告げる。

　かたやすべてのエネルギーを消費しきった竜人。

　かたや人体の限界をこえた重反応加速アクセルの反動により、全身の筋肉がボロボロに断だん裂れつし、動くどころかその場に立つことが精一杯の少年。

　互たがいに無言で向かいあい──

　それでも一歩。また一歩、よろめきながらも近づいていく。

「この……人間……が……」

　ふらつく足取りで、息を切らせながらのキリシェ。

　戦いに仮定もしもがあるとして。もし久遠真しん一いち郎ろうとの戦いで太陽風を使わなければ、ミソラに自分の能力を知られることはなかっただろう。

　さらにこの豪ごう雨うでなければ、電でん撃げきを回避する術はなかったはずだった。

　そして何より──

　キリシェは自分の分の食料までカルラに与あたえ、昼も夜も休息を取らずに都市を放ほう浪ろうし、体力を消耗しきっていた。そんな状態でさえなければ結末は変わっていたかもしれない。

　運命というものがあるとすれば。

　その運命こそが、ミソラとの邂かい逅こうのためにキリシェにその境きよう遇ぐうを強しいていたのだろう。

「キリシェ、覚えとけ」

　同じく疲ひ労ろう困こん憊ぱいで。ミソラは、同じく荒あら々あらしい息でそう告げた。

「お前が放浪バイオテスタでいるのは自由だ。だけど、もうこれ以上、暴れるんじゃねえ。傷つくのはお前じゃなく、それを見てる妹の方だ」

「……なにを……知ったような口を……私は…………私……は……」

　奥歯を嚙かみしめながら返す少女。

　その声には今までにない儚はかなさや脆もろさと、そしてキリシェという最強のバイオテスタが初めて人間に洩もらす「弱さ」がにじみ出ていた。

「お前が暴れるっていうんなら、俺は何度でもお前を止めてやる。だけど、もしもお前が俺と約束できるっていうなら、その時はウチに来い」

「なに？」

「狭せまい家だけど、お前たちが寝ねる場所と、腹いっぱいの飯は食わせてやるよ」

「……っ」

　向かいあう少年と少女。

　互いの顔が触ふれあうほどの距離で互いに立ち止まり、そして────




　先に倒たおれたのは、竜の少女の方だった。




「っ、と」

　寄りかかるように意識を失ったキリシェを抱だきとめる。

　しかしミソラも疲労困憊の身だ。彼女の身体からだを受けとめたはいいものの、そのままゆっくり、彼女を抱きかかえながら座りこむのが精一杯だった。

「……ったく。手間かけさせやがって」

　眠ねむるように意識を失った竜の少女。

　その寝ね顔がおは、今までの彼女の態度が噓うそであるかのように穏おだやかで安らかなものだった。

「なあカルラ」

「っ！」

　突とつ然ぜんに自分の名前を呼ばれ、物もの陰かげに隠れていた幼女がビクッと身体をふるわせる。その仕草に苦く笑しようを押し殺し、ミソラは抱きとめたキリシェを見下ろした。

「さっきは悪かったな。お前の姉ちゃん殴なぐっちまって……ほら、これ。姉ちゃんの意識が戻もどったら渡わたしてやってくれ」

「え？」

　おそるおそる、ミソラから一枚の紙切れを受けとるカルラ。

　ここからミソラの自宅まで、その経路をざっと描き殴った手描きの地図だ。

「痛つうっ。とにかく俺はもう行くから。あとはそこらの物陰に隠れて、姉ちゃんが目を覚ますの待っててやれ。なに、この姉ちゃんならすぐ起きるさ」

「あ、あの……待って……」

「ん？」

「……ありがとう、です。キリシェお姉ちゃんのために……こんな一いつ生しよう懸けん命めい、声、かけ続けてくれて……」

　ぺこりと頭を下げる竜りゆう型バイオテスタ。

　そのぎこちなくも愛らしい仕草に、ミソラもまた微び笑しようで手を振ふり返して。

「じゃあ、またな」

　雨上がりの公道を、歩きだした。







　　　エピローグ　「竜の少女のたどりついた場所」
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　地平線の先からゆっくりと陽ひが昇のぼっていく──

　漆しつ黒こくから蒼そう穹きゆうへ。昨夜に集まっていた雨雲は一晩のうちに消え去って、残ったのは心ここ地ちよい青空と、湿しめり気けを帯びた微び風ふうだった。

　第三衛星都市・第９区画内の救急医療施設メデイカルセンター。その隔かく離り病びよう棟とうの一室で──

「ああくそ、くやしいっ。完っ全に赤色標識レツドコードにボロ負けした！」

　頭から両手の先まで包帯を巻いた久く遠どう真しん一いち郎ろうが、ベッドの上で上半身を起こした恰かつ好こうで無念そうな唸うなり声ごえを上げていた。昨夜まで意識不明の重体だったのに、今朝方ようやく意識を取りもどしたと思った時にはこの元気のありようだ。

　……さすがにこれは。

　……見み舞まいに来たのがバカらしい気分になりますね。

「ともあれ、元気そうで何よりです。後こう遺い症しようの心配もないとのことで」

　見舞いにと思って持参した焼きカレーパン入りのビニール袋ぶくろ。

　それを後ろ手に隠かくし、エリスは小さく溜ため息いきをついた。

「今度こそ！　次こそだ。なあ副会長、今度こそリベンジをだな──」

「バカなこと言ってないで早く治しなさい。評議会、ただでさえメンバーが不足しているんです。あなたの事務まで妾わたしに押しつける気ですか」

　ベッド脇わきのテーブルに何百枚という書類の山を載のせてエリスは言った。

「閣下からのお土産みやげです」

「え？　生徒会長が？　ていうかコレなに？」

「あなたの承しよう認にん待ちの評議会書類です。退院までにそれ全部、目を通して決裁しておきなさい。どうせ入院生活も退たい屈くつでしょう」

「え？　ちょっとそれマジで!?　お、おい副会長ってば!?　だから俺、重体で──」

　それには応こたえず。

「それでは。妾わたしは、中セ央ン統ト合ラ樹ルへの報告任務がありますから」
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　朝陽の差しこむリビング。

　窓まど際ぎわに移動させた踊花アルラウネは、日光を浴びながら鉢はちの上で心地よさそうに身体を揺ゆらし、ようやく目覚めたばかりの妖精猫ケツト・シーはまだ眠たそうにアクビをくり返している。

　ベランダの金翅鳥ガルーダは空を飛ぶための再訓練中で、それを興味深そうに見守っているのは二体の花精フエアリーだ。

　そんなバイオテスタたちの様子を横目に──

「痛いっ！　痛いってば、しみる！　もう平気だって！」

「ダメです！　ちゃんと消毒しておかないとばい菌きんが入ったら大変ですから！」

　電撃による火傷やけどにこれでもかと消毒スプレーを吹ふきかけまくるフィアに、ミソラは悲鳴混じりの抗こう議ぎの声を上げていた。

　火傷の傷に使った消毒スプレーだけで丸々二本。

　さらに言えば、覚かく醒せいした方程式オムニスによる無限界の重反応加速アクセルによる反動で、身体中の筋繊せん維いが断裂。おかげで全身くまなく炎えん症しよう止めの湿しつ布ぷを貼はった状態だ。

「……でも、ミソラが無事に戻ってきてくれてよかった」

　絨じゆう毯たんの上にぺたんと座って、フィアが自分の胸に手をあてて安あん堵どの溜息。

「本当はわたしもミソラのところに行きたかったんですけど、フィオラが、これだけは人間ミソラの戦いだから、邪じや魔ましちゃいけないって……」

「フィオラミリスが？」

「はい。……ようやくわたし、フィオラと少しだけお話することができました」

　胸むな元もとに手をあてたまま首しゆ肯こうする白銀めいた黄金プラチナブロンドの髪かみの少女。

　天使型バイオテスタであるフィア。

　その精神世界に宿った真天使フィオラミリス。

　どちらかの意識が活性化している時は、もう片方の精神世界は眠っている。それがミソラの知る二人の少女の関係だった。

　──その二人の心の距きよ離りが。

　──ほんの少しだけ近づいた証しよう拠こなのか？

「だけど、本当に少しだけです。フィオラ、またすぐいなくなっちゃったから」

　微び苦く笑しようを浮うかべるフィア。

　本人にすれば待ち望んでいた邂逅でもあっただろう。

　それを果たせたことは嬉うれしいけれど、それがすぐに終わってしまったことは名残なごり惜おしい。そんな複雑な心境を想おもわせる表情だ。

「ねえミソラ……」

　フィアがそう言いかけた時。

　絨毯の上に置いていたミソラの認証ライセンスが、電子音とともに震ふるえだした。

『ミソラ、ナッテルヨ』

『デンワ、デンワ！』

　鳴りひびく認証ライセンスを二体がかりで運んできてくれる花精フエアリー。

「おう、ありがとな。で……ああ、京きよう花かか」

　認証ライセンスの表示画面。

　クラスメイトでもある理装執行者シミユレーターの名前を見て、ミソラは通話の電源を入れた。

「よお京──」

『ちょっとミソラ！　どういうことなのよ今朝の一いつ斉せい通信！』

　通信先から伝わってくる京花の怒ど鳴なり声。

「送った文面そのままだよ。もう赤色標識レツドコードの心配はいらない。京花も、昨日からずっと徹てつ夜やで見張りしてただろ。あとは家に帰って休んでいいから」

『まさか……本当にアレを鎮ちん圧あつしたっていうの!?』

　半信半疑で聞き返してくる少女。

『いったいどうやったの？』

「別に鎮圧したわけじゃないさ。捕つかまえて拘こう束そくしたわけでもないから。おまけに言うと、今いま頃ごろアイツがどこに行ったかもわからない」

『は？　じゃあどういうこと？』

「んと……まあ、いろいろあったんだよ。とりあえず俺の言いたいことは伝えきった。あとはキリシェ次し第だいだけど、たぶん、わかってくれるんじゃないかな」

『……キリシェ？』

「ああいや、こっちの話」

　知られざる赤色標識レツドコードの本当の名前。

　それを知っているのは奈な々なと、そして奈々からその名前を伝えられたミソラとフィア。ＳＩＲＥＮサイレンでもこの三人だけだろう。

「まあとにかく静観しててくれってば。バイオテスタの事で俺が一度でもウソついたり、間ま違ちがった話をした事あるか？」

『……無い、わね』

「だろ？　だから大だい丈じよう夫ぶ。詳くわしいこと知りたかったらちゃんと話すから」

　これで三人目。

　第三衛星都市の認証ライセンス保有者に同内容の電子文を一斉送信して──その中でも、常に連れん絡らくを取り合っていたレイベルトとエリスには、ミソラから通話で連絡した。

　とはいえ話した内容そのものは京花と大差ない。とにかく赤色標識レツドコードの脅きよう威いはなくなった。その一点だけだ。詳しよう細さいは、また顔を合わせた時に正確に話すからと。

「……わかってくれた、よな」

　通話を切った後。

　手にした認証ライセンスを握にぎったまま、ミソラは自分に言い聞かせるように呟つぶやいた。

　──妹のことを本当に想っているのであれば。

　──キリシェ自身が、まず生き方を変えざるを得ないということ。

　今すぐに人間への不信感が拭ぬぐいきれないとしても、このまま永遠に放ほう浪ろうバイオテスタでいることはできない。人間に追われ続ける過か酷こくな生活。それにキリシェ本人が耐たえられたとしても、妹のカルラにはいつか限界が訪おとずれる。

　あの姉妹しまいにとっての安息の場所。

　それがＳＩＲＥＮサイレンにどれほど存在するかはわからない。特に、Ωオメガ指定種として危険視されていたキリシェを迎むかえ入れてくれる人間がどれほど残っていることか。

　……だけど、決して零ゼロじゃない。

　……そのことさえ伝わってくれたなら。

　赤色標識レツドコードとしてではなく、キリシェという一体のバイオテスタとして。

　あの竜人も新しい生き方を見つけられる。そう信じたい。

「ねえミソラ？」

　おずおずと、それでいてごく自然に、ミソラの手にフィアが己おのれの手を重ねてきた。

「そのキリシェさん、うち、来ると思います？」

「そうだな……」

　少女の手の温ぬくもりを感じながら。

　ミソラは、雲一つない青空をじっと見つめて。

「正直、半々って思ってる。ウチに来る可能性が五十パーセント」

「あとの半分は？」

「俺じゃない、もう一人のところかなってさ」




　　　　２




　第三衛星都市・第９区画──

　学園研究機関アカデミーからほど近い閑かん静せいな住宅街。

　そこに向かう道を、奈々は拒魔犬シエパードと一いつ緒しよに歩いていた。

『いやはや、心配しましたぞご主人。一時期はどうなることかと』

「ねー。あたしだって、ブルちゃんがなかなか目覚まさないから心配したんだよ？」

　奈々も、そして護衛役の拒魔犬シエパードも。

　強電流による筋肉の麻ま痺ひによってしばらく立つこともままならなかったが、一晩病院で手当てを受けて、朝には何とか体調も落ちついた。

　今はリハビリも兼かねて、病院から歩いて帰宅している最中というわけだ。

「……ねえ、ブルちゃん？」

『例の、あの放浪バイオテスタのことですか？』

「……うん。カルラちゃんどうしてるだろ。それにミソラからもまだ連絡ないし」

　昨晩のことだ。

　キリシェに襲おそわれて動けなくなった自分のところに、真っ先に駆かけつけてくれた少年。




〝奈々、本当によく頑がん張ばった。……わかってる。絶対に、何があってもキリシェを止める。人間のためにも、そしてキリシェ自身のためにもだ〟




　もはや意識も虚うつろな状態で。

　それでも不思議と、ミソラのあの言葉だけは聞こえていた。

「……あの時のミソラは、ちょっと恰かつ好こよかったよね」

『っ!?　な、何を言っているのですかご主人!?　あ、あんなガサツな原人には勿もつ体たいなさ過ぎる言葉ではないですか!?』

「でも、ブルちゃんが助けを呼びに行ったのもミソラだったんでしょ？　わざわざミソラの匂においをたどって探しにいったくらいだし」

『そ、それは……単に、事情を話すなら奴やつが一番話が早そうだっただけであって……』

「ふふ。大丈夫だよブルちゃん、一番恰好良いのはブルちゃんだから」

『！　そ、そうですとも！』

　嬉しそうに尻尾しつぽをふる拒魔犬シエパードを連れて、自宅のマンションへ。

「……だけど、まずコレを何とかしなきゃだね。管理人さんに何て言おっか」

　跡あと形かたもなく破は壊かいされた金属製の扉とびら。

　いったいどんな方法で砕くだかれたのかもわからないが、厚さ十センチ以上ある扉が、無数の破は片へんに砕けちっている。これを修理するくらいなら、いっそ新しい扉を手配して取りつける方がはるかに簡単な気がしてならない。

「それに泥どろ棒ぼうとかも怖こわいし……」

『大丈夫ですぞご主人。そんな侵しん入にゆう者などいれば、吾わが輩はいが────』

　言いかけた時。

　足あし下もとの拒魔犬シエパードが、全身を小刻みに震わせて悲鳴に近い声を上げた。

『こ……この匂い!?　ご主人、逃にげて！　早く！』

「え？　え、どういうこと？」

　足下の小型バイオテスタの怯おびえ方が尋じん常じようではない。それを察し、奈々も反射的に自分の背後へとふり返って──

「……っ」

　驚きよう愕がくのあまり、喉のどが痙けい攣れんして声が出なかった。




　竜人キリシェ。




　赤色標識レツドコードと称しようされた、ＳＩＲＥＮサイレン最強の放浪バイオテスタがそこにいた。

「…………」

『き、貴様！　何用だ！』

「…………」

　黒くろ髪かみをなびかせる少女は無言のまま。

　だがその表情は、最初に奈々が目もく撃げきしたあの憎ぞう悪おの塊かたまりではなく、むしろどこか穏おだやかで、そしてバツの悪そうな愛あい嬌きようさえ感じさせて。

「奈々お姉ちゃん」

「カルラちゃん!?」

　ひょっこりと、建物の陰かげから現れたのはレインコート姿の妹だった。

　元気そうな足取りで近づいてきて。

「……ねえ、キリシェお姉ちゃん」

　カルラが、無言の姉を促うながすように制服の裾すそを引っぱりだす。

「ねえってば」

「……わかっている」

　最強のバイオテスタが溜ため息いきにも似た息をつく。と思いきや、無造作な歩調で自分たちのすぐ目の前まで歩いてきて。

「復も元どれ」

　キリシェがそう呟いたと同時。

　その足下に散乱していた瓦が礫れきの山──昨日までは家の扉であった金属製の欠片かけらたちが、まるで意思を持ったように動きだした。

　復元。

　昨夜のキリシェは、この扉の素材である金属に対し、その自由電子の構成を崩ほう壊かいさせることで金属結合をバラバラに分解した。今度はその逆。分解し細分化した金属分子たちを、電子で結びつけることで再結合を促した。

　あらゆる物質の結合・分解を司つかさどる電子支配。

　とはいえキリシェの能力を知っているのはミソラ一人。それを知らない奈々からすれば、まるで魔ま法ほうでも目まの当たりにしたような心境だ。

「……あ、あの……ええと……」

「奈々と言ったな」

　カルラに制服を引っぱられながら。

　慣れない様子で、ためらいがちな口調ながらも竜りゆうの少女は確かにそう言った。

「お前がカルラを看病してくれたことには……感謝する。そして、そのお前に危害を加えたことは……私の、過失だった……すまない……」

「────」

「ここに来た理由は、それを伝えるためだけだ。私たちはもうこの都市を……」

「待って！」

「？」

　背を向けようとする竜型バイオテスタの姉妹しまい。

　そんな二人を呼び止めて。

　奈々が大急ぎで向かった先は、自分の家の厨ちゆう房ぼうだった。

『ご主人？』

「……はぁ……はぁ……お、おまたせ」

　大きな旅行用鞄かばんを両手で抱かかえ、奈々は再び家の外に顔を出した。

「はい」

「……なんの真ま似ねだ？」

　差しだされた鞄を、不思議そうなまなざしで見つめるキリシェ。

「ご飯。それとカルラちゃん用の薬とか、ウチに余ってた歯ブラシとかタオルとかも、ありったけ詰つめておいたから。無くなったらまたいつでも来て。だから、もう二度と暴れたりしないで。お願いだから」

「…………」

　目の前の鞄を見つめ、キリシェが瞬まばたきをくり返す。

「約束ね？　もし次に来るときまで、あなたが約束守れたら、その時は────」

「その時は？」

「ウチで、一緒に暮らさない？」

　うそ偽いつわりない心からの笑え顔がおで。

　奈々は、最強最悪と恐おそれられた放ほう浪ろうバイオテスタに微笑ほほえんだ。

「あたし学園研究機関アカデミーでも料理部だし。まだまだ味は保証できないけど、とにかくお腹なかいっぱい、温かいご飯食べてもらえるようにするから」

　その言葉に──

「……どこかで聞いたような台詞せりふだな」

「え？」

「何でもない。いや、私の独り言だ」

　ふっ、と赤色標識レツドコードが口元をやわらげた。

　何年間も忘れていた表情。

　そして、それは──

　キリシェと名付けられたバイオテスタが、人間に初めて見せた微笑だった。




　放浪して、放浪して、そして最後に辿たどりついたのだ。

　誰だれよりも人間の愛情を望んでいた竜型バイオテスタが、今ようやく────




「お前のような人間もいる。それは覚えておく」

「奈々お姉ちゃん……ありがとう」

　ぺこりとおじぎをするカルラ。

　奈々から受けとった鞄を携たずさえて去っていくキリシェ。

　そして、この日を境に。

　赤色標識レツドコードと呼ばれる個体が人間を傷つけたという報告が中セ央ン統ト合ラ樹ルにもたらされることは、一件としてなくなった。




　最強のバイオテスタ、竜人キリシェ。

　彼女はまだ知らない。

　彼女が再び奈々と、そして『方程式オムニス』の少年と巡めぐりあうことになる日が、そう遠くない未さ来きに待っていることを。
















　　　あとがき







　さまよう竜人が、最後にたどりついた願いの場所は────




　お久しぶりです。細さざ音ねです。

『Ｓ．Ｉ．Ｒ．Ｅ．Ｎ．サイレン３』、手にとってくださってありがとうございます！

　二巻から三か月ぶりの刊行ですが、今年もあっという間に一年の半分以上が過ぎてしまって、執しつ筆ぴつ的には早くも来年の準備中です。一年間が早いです……。

　さておき。

　こうして『Ｓ．Ｉ．Ｒ．Ｅ．Ｎ．サイレン』三巻を出すことができたことに、お礼申し上げます。

　今回は……化学・生物学的な要素はもちろん、次バ世イ代オ新テ生ス物タというものを描えがくにあたり、どうしても触ふれたいというか、このシリーズを始めるにあたって温めていたエピソードがあって、本当に集中して執筆した巻でもありました。

　とはいえそういった裏話はさておき、純じゆん粋すいに『Ｓ．Ｉ．Ｒ．Ｅ．Ｎ．サイレン３』として面白いものに仕上がっていることを願うばかりです。

　内容に関しては、二巻でその出番が控ひかえめだった分、今回はミソラの活かつ躍やくがメイン（？）なのかなと。あとは久々に真天使フイオラミリスが出てきたり。そういう意味では割と正統派な一巻の「続き回」という気がします。

　そして、初登場の竜人キリシェ。

　個人的にすごく思い入れ＆裏設定の込められた少女でもあります。

　今後どこかで登場する機会がありましたら、その時には、この三巻とはまた少し違ちがう彼女の一面をご覧頂けるよう頑がん張ばりたいところです。

　──さて。ここで御お礼れいを。

　変わらず多大なご指導・ご助力を頂いている編集Ｈ様、そして美び麗れいなイラストで本作を彩いろどってくださる蒼あお崎ざき律りつ先生。今回も本当にありがとうございます。

　そして何より、拙せつ書しよを手にとってくださった貴方あなた。

　本当にありがとうございます。今後もできるかぎり精進していければと思いますので、これからもミソラやフィアたちの道行きを見守って頂ければ幸いです。




◆今後の刊行予定

　２０１４年10月25日刊行予定

『世界の終わりの世界録アンコール２』　イラスト：ふゆの春はる秋あき先生

　出版：ＭＦ文庫Ｊ（メディアファクトリー）様

　前回『Ｓ．Ｉ．Ｒ．Ｅ．Ｎ．サイレン２』でもお知らせしましたＭＦ文庫Ｊ様で始めた新シリーズの二巻が、ちょうど来月に刊行予定です。ずっと構想を温めていたファンタジー世界で、この二巻目もすごく楽しく書かせて頂きました。

　ご興味ある方は、ぜひ今からでも一巻から応おう援えんして頂ければ……！




　そして、『Ｓ．Ｉ．Ｒ．Ｅ．Ｎ．サイレン４』は来年早々の刊行予定です。

　話の土台が固まってきて、そろそろ物語を一気に進められればと考えています。こちらも、ご期待に応こたえられるものになりますように。

　10月の『世界の終わりの世界録アンコール２』も、そして来年早々の『Ｓ．Ｉ．Ｒ．Ｅ．Ｎ．サイレン４』も、一つ一つ、精せい一いつ杯ぱい良いものを書き続けていきたいなと。

　どうか、これからも両作品を見守って頂ければ幸いです。




　２０１４年７月　多くの家が寝ね静しずまった夜ふけに
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